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前
田
美
千
雄

「
フ
イ
リ
ピ
ン
島
ス
ケ
ツ
チ
」

（無
言
館
所
蔵
　
作
者
の
経
歴
は
３
ベ
ー
ゃヒ

美
千
雄
が
戦
地
か
ら

妻
・編
子
に
送

っ
て
き
た
絵
葉
書
は

四
百
通
を
こ
え
た
。

そ
も
知
ら
ぬ
南
方
の
島
で

訓
練
に
励
む
美
千
雄
、

軍
服
姿
で
孤
独
に

食
事
を
と
る
美
千
雄
、

ど
れ
も
が
、
生
き
て
帰
る
ま
で

待

っ
て
い
て
く
れ

と
い
う
愛
の
便
り
だ
っ
た

し
か
し
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
転
戦
後
、

美
千
雄
の
便
り
は

ぷ

っ
つ
り
と
塗
絶
え
た
。

絹
子
さ
ん
は
戦
後
、

そ
の
夫
の
く
れ
た
絵
葉
書
を

何
度
も
何
度
も
暗
記
す
る
ほ
ど

読
ん
で
暮
ら
し
た
。

い
つ
の
日
に
か
、
，）の
夫
の
絵
葉
書
を

一
冊
の
画
集
に
ま
と
め
ら
れ
た
ら
、

と
今
年
七
十
六
歳
の
絹
子
さ
ん
は

夢
み
て
い
る
。

（鍾
島
誠
一部

『無
吉
館
　
戦
没
白
学
生

「新
り
の
絵
と
議
談
社
刊
よ
り
）

市
民
の
意
見

１
１
７
号

日
次

●
精
集
１
　
鳩
山
政
権
３
カ
月
の
検
証

貧
困
大
国
か
ら
脱
出
し
、
日
米
同
盟
を
根
本
か
ら

見
直
そ
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
士
口
田
和
雄
　
４

移
設
と

い
う
ワ
ナ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
武
藤

一
羊
　
６

与
党
だ
か
ら
議
院
立
法
は
お
か
し
い
？
　

　

服
部
長

一　

９

女
性
の
貧
困

・
子
ど
も
の
貧
困
　
　
　
　
竹
信
三
恵
子
　
１０

思
＞
パ
円
市す
ｏ
刃
Ｃ
Ｆ
Ｄ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
と

鳩
山
政
権
の
気
候
変
動
政
策

へ
の
期
待

　

　

桃
井
貴
子
　
１２

●
特
集
２
　
日
韓
併
合
１
０
０
年

日
朝

。
日
韓
か
ら
考
え
る

歴
史
の
愚
を
繰
り
返
さ
せ
な
い
「人
間
の
国
」
へ

玄
　
香
実
　
１４

朝
鮮
併
合
百
年
と

関
東
大
震
災
時
朝
鮮
人
虐
殺
事
件
の
現
在
　
　
山
田
昭
次
　
１６

●
運
動
の
現
場
か
ら

伊
達
判
決
を
生
か
し
日
米
安
保
を
破
葉
し
よ
う

島
田
清
作

今
こ
そ
日
米
安
全
保
障
条
約
に
Ｎ
Ｏ
を
―

　

梶
野
　
宏

東
京
に
も
被
爆
地
に
も

オ
リ
ン
ピ

ツ
ク
は
い
ら
な
い
　
　
　
　
　
　
　
小
山
和
久

ビ
ラ
配
布

の
自
由
を
守
る
た
た
か
い
　

　

　

小
松
仲
哉

●
既
刊

『市
民
の
意
見
』
を
Ｃ
Ｄ
に
　
　
　
　
野
津
　
功

●
市
民
の
声
で
原
発
の
廃
止
を
　
　
　
　
　
　
今
井
丈
夫

●
文
化

巻
頭
詩
　
タ
コ
ク
ラ
ゲ
　
　
　
　
　
ゆ
き
な
か
　
す
み
お

連
載

エ
ッ
セ
イ
⑭
　
煮
え
切
ら
な
い
わ
た
し

　

鈴
木

一
誌

映
画
の
紹
介
　
「戦
場
で
ワ
ル
ツ
を
」
　
　
　
　
本
野
義
雄

本
の
紹
介

『ガ
ン
ジ
ー
の
危
険
な
平
和
憲
法
』

野
澤
信

一

『泣
致
異
論
』

『壮
致
対
論
』

『泣
致
』
　
　
　
　
天
野
恵

一

０
そ
の
他

事
務
局
だ
よ
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
士
口
川
勇

一

ふ
し
ぎ
の
国
の
あ
り
か
　
　
　
　
　
　
　
ま

つ
だ
た
え
こ

読
者
懇
談
会
の
報
告
　
　
２７
　
　
読
者
の
お
た
よ
り

イ
ン
フ
オ
メ
ー
シ
ョ
ン
　
３７
　
　
△
ム
計
報
告
／
編
集
後
記

◆
カ
ッ
ト
　
村
雲
　
司
　
◆
題
字
　
安
西
賢
誠

★ 12月 の読者議議会のこ案内☆

テーマ 「日米地位協定の改訂はなぜ必要か」服部良
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タ

コ
ク
ラ
ゲ

ゆ
き
な

か

す

み
お

ク
ラ
ゲ
と
い
え
ば
食

い
し
ん
坊
な
ら
中
書
料
理
か
ウ

エ
ク
ラ
ゲ
な
ど
の
酒
の
ア
テ
。
海
水
浴
で

イ
テ
テ
テ

ッ
ー
刺
さ
れ
た
鞭
打
ち
の
痛

い
記
憶
も
。

そ
れ
が
な
ぁ
、
パ
ラ
オ
の
無
人
島
で
こ
の
世
の
も
の
と
も
思
え
ん
よ
う
な
美
し
い
ク
ラ
ゲ
を

見
た
、
と
水
中
カ
メ
ラ
マ
ン
の
Ａ
が
言
う
。

ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
、
パ
ラ
オ
共
和
国
に
は
大
小
無
数
の
島
が
あ
る
。　
一
万
年
ほ
ど
前
、
海
広
が

隆
起
し
て
海
水
湖
を
持

つ
島
が
た
く
さ
ん
で
き
た
。

そ
の
海
水
湖
に
と
じ
こ
め
ら
れ
た
タ
コ
ク
ラ
ゲ
と
い
う
の
が
胎
内
に
藻
を
と
り
い
れ
て
光
合

成
し
て
栄
養
を
と

っ
て
い
る
。
潜

っ
て
い
る
と
そ
い
つ
が
陽
の
光
を
う
け
て
透
け
て
、
緑
色

に
輝
い
て
、
ゆ
ら
ゆ
ら
凛

っ
て
、
ま
る
で
踊

っ
て
い
る
よ
う
な
姿
は
例
え
よ
う
も
な
か

っ

た
！
と
ビ
ー
ル
を
や
り
な
が
ら
目
を
知
め
る
。

驚

い
た
こ
と
に
タ
コ
ク
ラ
ゲ
は
と
じ
こ
め
ら
れ
た
海
水
湖
に
鮭
や
鱒
、
マ
ン
ボ
ウ
な
ど
の

天
敵
が
い
な
い
か
ら
い
つ
の
ま
に
か
尋
を
持

つ
の
を
や
め
て
し
ま

っ
た
の
だ
。
ク
ラ
ゲ
も
フ
グ

も
生
ま
れ
な
が
ら
の
　
　
な
い
。
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
か
ら
岳
を
と

っ
て
胎
内
に
蓄
積
し
て
い
く

◆作者プロフィール◆

1938(昭和13)年、京都生まれ。1944(昭和19)年、滋賀県へ疎開。その後、電電公社(現

NTT)に入社,労働運動、詩の活動。現在は年金生活。憲法9条を守るために努力中。詩集『新

貧乏物語』『ねこまたぎ2005』など。個人誌 『ねこまたぎ』93号まで発行中。
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の
だ
。

ふ
―
ん
、
敵
が
お
ら
ん
と
身
を
守
る
岳
も
始
要
な
い
ん
か
　
。

石
油
や
食
料
や
、
と
り
あ
い
し
て
戦
争
の
絶
え
間
が
な
い
人
間
世
界

・
・
・

ピ
ス
ト
ル
を
腰
に
、
小
銃

・
ラ
イ
フ
ル

・
機
関
銃
。
も

っ
と

「効
率
よ
く
」
人
赦
し
を
す
る

す

て

ろ
、

す

て

ろ
―

そ

ん
な

も

の
！

お
た
が

い
生
ま
れ
た
ま
ん
ま
の
裸
に
な
れ
な

い
か
。

こ
の
身
ひ
と
つ
食

っ
て
い
け
た
ら
そ
れ
で
よ
し
と
笑

っ
て
暮
ら
し
て
い
け
な

い
か
。

美

し
く
、

の
ん
び

り
、

ゆ
ら
ゆ
ら
、

タ

コ
ク
ラ
ゲ

の
よ
う
に
な

ぁ
―

楽

に
な
る
ぞ
―

▼
　
表
紙
絵
の
作
者
　
▲
前
田

美
千
雄

（ま
え
だ

。
み
ち
お
）

１
９
１
４

（大
正
３
）
年
６
月
２４
日
、
兵
庫
県
神
戸
市
垂
水
区
に
生
ま

れ
る
。
１
９
３
２

（昭
和
７
）
年
４
月
、
東
京
美
術
学
校
日
本
画
科
に
入
学
。

１
９
３
７

（昭
和
１２
）
年
に
卒
業
し
、
三
越
百
貨
店
美
術
考
案
部
に
就
職
。

１
９
３
８

（昭
和
１３
）
年
１
月
応
召
し
、
中
国
に
。
１
９
４
２

（昭
和
１７
）

年
１２
月
召
集
解
除
後
帰
京
し
、
１
９
４
３

（昭
和
１８
）
年
１
月
絹
子
と
結
婚
。

翌
年
１
月
再
召
集
さ
れ
、
同
年
５
月
頃

フ
ィ
リ
ピ

ン
、
ル
ソ
ン
島

マ
ニ

ラ
に
上
陸
、
１
９
４
５

（昭
和
２０
）
年
８
月
５
日
頃
戦
死
。
享
年
３‐
歳
。
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根
本
か
ら
見
直
そ
う

貧
困
大
国
か
ら
脱
出
し
ゃ
Ｅ
米
同
盟
を

●
自
民
党
敗
北
の
歴
史
的
意
味

政
権
交
代
が
実
現
し
て
か
ら
３
カ
月
が
経
と

う
と
し
て
い
る
が
、
政
権
の
評
価
を
定
め
る
に
は

時
期
尚
早
で
あ
ろ
う
。
渡
辺
治
は
、
選
挙
の
結
果

を
み
れ
ば
、
２
０
０
５
年
の
小
泉
自
民
党
大
勝
時

の
自
民
党

・
民
主
党
の
合
計
得
票
数
は
６９

・
２
％
、

０９
年

の
そ
れ
が
６９

・
１
％
で
あ
り
、
７
割
の
人
が

自
民
と
民
主
の
支
持
に

「
固
定
」
さ
れ
て
い
る
の

で
、
二
大
政
党
制
、
政
党
の
寡
占
化
で
あ
る
と
で
つ
。

こ
の
原
因
は
自
公
政
権
１０
年
間
の
新
自
由
主
義
的

構
造
改
革

へ
の
怒
り
が
噴
き
出
し
た
も
の
で
あ
る

が
、
バ
ラ
マ
キ
型
利
益
誘
導
政
治
の
恩
恵
を
受
け

な
い
都
市
中
間
層
と
、
格
差

・
貧
困
政
策
の
影
響

を
ま
と
も
に
受
け
た
層
が
民
主
党
に
投
票
し
た
か

ら
で
あ
る
と
い
う

名
世
界
』
１２
月
号
）。

世
界
的
に
は
、
１
９
８
０
年
代
の
新
自
由
主
義

に
よ
る
減
税
と

「小
さ
な
政
府
」
に
よ
る
弱
者
切

捨
て
政
策
の
修
正
は
９０
年
代
か
ら
２
０
０
０
年
に

新
ケ
イ
ン
ズ
主
義

名
第
三
の
道
」
と
呼
ば
れ
る
保

守
か
ら
中
道
左
派
の
政
権
の
間
で
な
さ
れ
て
き
た
。

西
欧
で
は
環
境
政
党

「緑
の
党
」
も
政
治
勢
力
と

し
て
根
づ
い
て
い
る
。
一方
日
本
で
は
、小
泉
政
権
の

登
場
で
新
自
由
主
義
的
構
造
改
革
路
線
は
自
民
党

一
党
支
配
に
よ
り
延
命
し
、
そ
の
部
分
修
正
も
自

公
政
権
末
期
に
不
十
分
に
し
か
な
さ
れ
な
か
っ
た
。

自
民
党
の
敗
北
は
二
つ
の
点
で
歴
史
的
な
意
味

を
も
つ
。

一
つ
は
、
小
泉
構
造
改
革
に
よ
る
新
自

由
主
義
的
政
策
が
も
た
ら
し
た
格
差
、
貧
困
問
題

の
拡
大
、
地
方
の
切
捨
て
、
社
会
保
障
費
の
削
減

な
ど
に
よ
る
社
会
の
ひ
ず
み
に
対
し
て
市
民
の
批

判
と
怒
り
が
総
選
挙
で
噴
き
出
し
た
こ
と
で
あ
る
。

結
果
、
自
民
党
の
衆
議
院
議
会
勢
力
は
３
分
の
１

へ
と
激
減
し
た
。
も
う

一
つ
は
、
戦
後
の
自
民
党
支

配
を
成
立
さ
せ
て
き
た
経
済
成
長
を
背
景
に
し
た

政

・
官

・
財
の
癒
着
に
よ
る
利
益
誘
導
型
政
治
シ

ス
テ
ム
の
限
界
が
露
呈
し
た
こ
と
で
あ
る
。
民
主

党
が

「
コ
ン
ク
リ
ー
ト
か
ら
人
へ
」
を
掲
げ
ム
ダ
な

公
共
事
業
を
見
直
し
、
福
祉
、
環
境
分
野
に
予
算

を
シ
フ
ト
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
背
景
に
は
、
右

一屑
上
が
り
の
経
済
成
長
を
前
提
と
し
た
所
得
分
配

シ
ス
テ
ム
が
成
り
立
た
な
く
な
つ
た
こ
と
、
企
業
内

福
祉
と
家
庭
福
祉
を
核
と
す
る
地
域
の
つ
な
が
り

が
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
経
済
の
グ

ロ
ー
バ
ル
化
、
市
場
原
理
主
義
に
よ
る
非
正
規
雇

用
の
拡
大
、
失
業
の
増
大
が
格
差
社
会
を
生
み
出

し
て
い
る
こ
と
に
こ
れ
ま
で
の
政
策
で
は
対
応
で
き

な
く
な
っ
た
の
で
あ
る
。

●
鳩
山
政
権
で
何
が
か
わ

っ
た
か

で
は
鳩
山
政
権
に
よ
る
政
治
の
変
化
と
は
ど
の

よ
う
な
も
の
か
。

一
つ
目
の
変
化
は
、
官
僚
依
存

の
政
治
か
ら

「
政
治
主
導
」
の
政
策
決
定
シ
ス
テ

ム
ヘ
の
転
換
で
あ
る
。
事
務
次
官
会
議
の
廃
止
と

政
務
三
役
に
よ
る
政
策
決
定
に
よ
り

「
政
府

の

意
思
決
定
を
内
閣
に

二
死
化
」
し
、
行
政
刷
新
会

議
、
国
家
戦
略
局
を
設
け
て
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
式
の

意
思
決
定
を
可
能
に
す
る
こ
と
で
、
自
民
党
時
代

の
族
議
員
と
官
僚
に
よ
る
政
策
決
定
の
あ
り
様
を

変
え
つ
つ
あ
る
。
二
つ
目
は
、
公
共
事
業
を
削
減
し
、

鳩
山
政
権
発
足
の
３
カ
月
を
市
民
の
目
線
で
検
証
し
ま
す
。
私
た
ち
は
か
つ
て
な
い
政
治
空
間
の
只
中
に
い
ま
す
。
経
済

成
長
と
日
米
安
保
体
制
を
基
軸
に
し
た
自
民
党
時
代
の
政
治
シ
ス
テ
ム
は
ど
こ
ま
で
変
わ
る
の
か
。
「
コ
ン
ク
リ
ー
ト
か
ら

人
へ
」
の
予
算
配
分
は
達
成
さ
れ
る
の
か
。
原
発
な
し
で
Ｃ
０
２
の
３０
％
削
減
は
可
能
か
。
沖
縄
県
民
の
普
天
間
基
地
閉
鎖

へ
の
怒
り
は
日
米
同
盟
関
係
を
揺
さ
ぶ
る
が
、
私
た
ち
に
は
何
が
で
き
る
の
か
。
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福
祉
予
算
を
拡
充
し
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
で
あ

る
。
新
規
道
路
の
建
設
、
ダ
ム
事
業
な
ど
公
共
事

業
費
は
５
兆
円
、
１４
％

（碑
径
辱
啓
井比
）
削
減
さ
れ
、

子
ど
も
手
当
、
失
業
給
付
の
国
庫
負
担
引
き
上
げ

な
ど
厚
労
省
予
算
は
３
兆
円
、
９
％
増
大
し
た
。

こ
つヽ
し
た
な
か
で
い
ま
、
行
政
刷
新
会
議
の
下
で

の
概
算
要
求
予
算
の
事
業
仕
分
け
が
始
ま
っ
て
い
る
。

本
来
国
会
議
員
が
チ
ェ
ッ
ク
す
べ
き
仕
事
で
あ
る
が
、

ム
グ
な
予
算
を
削
る
作
業
に
民
間
人
を
加
え
、
市

民
、
マ
ス
コ
ヽヽ
卜に
国
家
予
算
の
決
定
プ
ロ
セ
ス
の
一

部
を
公
開
し
、
透
明
化
さ
れ
る
こ
と
は
、
従
来
の
予

算
編
成
か
ら
比
べ
る
と
評
価
さ
れ
て
よ
い
だ
ろ
う
。

し
か
し
こ
れ
ら
の
動
き
の
な
か
に
い
く
つ
か
問
題

が
あ
る
こ
と
も
見
逃
せ
な
い
。

一
つ
は
、
政
策
決
定

の
政
府

〓
死
化
に
よ
る

「小
沢
ル
ー
ル
」
＝
小
沢
支

配
の
問
題
だ
。
小
沢
民
主
党
幹
事
長
は
、
自
ら
の

代
表
質
問
を
放
棄
、
与
党
議
員
の
委
員
会
質
問
も

禁
止
し
た
。
陳
情
の
窓
口
を
党
に

〓
万
化
し
た
う

えヽ
、議
員
立
法
は
原
則
禁
止
。
民
主
党
の
「小
沢
ル
ー

ル
」
に
よ
る
国
会
運
営
は
議
院
制
民
主
主
義
の
発

展
に
と
っ
て
見
過
ご
す
こ
と
の
で
き
な
い
問
題
点
を

字
ん
で
い
る
こ
と
に
注
意
が
必
要
で
あ
る

（本
誌
服

部
論
文
参
照
）。

ま
た
事
業
仕
分
け
に
は
、
小
泉
自
民
党
時
代

の
構
造
改
革
を
推
進
し
て
き
た
民
間
人
が
含
ま
れ

て
お
り
、
失
業
給
付

へ
の
締
め
付
け
、
福
祉
、
教

育
予
算
、
地
方
公
共
交
通
機
関

へ
の
補
助
金
カ
ッ

ト
な
ど
必
要
な
も
の
ま
で
削
減
さ
れ
て
い
る
。
防

衛
予
算

は
ど
う
か
。
Ｐ
Ａ
Ｃ
３
の
追
加
配
備
費

９
４
４
億
円
、
大
型
ヘ
リ
空
母
に
は
１
２
０
０
億
円

の
予
算
が
投
入
さ
れ
る
が
仕
分
け
の
対
象

ユ

。
自
衛
隊
の
海
外
派
兵
を
視
野
に
入
れ
た
巨
額

の
装
備
費
や
思
い
や
り
予
算
な
ど
の
軍
事
予
算
は

大
幅
な
見
直
し
を
求
め
た
い
。

●
貧
困
の
可
視
化
か
ら
貧
困
大
国
の
是
正
ヘ

ー０
月
３０
日
、
日
本
の
貧
困
率
調
査
が
公
表
さ
れ
た
。

０６
年
時
点
で
の
相
対
貧
困
率
は
１５
・
７
％

（可
処
分

所
得
１
１
４
万
円
未
満
）。
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ

（経
済
協
力
開

発
会
議
）
加
盟
３０
ヵ
国
の
数
値
で
は
１４
・９
％

（０３
年
）

で
下
か
ら
４
番
目
。
先
進
国
で
は
米
国
に
次
ぐ
下
か

ら
２
番
目
。
子
ど
も
が
い
る
一
人
親
家
庭
の
貧
困
率

硝
・
７
％
は
最
悪
の
最
下
位
で
あ
る
。
最
も
貧
困
率

が
低
い
デ
ン
マ
ー
ク
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
５
・
３
％
と

比
較
す
れ
ば
３
倍
に
近
い
。
日
本
が
先
進
国
の
中
で

も
際
立
っ
た

「貧
困
大
国
」
と
な
っ
た
こ
と
が
政
府

の
数
値
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
な
っ
た
。
私
た
ち
は
こ

の
実
態
を
踏
ま
え
、
貧
困
率
削
減
の
具
体
的
な
数
値

目
標
政
策
を
政
府
に
実
行
さ
せ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

４
月
に
廃
止
さ
れ
、
早
期
復
活
が
切
望
さ
れ
た

生
活
保
護
世
帯
の
母
子
加
算

（生
活
保
護
費
に
月
約

２
万
３
千
円
の
上
乗
せ
）
は
１２
月
に
よ
う
や
く
復
活
さ

れ
る
。
し
か
し
一方
で

「緊
急
屋
用
対
策
」
と
し
て

失
業
者
の
就
職
、
生
活
支
援
を
一
つ
の
窓
口
で
対
応

す
る

「
ワ
ン
ス
ト
ツ
プ
サ
ー
ビ
ス
」
は
、
１８
の
政
令

市
で
１１
月
試
行
の
段
階
で
早
く
も
名
古
屋
市
、
岡

山
市
が
サ
ボ
タ
ー
ジ
ュ
。
ど
の
自
治
体
も
生
活
保

護
申
請
が
大
都
市
に
集
中
す
る
こ
と
を

「恐
れ
て

い
る
」
と
で
つ
の
だ
。
失
業
者
へ
の
住
宅
確
保
も
年

末
に
向
け
て
早
期
に
手
を
打
つ
べ
き
で
あ
る
。
雇

用
対
策
も
、
労
働
者
派
遣
法
の
抜
本
改
正
は
方
向

付
け
ら
れ
た
も
の
の
、
製
造
業
派
遣
の
原
則
禁
止

だ
け
で
は
不
十
分
な
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

●
普
天
間
喜
地
を
開
鎖
し

「
対
等
な
」
日
米

関
係
の

中
歩
に

１０
月
１３
日
初
来
日
し
た
オ
バ
マ
米
大
統
領
は
い

ア
ジ
ア
重
視
と

「日
米
同
盟
の
深
化
」
を
表
明
し
た
。

米
軍
普
天
問
基
地
の
移
設
問
題
に
つ
い
て
は
、
作

業
部
会
を
通
じ
て

「迅
速
に
解
決
」
す
る
と
し
て

深
入
り
を
避
け
た
。
私
た
ち
は
鳩
山
政
権
に

「米

軍
再
編
」
の
協
力
を
や
め
、「日
米
同
盟
」
で
は
な
く
、

戦
争
協
力
や
基
地
の

「提
供
」
に
依
ら
な
い
日
米

関
係
を
築
い
て
い
く
こ
と
を
求
め
る
。
「米
軍
再
編

や
在
日
米
軍
基
地
の
あ
り
方
を
見
直
す
」
？
ニ
フ
ェ

ス
ト
）
と
の
政
権
公
約
と
、
沖
縄
で
の
自
民
党
議
席

の
全
減
と
い
う
衆
議
院
選
挙
の
結
果
は
、
普
天
聞

基
地
の
閉
鎖
と
辺
野
古
新
基
地
建
設
の
撤
回
に
む

け
た
交
渉
を
速
や
か
に
始
め
る
べ
き
で
あ
る
と
の

意
志
要
」本
で
あ
る

（普
天
間
基
地
問
題
の
核
心
は
、
本

号
武
藤
一　
　
　
を
ご
一読
下
さ
い
）。

鳩
山
政
権
が
こ
れ
か
ら
行
う
べ
き
重
大
な
仕
事

は
、
自
民
党
政
権
が
お
こ
な
っ
て
き
た
日
米
安
保

条
約
を
基
軸
と
し
た
安
保
、
外
交
関
係
の
抜
本
的

見
直
し
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
自
衛
隊
の
海
外
派
兵

と
集
団
的
自
衛
権
の
行
使
を
要
求
し
続
け
る

「安

保
再
定
義
」
「米
軍
再
編
」
へ
の
協
力
、
イ
ラ
ク
戦

争
を
支
持
し
た
小
泉
政
権
の
日
米
同
盟

一
辺
倒
の

外
交
政
策
の
検
証
、
核
の
カ
サ
と

「非
核
三
原
則
」

の
政
策
矛
盾
の
解
消
な
ど
が
含
ま
れ
る
。
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●
社
会
運
動
は
政
治
に
ど
う
切
り
込
む
か

「
居
場
所
と
出
番
」
の
あ
る
社
会
、
「支
え
あ
つ

て
生
き
て
い
く
日
本
」
（鵜
山
所
信
表
明
演
説
）
は
ど

の
よ
う
に
し
て
実
現
可
能
か
。
社
会
的
弱
者
、
少

数
者
、
市
民
の
平
和
、
生
存

・
生
活
に
か
か
わ
る

権
利
を
政
治
の
仕
組
み
に
反
映
さ
せ
る
に
は
、
社

会
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
め
ぐ
る
ア
ジ
ェ
ン
ダ

（課
題
）
の

設
定
に
、
市
民
の
側
が
ど
の
よ
う
に
関
わ
っ
て
い
け

る
か
が
問
わ
れ
る
。
「
緑
の
経
済
」、
ゼ
ロ
成
長
社

会
の
ビ
ジ
ョ
ン
、
財
政
・税
制
の
あ
り
方
、
ベ
ー
シ
ッ

ク
イ
ン
カ
ム
の
導
入
な
ど
の
構
想
を
練
り
上
げ
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
何
よ
り
も
そ
の
た
め
に

は
社
会
運
動
の
力
が
必
要
で
あ
る
。

派
遣
村
の
た
た
か
い
は
貧
困
問
題
を
社
会
問
題

と
し
て
可
視
化
さ
せ
、
小
泉
構
造
改
革
の
破
産
を

明
ら
か
に
し
、
自
民
党
を
政
権
与
党
か
ら
引
き
ず

り
下
ろ
す
原
動
力
に
な
っ
た
。
辺
野
古
に
新
基
地

を
作
ら
せ
な
い
と
す
る
現
地
で
の
２
千
日
を
越
え
る

座
り
込
み
、
海
上
で
の
行
動
は
、
「世
界

一
危
険
な
」

普
天
間
基
地
問
題
に
課
題
を
引
き
戻
し
、
日
米
同

盟
を
揺
さ
ぶ
り
つ
つ
あ
る
。
安
保
条
約
改
定
問
年

と
普
天
間
基
地
問
題
の
行
方
は
重
な
っ
て
、
私
た
ち

に
追
っ
て
い
る
。
鳩
山
政
権
は
、
ト
ー
タ
ル
な
社
会

ビ
ジ
ョ
ン
が
な
く
、
日
米
同
盟

・
安
保
体
制
を
継
続

す
る
な
ど
課
題
は
多
く
残
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
政

権
交
代
に
よ
つ
て
、
私
た
ち
が
揺
さ
ぶ
り
を
か
け
る

チ
ャ
ン
ス
も
ま
た
間
違
い
な
く
出
現
し
た
。
生
み
出

さ
れ
た
政
治
空
間
に
積
極
的
に
切
り
込
ん
で
い
こ

つヽ
。
　
　
　
　
　
　
（よ
し
だ
，か
ず
お
、
本
誌
編
　
　
　
）

の
で
あ
る
。
そ
れ
を
前
に
、
焦
り
と
怯
え
は

一
気

に
募
り
、
閣
僚
た
ち
の
発
言
は
支
離
滅
裂
な
も
の

に
な
っ
て
き
た
。
岡
田
外
相
の

「県
外

。
国
外
移

設
は
選
択
肢
と
考
え
ら
れ
な
い
」
と
す
る
嘉
手
納

統
合
発
言

（ｌｏ
。
２３
）、
北
沢
防
衛
相
の
辺
野
古

ヘ

の
移
設
は
、
岩
国
や
グ
ア
ム
ヘ
の
海
兵
隊
移
転
を

含
ん
で
い
る
の
で
、
県
外
移
設
の
一
種
で
、
公
約

違
反
で
な
い
な
ど
と
い
う
読
弁

（ｌｏ
・
２７
）
に
い

た
る
ま
で
、
閣
僚
た
ち
は
勝
手
な
無
責
任
発
言
を

繰
り
返
し
て
い
る
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
鳩

山
首
相
は

一
貫
し
て
お
っ
と
り
と
構
え
、
北
沢
発

言
に
た
い
し
て
は

「私
ど
も
と
す
れ
ば
普
天
間
の

移
設
問
題
に
関
し
て
、
県
外
あ
る
い
は
海
外
と
訴

え
て
き
た
」
と
指
摘
。
「
い
ろ
ん
な
角
度
か
ら
検

証
を
始
め
た
ば
か
り
」
と
し
て
、
結
論
を
う
る
ま

で
に
時
間
が
か
か
る
と
の
考
え
を
繰
り
返
し
た
と

い
つヽ

（『朝
日
新
聞
』
１０
・
２８
）ｏ

「時
間
を
か
け
て
結
論
を
う
る
」
と
い
う
の
は

桐
喝
を
や
り
す
ご
す
態
度
と
し
て
評
価
で
き
る
。

し
か
し
そ
う
し
て
い
ず
れ
出
す
だ
ろ
う
そ
の
結
論

と
は
何
に
つ
い
て
の
結
論
な
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の

問
題
全
体
が
メ
デ
ィ
ア
を
含
め
て

「普
天
間
移

設
」
問
題
と
呼
ば
れ
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
よ
う
。

１０
月
初
め
沖
縄
入
り
し
た
前
原
沖
縄
相
は
、
こ
つヽ

語

っ
て
い
る
。
「
辺
野
古

へ
の
移
設
が
本
当
に
進

む
の
か
、
疑
間
だ
。
早
く
進
む
も
の
を
模
索
し
て

い
か
な
く
て
は
。
鳩
山
政
権
の
も
と
で
新
た
な
移

設
先
を
再
検
討
し
、
実
施
す
る
こ
と
が
必
要
だ
、

と
改
め
て
感
じ
た
」
翁
読
売
新
聞
』
１０
。
こ
。
す

な
わ
ち

「移
設
」
先
の
決
定
。
こ
れ
が
時
間
を
か

鳩
山
政
権
と
沖
縄
米
軍
基
地

移
設
と
い
う
罠
を
壊
し
、
普
天
問
基
地
閉
鎖
の
対
米
交
渉
を

普
天
問
基
地
を
め
ぐ
る
鳩
出
政
権
閣
僚
た
ち
の

ふ
る
ま

い
は
、
期
末
試
験
で
答
案
提
出
の
ベ
ル
が

あ
と
５
分
に
追

っ
て
い
る
と
い
う
の
に
、　
一
つ
も

答
え
が
浮
か
ん
で
こ
な
い
の
で
、
焦
り
ま
く

っ
て
、

や
た
ら
答
え
ら
し
き
も
の
を
書
い
た
り
消
し
た
り

し
て
い
る
中
学
生
を
思
わ
せ
る
。

●
桐
幅
に
発
言
変
転

１０
月
２０
日
ゲ
ー
ツ
米
国
防
長
官
が
来
日
し
、
鳩

山
首
相
、
岡
田
外
相
、
北
沢
防
衛
相
と
の
会
談
で
、

在
沖
縄
海
兵
隊
の
グ
ア
ム
移
転
に
絡
め
て
、
米
軍

普
天
間
飛
行
場
の

「現
行
計
画
通
り
の
移
設
」
を

追

っ
た
。
北
沢
防
衛
相
と
の
会
談
で
は
、
翌
日
天

間
代
番
施
設
は

（在
日
米
軍
再
編
の
）
ロ
ー
ド
マ
ッ

プ
の
要
だ
。
普
天
間
移
設
な
し
に
グ
ア
ム
移
転
は

な
く
、
グ
ア
ム
移
転
な
し
に
沖
縄
の
兵
員
縮
小
や

基
地
返
還
は
な
い
」
と
述
べ
た
。
翁
沖
縄
タ
イ
ム
ズ
』

１０
。
２２
・
編
注
）
文
字
通
り
日
本
政
府
を
桐
喝
し
た
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け
て
決
め
る
こ
と
の
中
身
で
あ
る
よ
う
だ
。

●
設
問
自
体
が
無
理

し
か
し
こ
の

「移
設
」
と
い
う
言
葉
遣
い
＝
問

題
設
定
に
は
根
本
的
に
お
か
し
い
と
こ
ろ
が
な
い

か
。
移
設
に
つ
い
て
の
こ
れ
ら
の
発
言
は
日
本
政

府
を
主
語
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
だ
が
問
題
の
基

地
は
米
軍
基
地
で
あ
る
。

つ
ま
り
米
軍
の
施
設
、

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
所
有
、
管
理
す
る
施
設
で
あ

る
。
そ
れ
の
機
能
を
Ａ
地
点
か
ら
Ｂ
地
点
に
移
設

す
る
と

い
う
行
為
の
主
語
は
、
米
国
政
府
で
し
か

あ
り
え
な

い
の
で
は
な
い
か
。
基
地
の
移
設
と
は

物
理
的
な
引

っ
越
し
で
は
な
く
、
特
定
の
軍
事
機

能
遂
行
能
力
を
Ａ
地
点
か
ら
Ｂ
地
点
に
移
す
こ
と

で
あ
る
。
こ
の
軍
事
機
能
は
１
０
０
％
米
国
の
も

の
で
あ
る
。
だ
か
ら
米
軍
基
地
を

「移
設
」
す
る

と

い
う
行
為
は
、
本
来
日
本
政
府
を
主
語
に
し
て

語
り
う
る
も
の
で
は
な
い
の
だ
。
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
日
本
政
府
も
日
本
の
マ
ス
コ
ミ
も

「県
内
移

設
か
、
県
外
移
設
か
、
国
外
移
設
か
」
な
ど
と
平

気
で
論
じ
て
い
る
。
で
は
こ
こ
で
わ
れ
わ
れ
は
ア

メ
リ
カ
の
主
権
を
侵
害
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

と
ん
で
も
な
い
。
そ
の
正
反
対
に
、
わ
れ
わ
れ
は

ア
メ
リ
カ
政
府

・
軍
の
頭
で
考
え
行
動
す
る
よ
う

に
な

つ
て
い
る
の
だ
。
基
地
の
移
設
は
ア
メ
リ
カ

政
府
に
属
す
る
行
為
で
あ
る
。
な
ぜ
「代
番
施
設
」

を
探
し
出
し
、
「
移
設
」
す
る
こ
と
が
日
本
政
府

の
責
任
に
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
。
い
や
、

そ
も
そ
も
解
決
す
べ
き
問
題
と
は

「移
設
」
問
題

な
の
か
。

●
出
発
は
基
地
閉
鎖

こ
ち
ら
か
ら
見
れ
ば

（沖
縄
か
ら
見
て
も
ヤ
マ
ト

か
ら
見
て
も
）、
実
体
的
問
題
は
二
つ
あ
る
。　
一
つ

は
、
古

い
危
険
な
基
地
を
閉
鎖
さ
せ
る
問
題
で
あ

り
、
二
つ
日
は
ア
メ
リ
カ
が
新
し
い
基
地
を
要
求

し
、

つ
く
ら
せ
よ
う
と
し
て
い
る
問
題
で
あ
る
。

こ
れ
ら
は
こ
ち
ら
側
か
ら
す
れ
ば
、
二
つ
の
別
個

の
問
題
で
あ
る
。
そ
の
上
、
主
張
さ
れ
て
い
る
二

つ
の
間
の
関
連
は
、
見
か
け
ほ
ど
自
明
で
は
な

い
。
ア
メ
リ
カ
は
、
新
基
地
を
旧
基
地
の
代
番
基

地
と
考
え
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
し
、
そ
う
で
な

い
か
も
し
れ
な
い
。
旧
基
地
は
、
老
朽
化
し
、
使

い
物
に
な
ら
な
い
の
で
、
閉
鎖
し
た
ほ
う
が
得
策

と
考
え
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。
２
０
０
３
年
１１

月
ブ
ッ
シ
ュ
政
権
の
国
防
長
官
ラ
ム
ズ

フ
ェ
ル
ド

が
、
ヘ
リ
で
普
天
間
基
地
を
視
察
し
て
、
レ」
の

「世

界
で

一
番
危
険
な
基
地
」
の
早
期
閉
鎖
の
必
要
を

も
ら
し
た
こ
と
は
当
時
広
く
伝
え
ら
れ
た
。
そ
し

て
新
基
地
は
、
旧
基
地
が
あ
ろ
う
と
な
か
ろ
う
と
、

ア
メ
リ
カ
が
昔
か
ら
ほ
し
か
つ
た
も
の
か
も
し
れ

な
い
。
真
喜
志
好

一
氏
は
、
綿
密
な
資
料
分
析
に

基
づ
い
て
、
米
国
が
す
で
に
１
９
６
０
年
代
か
ら

辺
野
古
に
総
合
的
な
巨
大
基
地
建
設
を
計
画
し
て

い
た
こ
と
を
１０
年
前
か
ら
証
明
し
て
い
る
の
だ
。

米
軍
基
地
の
Ａ
地
点
か
ら
Ｂ
地
点

へ
の
「移
設
」

と
い
う
場
合
、
Ａ
と
Ｂ
は
、
あ
ち
ら
、
米
国
の
都

合
と
理
屈
に
よ

っ
て
の
み
関
連
さ
せ
ら
れ
る
の
で

あ
り
、
こ
ち
ら
側
に
と

っ
て
Ａ
と
Ｂ
を

つ
な
ぐ
ひ

と
つ
の
都
合
や
理
屈
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
の
で

あ
る
。
危
険
き
わ
ま
る
基
地
を
閉
鎖
さ
せ
る
こ
と
、

美
し
い
自
然
を
破
壊
し
地
元
社
会
を
危
険
に
さ
ら

す
戦
争
施
設
を
も
う

一
つ
つ
く
ら
せ
な
い
こ
と
、

こ
の
二
つ
は
、
こ
ち
ら
側
に
と

っ
て
は
、
そ
れ
ぞ

れ
深
刻
な
独
立
し
た
問
題
で
あ

っ
て
、　
一
方
で
要

求
を
通
せ
ば
、
他
方
は
あ
き
ら
め
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
な
ど
と
い
う
矛
盾
し
た
関
係
に
置
か
れ
よ
う

の
な
い
問
題
な
の
だ
。

●

「
こ
ち
ら
」
の
問
題

そ
の
二
つ
の
イ
ッ
シ
ュ
ウ
を
、
あ
れ
か
、
こ
れ

か
と
い
う
関
係
の
な
か
に
む
り
や
り
結
び

つ
け
た

米
日
国
家
の
手
法
は
、
人
質
の
命
と
身
代
金
の
ど

ち
ら
が
大
事
か
と
迫
る
誘
拐
犯
の
手
日
と
本
質
的

に
変
わ
り
な
い
。
こ
の
よ
う
な
関
係
づ
け
の
カ
ナ

メ
が

「移
設
」
と
い
う
ひ
と
言
な
の
で
あ
る
。
「移

設
」
と
い
う
こ
の
枠
取
り
に
よ

っ
て
、
す
べ
て
の

問
題
は
ど
こ
に

「
移
設
」
す
る
の
か
、
県
内
か
、

県
外
か
、
県
外
だ
と
す
れ
ば
ど
こ
か
、
と
い
つ
た

議
論
に
転
移
さ
せ
ら
れ
、
そ
れ
に
ど
う
答
え
て
も

わ
れ
わ
れ
は
米
軍
基
地

「移
設
」
の
責
任
を
負
わ

さ
れ
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
悪
い
こ
と
に
は
、
ひ

と
た
び
こ
の
理
屈
を
認
め
て
し
ま
う
と
、
「
代
替

施
設
」
の
受
け
入
れ
を
認
め
な
い
こ
と
は
、
普
天

問
基
地
の
維
持
を
支
持
し
、
宜
野
湾
市
民
に
敵
対

す
る
と

い
う
文
脈
に
置
か
れ
て
し
ま
う
こ
と
だ
。

こ
れ
は
営
利
誘
拐
よ
り
悪
質
だ
。
こ
こ
で
要
求
さ

れ
て
い
る
身
代
金
は
お
金
で
は
な
く
て
、
辺
野
古

の
地
域
社
会
の
安
全
と
ジ

ュ
ゴ
ン
の
住
む
自
然
な

の
で
あ
る
。
く
り
か
え
す
が
、
「
移
設
」
と

い
う
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論
理
を
認
め
る
こ
と
で
、
「移
設
」
先
が
ど
こ
で

あ
れ
、
わ
れ
わ
れ
は
こ
の

「誘
拐
」
を
認
め
、
そ

れ
に
正
当
性
を
与
え
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
の
だ
。

歴
代
自
民
党
政
権
は
、
進
ん
で
こ
の
ワ
ナ
に
沖

縄
の
基
地
問
題
全
体
を
は
め
込
む
こ
と
に
血
道
を

あ
げ
て
き
た
。
沖
縄

へ
の
負
担
軽
減
を
う
た
い

つ
つ
、
問
題
を
新
基
地
設
置
に
す
り
替
え
、
「移

設
」
の
ワ
ナ
に
引
き
込
ん
だ
１
９
９
６
年
の
Ｓ
Ａ

Ｃ
Ｏ
合
意
は
、
米
国
の
沖
縄

へ
の
準
領
土
意
識
と

沖
縄
を
国
内
植
民
地
と
扱
う
日
本
国
家
の
植
民
地

主
義
的
体
質
の
共
鳴
の
産
物
で
あ
っ
た
。
米
海
兵

隊
８
０
０
０
人
を
グ
ア
ム
に

「移
転
」
さ
せ
て
沖

縄
の
負
担
を
軽
減
す
る
と
い
う

一
見
甘
い
口
実
で
、

グ
ア
ム
で
の
米
軍
基
地
拡
張
を
巨
額
の
日
本
の
税

金
で
ま
か
な
う
と
い
う
途
方
も
な
い

「
米
軍
再

編
」
取
り
決
め
も
、
同
じ
手
口
に
よ
る
も
の
で
あ

る
。
こ
れ
が
グ
ア
ム
基
地
の
ハ
ブ
化
計
画
に
す
ぎ

な
い
こ
と
は
す
で
に
広
く
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
こ

こ
で
は

「移
設
」
で
は
な
く

「移
転
」
が
踊
し
の

キ
ー
ワ
ー
ド
で
あ
る
。

●
お
願
い
か
交
渉
か

８
月
総
選
挙
に
よ
る
自
民
党
政
権
の
崩
壊
は
歴

史
的
出
来
事
だ
っ
た
。
そ
う
し
て
誕
生
し
た
鳩
山

政
権
が
何
者
で
あ
る
の
か
は
ま
だ
分
か
ら
な
い
が
、

少
な
く
と
も
こ
の
政
権
が
、
い
く
つ
か
の
分
野
で

自
民
党
政
権
が
積
み
上
げ
て
き
た
悪
し
き
既
成
事

実
を
と
り
こ
わ
そ
う
と
し
て
い
る
こ
と
は
、
大
き

く
評
価
し
て
い
い
だ
ろ
う
。
だ
が
日
米
軍
事
同
盟

に
つ
い
て
は
、
既
成
事
実
を
こ
わ
す
構
え
は
弱
い
。

民
主
党
は
、
政
権
が
近
付
く
に
つ
れ
て
、
テ」
の
テ
ー

マ
に
つ
い
て
の
表
現
を
弱
め
、
自
ら
交
渉
の
足
場

を
崩
し
て
き
た
。

何
よ
り
、
鳩
山
政
権
は
こ
の
重
大
問
題
に
つ
い

て
米
国
と
交
渉
を
始
め
て
い
な
い
し
、
交
渉
を
申

し
入
れ
て
さ
え

い
な
い
の
で
あ
る
。
大
臣
た
ち
は

沖
縄
通
い
に
ば
か
り
熱
心
で
あ
る
。
訪
米
し
て
オ

バ
マ
大
統
領
と
会
談
し
た
鳩
山
総
理
は
、
友
愛
の

精
神
で
信
頼
関
係
を
築
く
こ
と
が
先
決
と
し
て
、

沖
縄
基
地
の
問
題
に
は
ひ
と
言
も
触
れ
な
か

っ
た

と

い
う
。
岡
田
外
相
は

「
米
国
を
刺
激
し
た
く

な
い
」
（社
民
党
と
の
連
立
交
渉
で
の
発
言
）
と
し
た
。

対
等
な
日
米
関
係
ど
こ
ろ
で
は
な
い
。
こ
れ
で
は

交
渉
は
初
め
か
ら
負
け
で
あ
る
。
米
国
は
そ
の
足

元
を
見
て
、
ゲ
ー
ツ
長
官
を
送
り
込
み
、
先
手
を

打

っ
た
の
で
あ
る
。
交
渉
は
相
手
の
嫌
が
る
譲
歩

を
か
ち
と
る
た
め
な
の
で
、
相
手
を
刺
激
す
る
の

は
避
け
ら
れ
な
い
。
そ
れ
を
避
け
て
で
き
る
の
は

懇
願
し
か
な
い
。
懇
願
で
与
え
ら
れ
る
の
は
お
恵

み
で
あ
ろ
う
。
鳩
山
政
権
は
、
普
天
間
、
辺
野
古

問
題
で
、
交
渉
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
、
そ
れ

と
も
懇
願
し
て
お
恵
み
に
あ
ず
か
ろ
う
と
し
て
い

る
の
か
。
ど
ち
ら
か
を
選
択
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
だ
。

●
開
鎖
要
求
が
近
道

そ
の
分
か
れ
日
は
、
「移
設
」
、
「移
転
」
と
い

う
ニ
セ
の
枠
取
り
を
取
り
払
い
、
本
来
の
問
題
に

つ
い
て
対
米
交
渉
を
開
始
で
き
る
か
ど
う
か
に
あ

る
。
普
天
間
基
地
に
つ
い
て
は
、
「
代
番
施
設
」

建
設
の
進
捗
な
ど
と
は
無
関
係
に
、
そ
の
閉
鎖
を

要
求
し
、
交
渉
す
る
。
辺
野
古
基
地
の
建
設
に
つ

い
て
は
、
自
民
党
政
府
の
決
定
を
凍
結
し
、
計
画

の
撤
回
を
米
国
と
交
渉
す
る
。
普
天
間
閉
鎖
は
い

か
な
る
交
換
条
件
か
ら
も
き

つ
ぱ
り
切
り
離
す
こ

と
が
必
要
で
あ
る
。
そ
れ
は
普
天
間
基
地
閉
鎖

ヘ

の
近
道
で
あ
る
。
「
移
設
」
方
式
で
は
移
設
先
が

見

つ
か
る
ま
で
は
普
天
問
基
地
は
存
続
す
る
こ
と

に
な
る
。
そ
し
て

「移
設
」
先
を
ど
こ
に
選
ん
で

も
、
そ
こ
に
は
激
し
い
抵
抗
が
待

っ
て
い
る
だ
ろ

う
。
「
移
設
」
方
式
は
破
産
し
た
の
で
あ
る
。
１３

年
間
の
失
敗
の
実
績
が
そ
れ
を
証
明
し
た
で
は
な

い
か
。
日
本
政
府
は
、
米
国
に
こ
の
破
綻
を
認
め

さ
せ
、
そ
の
上
に
立

っ
て
、
Ｓ
Ａ
Ｃ
Ｏ
と
米
軍
再

編
合
意
の
見
直
し
と
再
交
渉
を
申
し
入
れ
よ
。
タ

フ
な
外
交
交
渉
な
し
に
こ
の
問
題
は
解
決
で
き
な

い
の
で
あ
る
。

民
主
党

マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
は

「
日
米
地
位
協
定
の

改
定
を
提
起
し
、
米
軍
再
編
や
在
日
米
軍
基
地
の

在
り
方
に
つ
い
て
も
見
直
し
の
方
向
で
進
む
」
と

し
て
い
る
。
「方
向
で
進
む
」
た
め
の
出
発
点
は
、

「
移
設
」
や

「
移
転
」
と

い
う

ワ
ナ
を
ま
ず
壊
し
、

ワ
ナ
か
ら
脱
け
出
る
こ
と
で
あ
る
。

（む
と
う
。
い
ち
よ
う
、
ピ
ー
プ
ル
ズ
プ
ラ
ン
研
究
所
）

※
本
稿
は
ピ
ー
プ
ル
ズ
プ
ラ
ン
研
究
所
の
原
稿
に
加

筆
・
修
正
さ
れ
た
も
の
で
、
＝
月
２
日
、
３
日
の

『沖
縄

タ
イ
ム
ズ
』
に
掲
載
さ
れ
た
論
文
を
転
載
し
た
も
の
で

す
。
（編
集
部
）
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与
党
だ
か
ら
議
院
立
法
は
お
か
し
い
？

結
論
か
ら
先
に
言
え
ば
、
内
閣

・
与
党

一
体
化

の
掛
け
声
で
議
員
立
法
を
禁
止
ま
た
は
制
限
す
る

動
き
は
、
国
会
改
革
に
む
し
ろ
逆
行
し
国
会
軽
視

に
つ
な
が
り
か
ね
な
い
論
議
で
あ
り
理
解
で
き
な

い
。
し
か
も
、
政
治
主
導
と

い
う
な
ら
ば
ま
ず
は

立
法
府
で
あ
る
国
会
を
活
性
化
さ
せ
、
政
策
立
案

機
能
が
今
ま
で
以
上
に
充
実
さ
れ
る
こ
と
が
必
要

で
あ
る
。
そ
し
て
議
員
立
法
を
発
議
し
易
く
す
る

た
め
に
発
議
要
件
を
緩
和
し
た
り
、
党
議
拘
束
を

廃
止
し
党
を
超
え
た
超
党
派
の
立
法
が
出
来
る
よ

う
に
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

幸

い
、
去
る
１１
月
４
日
に
出
さ
れ
た
２‐
世
紀
臨

調

「
国
会
審
議
活
性
化
等
に
関
す
る
緊
急
提
言
」

が

「議
員
立
法
の
活
性
化
」
の
項
を
設
け

「積
極

的
に
奨
励
さ
れ
る
べ
き
」
と
し
、
「議
員
立
法
の

提
出
要
件
を
今
以
上
に
緩
和
す
る
と
と
も
に
、
賛

同
議
員
数
に
は

一
定
の
制
限
を
設
け
る
と
し
て
も
、

会
派
承
認
が
な
く
て
も
提
出
で
き
る
な
ど
の
措
置

を
講
じ
る
べ
き
」
と
し
た
こ
と
は
評
価
で
き
る
。

ま
た
特
に
与
党
に
対
し
て
不
利
な
立
場
に
あ
る
野

党
に
よ
る
立
法

・
審
議
活
動

へ
の
支
援
策
に
も
言

及
し
て
い
る
。

時
期
を
合
わ
す
か
の
よ
う
に
、
自
ら
も
肝
炎
息

者
で
あ

っ
た
福
田
衣
里
子
衆
議
院
議
員
を
中
心
に

与
党
民
主
党
か
ら

「
肝
炎
対
策
基
本
法
案
」
を
議

員
立
法
と
し
て
出
す
動
き
が
出
て
き
た
。
た
だ
例

外
扱
い
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
議
員
立
法

提
出
の
手
順
も
混
迷
し
て
い
る
。
し
か
し
こ
う
し

た
動
き
が
与
党
内
か
ら
出
て
く
る
こ
と
は
ま
さ
に

自
然
で
あ
り
当
然
な
こ
と
だ
。

私
は
、
市
民
運
動
時
代
か
ら
議
員
立
法
で
ど

う
し
て
も
実
現
し
た

い
テ
ー

マ
が
あ
る
。
そ
れ

は

「
日
米
地
位
協
定
」
問
題
で
、
米
軍
人
軍
属
に

よ
る
事
件
事
故
被
害
者
の
救
済
法
の
制
定
で
あ
る
。

な
か
な
か
地
位
協
定
の
改
定
が
見
え
て
こ
な
い
中

で
、
な
ら
ば
国
内
法
と
し
て
先
に
制
定
し
た
ら
ど

う
か
と
、
息
子
さ
ん
を
米
兵
と
の
事
故
で
失

っ
た

海
老
原
さ
ん
が
訴
え
続
け
て
き
た
。
８
割
を
し
め

る
公
務
外
の
事
件
事
故
の
被
害
者
の
救
済
や
補
償

は
、
現
状
ほ
と
ん
ど
な
さ
れ
て
お
ら
ず
泣
き
寝
入

り
状
態
が
今
も
長
年
続
い
て
い
る
。
公
務
外
事
件

事
故
は
示
談
解
決
と
さ
れ
て
い
る
が
、
米
軍
基
地

の
中
に
は
日
本
側
の
捜
査
の
手
が
及
ば
な
い
こ
と

か
ら
、
加
害
者
を
特
定
す
る
こ
と
が
困
難
な
上
に
、

一
部
運
用
改
善
で
緩
和
さ
れ
た
と
言
え
起
訴
後
で

な
い
と
被
疑
者
の
身
柄
引
き
渡
し
も
要
求
で
き
な

い
。
地
位
協
定
の
改
定
が
必
要
だ
が
、
そ
れ
を
待

っ

て
い
て
は
い
つ
ま
で
た

っ
て
も
泣
き
寝
入
り
は
続

ノく、。緊
急
を
要
す
る
人
権
問
題
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、

現
実
を
知
る
国
会
議
員
が
少
な
い
の
も
事
実
だ
。
私

た
ち
は
、
被
害
者
の
み
な
さ
ん
と
一
緒
に
国
会
の
内

外
で
、
沖
縄
な
ど
米
軍
基
地
を
抱
え
る
地
域
の
議
員

を
中
心
に
議
員
立
法
の
必
要
性
を
訴
え
て
き
た
が
ま

だ
実
現
し
て
い
な
い
。
内
閣
提
出
の
法
案
に
な
る
可

能
性
は
ユ
　
　
下
で
は
皆
墨
小で
あ
っ
た
。

で
は
新
政
権
で
ど
う
か
？
現
状
で
は
な
か
な
か

ハ
ー
ド
ル
が
高
い
。
な
ぜ
な
ら
そ
う
い
う
必
要
性

や
緊
急
性
へ
の
認
識
が
希
薄
だ
か
ら
だ
。
だ
か
ら

こ
そ
問
題
意
識
を
も
っ
た
議
員
で
論
議
を
活
性
化

し
、
議
員
立
法
と
し
て
提
案
し
て
い
く
こ
と
が
必

要
だ
。
そ
れ
自
身
が
政
策
立
案
過
程
で
あ
る
と
同

時
に
国
会
活
動
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
と
思
う
。

新
政
権
は
連
立
合
意
の
中
に

「日
米
地
位
協
定

の
改
定
を
提
起
し
」
と
い
う
文
言
を
入
れ
た
。
「条

約
」
の
改
定
と
国
内
法
の
制
定
の
可
能
性
を
両
呪

み
し
な
が
ら
、
し
つ
か
り
と
こ
の
問
題
に
取
り
組

ん
で
い
く
決
意
だ
。
そ
の
実
践
課
程
で
、
テ」
の
テ
ー

マ
に
対
す
る
私
な
り
の
回
答
を
出
し
て
い
き
た
い
。

（は
っ
と
り
。
り
ょ
う
い
ち
、
衆
議
院
議
員
）
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女
性
の
貧
田
・
子
ど
も
の
貴
困

０９
年
は
、
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ツ
ク
後
の
不
況
で
い

き
な
り
仕
事
を
打
ち
切
ら
れ
、
住
ま
い
も
失

っ
た

派
遣
労
働
者
た
ち
が
集
ま
る

「年
越
し
派
遣
村
」

の
報
道
で
始
ま

っ
た
。
や
っ
て
き
た
人
々
の
多
く

は
、
製
造
業
の
現
場
で
働
く
男
性
だ

っ
た
。
だ
が
、

そ
の
か
げ
に
は
、
じ
わ
じ
わ
と
深
刻
化
す
る
女
性

と
子
ど
も
の
貧
困
が
あ

っ
た
。

路
上
生
活
に
も
男
女
格
差

東
京
都
内
の
公
園
の
林
の
中
に
、
ブ
ル
ー
シ
ー

ト
の
テ
ン
ト
が
並
ぶ
。
野
宿
生
活
の
人
た
ち
が

住
む

「
テ
ン
ト
村
」
。
こ
こ
で
昨
年
か
ら
週
１
回
、

女
性
の
ホ
ー
ム
レ
ス
ら
が
交
流
す
る

「
ノ
ラ
」
の

会
が
続
い
て
い
る
。

「
ノ
ラ
」
は
ナ
プ
キ
ン
の
ブ
ラ
ン
ド
名
で
、
イ

プ
セ
ン
の

「人
形
の
家
」
の
家
出
し
た
主
人
公
ノ

ラ
と
ノ
ラ
猫
か
ら
と
つ
た
。
ホ
ー
ム
レ
ス
の
女
性

た
ち
が
お
し
や
べ
り
し
な
が
ら
体
に
優
し
い
手
作

リ
ナ
プ
キ
ン
を
つ
く
り
、
女
性
の
集
会
な
ど
に
出

向
い
て
ひ
と
つ
千
円
で
売
る
。
廃
品
回
収
な
ど
体

力
が
い
る
男
性
向
け
の
仕
事
が
主
流
の
ホ
ー
ム
レ

ス
の
世
界
で
は
、
女
性
は
現
金
収
入
を
得
る
機
会

も
少
な
い
。
ナ
プ
キ
ン
は
貴
重
な
収
入
源
だ
。
「東

京
は
毎
日
ど
こ
か
で
炊
き
出
し
が
あ
る
か
ら
お
金

が
な
く
て
も
な
ん
と
か
な
る
」
と
参
加
者
の
一
人

の
女
性
が
言
う
。
「
炊
き
出
し
」
と
は
教
会
や
Ｎ

Ｇ
Ｏ
に
よ
る
食
料
の
無
料
支
給
だ
。
だ
か
ら
、
情

報
は
命
網
。
女
性
同
士
で
こ
う
し
た
情
報
交
換
が

で
き
る

「
ノ
ラ
」
の
会
は
貴
重
な
場
だ
。

常
連

の
女
性
た
ち
の

一
人
Ａ
さ
ん

（６０
）
は
、

中
学
を
出
て
工
場
に
勤
め
た
後
、
飲
食
店
で
住
み

込
み
で
働
き
始
め
た
。
不
況
で
店
の
経
営
が
悪
化

し
て
賃
金
が
払
わ
れ
な
く
な
り
、
タ
ダ
で
使
わ
れ

続
け
た
た
め
逃
げ
出
し
た
。
２
０
０
２
年
の
ホ
ー

ム
レ
ス
自
立
支
援
法
で
、
路
上
生
活
者
は
就
労
を

目
指
し
て
施
設
に
保
護
さ
れ
始
め
た
。
Ａ
さ
ん
も

施
設
に
入

っ
た
が
、
同
室
者
の
い
じ
め
で
何
度
も

逃
げ
出
し
た
。
２
年
前
、
疲
れ
て
保
護
を
頼
み
に

行
く
と

「満
員
」
と
断
ら
れ
た
。
「
リ
ピ
ー
タ
ー

だ
か
ら
嫌
わ
れ
た
」
と
思
い
、
行
政
の
窓
ロ
ヘ
行

け
な
く
な

っ
た
。

だ
が
、
女
性
の
路
上
生
活
の
危
険
度
は
、
男
性

以
上
だ
。
女
性
だ
と
わ
か
る
と
性
暴
力
な
ど
の
被

害
に
遭
う
こ
と
が
多

い
。
段
ボ
ー
ル
の
中
で
寝
て

い
た
ら
、
上
か
ら
通
行
人
に
け
ら
れ
る
。
男
性
の

ホ
ー
ム
レ
ス
は

「顔
を
出
せ
ば
人
間
だ
と
思

っ
て

け
ら
な
い
」
と
言
う
が
、
顔
を
出
す
と

「売
春
し

な
い
の
？
」
と
声
を
か
け
ら
れ
た
り
す
る
。
フ
ァ

ス
ト
フ
ー
ド
店
や
街
角
で
、
横
に
な
ら
ず
座

っ
た

ま
ま
眠

つ
た
り
、
男
性
が
入

っ
て
こ
な
い
女
性
用

ト
イ
レ
で
寝
た
り
す
る
人
も

い
る
。

２
０
０
７
年
の
厚
生
労
働
省
調
査
で
は
、
全
国

の
ホ
ー
ム
レ
ス
の
う
ち
女
性
は
３
・
６
％
。
だ
が
、

路
上
の
危
険
を
避
け
て
隠
れ
ざ
る
を
え
な
い
現
状

で
、
そ
の
実
数
が

一
段
と
見
え
な
い
の
が
女
性
の

野
宿
者
だ
。

東
京

・
山
谷
で
の
支
援
経
験
を
も
と
に

「赤

い

コ
ー
ト
の
女
～
東
京
女
性
ホ
ー
ム
レ
ス
物
語
」
（明

石
書
店
）
を
出
版
し
た
宮
下
息
子
さ
ん
は
、
不
況

や
構
造
改
革
で
、
夫
に
頼
れ
な
い
女
性
た
ち
の
居

場
所
だ

っ
た
住
み
込
み
職
場
な
ど
が
つ
ぶ
れ
、
路

上
に
押
し
出
さ
れ
る
女
性
が
増
え
て
い
る
と
話
す
。

最
近
に
な

つ
て
、
政
府
の
ホ
ー
ム
レ
ス
自
立
支
援

の
基
本
方
針
に
、
女
性
に
つ
い
て
の
規
定
が
盛
り

込
ま
れ
、
婦
人
相
談
所
な
ど
と
の
連
携
が
強
調
さ

れ
始
め
た
。
だ
が
、
「
売
春
取
り
締
ま
り
」
の
尾

を
引
い
た

「嬌
正
」
の
発
想
が
根
強
く
、
女
性
の

側
に
立

っ
て
い
な
い
。
「
立
ち
直
ら
せ
る
」
の
で

な
く
、
当
事
者
の
女
性
た
ち
が
路
上
で
互
い
に
助

け
合

つヽ
動
き
を
支
援
す
る
政
策
が
必
要
と
、
宮
下

さ
ん
は
い
う
。

ネ

ツ
ト
結
成
ゃ
政
策
提
言
目
指
す

そ
ん
な
中
で
、
貧
困
女
性
た
ち
が
自
力
で
自
分

た
ち
の
状
況
を
共
有
し
、
発
信
し
て
い
こ
う
と
す

る
動
き
も
出
て
き
た
。
２
０
０
９
年
９
月
、
東

京

・
千
駄
ケ
谷
区
民
会
館
で
開
か
れ
た

「女
性
と

貧
困
ネ
ッ
ト
」
の
発
足
集
会
で
は
、
「女
性
で
安
心
、

貧
乏
で
も
安
心
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
下
、
さ
ま
ざ

ま
な
貧
困
女
性
が
肉
声
で
窮
状
を
報
告
し
た
。
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「
ノ
ラ
」
の
会
や

「新
宿
野
宿
者
女
性
の
会

『心

を
開
く
輪
と
、
ひ
と
り
親
の
助
け
合
い
Ｎ
Ｐ
Ｏ
「
し

ん
ぐ
る
ま
ざ
あ
ず
ふ
お
―
ら
む
」
、
「働
く
女
性
の

セ
ン
タ
ー

（Ａ
Ｃ
Ｗ
２
と

・…
‥
。
こ
つヽ
し
た

組
織
が
初
め
て
分
野
を
超
え
、
連
携
に
踏
み
出
し

た
。引
き
金
は
、
「女
性
の
貧
困
」
へ
の
世
間
の
関

心
の
低
さ
だ

っ
た
。
非
正
社
員
は
働
く
女
性
の
５

割
を
超
え
、
そ
の
賃
金
は
男
性
正
社
員
の
４
割
程

度
。
「夫
が
養
え
ば
い
い
」
と
の
思
い
こ
み
の
下
で
、

男
性
に
手
厚
い
賃
金
体
系
が
続
き

「同
じ
労
働
に

同
じ
賃
金
」
の
仕
組
み
が
整
備
さ
れ
て
こ
な
か
っ

た
か
ら
だ
。
Ａ
Ｃ
Ｗ
２
に
は
、
パ
ー
ト
の
低
賃
金

で
働
い
て
も
食
べ
ら
れ
な
い
、
社
会
保
険
に
入
れ

な
い
、
と
悲
鳴
の
よ
う
な
相
談
が
相
次
い
で
い
る
。

シ
ン
グ
ル
マ
ザ
ー
の
平
均
年
収
は
１
７
０
万
円

程
度
だ
。
こ
れ
を
支
え
る
児
童
扶
養
手
当
も
事
実

上
の
削
減
が
打
ち
出
さ
れ
た
。
シ
ン
グ
ル
マ
ザ
ー

の
８
割
は
働
い
て
い
る
の
に
、
政
府
は

「就
労
に

よ
る
自
立
」
を
促
す
。
「非
正
社
員
の
過
酷
さ
が

社
会
問
題
に
な
っ
た
の
は
男
性
の
非
正
規
化
が
進

ん
で
か
ら
で
、
男
性
に
養

っ
て
も
ら
え
る
は
ず
、

と
し
て
、
女
性
の
低
賃
金
は
ず

っ
と
問
題
に
さ
れ

て
こ
な
か
っ
た
。
そ
れ
が
こ
こ
ま
で
の
非
正
規
の

拡
大
を
招
い
た
」
と
Ａ
Ｃ
Ｗ
２
の
伊
藤
み
ど
り
代

表
は
訴
え
た
。

フ
リ
ー
タ
ー
の
当
事
者
発
信
雑
誌
を
つ
く
る

「
フ
リ
ー
タ
ー
ズ
フ
リ
ー
」
の
栗
田
隆
子
さ
ん
ら

３０
代
の
若
手
も
合
流
し
た
。
「
２０
、
３０
代
は
男
性

も
非
正
社
員
が
多
い
。
女
性
を
養
え
る
と
は
思
え

な
い
が
、
女
は
貧
乏
で
も
結
婚
す
れ
ば
い
い
と
言

わ
れ
る
」
と
、
栗
田
さ
ん
は
苦
笑
す
る
。

女
性
の
貧
困
を
見
え
る
よ
う
に
す
る
、
異
な
る

分
野
の
連
携
で
安
心
の
シ
ス
テ
ム
を

つ
く
る
、
貧

困
問
題
に
政
策
提
言
を
し
て
い
く
１
。
そ
ん
な
目

的
で
、
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
は
ス
タ
ー
ト
し
、
そ
の
後
、

女
性
の
貧
困
相
談
や
互
い
の
状
況
を
共
有
す
る
た

め
の
語
り
合
う
会
を
定
期
的
に
開
い
て
い
る
。

「
男
の
人
か
ら
お
金
を
も
ら
い
な
さ
い
」

家
事

・
育
児
の
合
間
に
細
切
れ
で
働
く
こ
と
の

多
い
女
性
は
、
年
金
の
受
給
資
格
を
満
た
せ
ず
無

年
金
に
な
る
こ
と
も
多
い
。
今
年
３
月
ま
で
婦
人

相
談
員
だ
っ
た
鈴
木
純
子
さ
ん
は

「女
性
は
夫
が

い
る
か
ら
と
賃
金
を
抑
え
ら
れ
、
夫
の
支
え
が
な

け
れ
ば
売
春
で
き
る
か
ら
い
い
と
い
わ
れ
る
」
と

選
択
肢
の
少
な
さ
を
指
摘
す
る
。
Ｄ
Ｖ
被
害
の
支

援
を
し
て
き
た
近
藤
恵
子
さ
ん
も

「女
は
家
を
出

た
ら
死
ね
と
い
う
社
会
だ
」
と
憤
る
。
結
婚
か
、

売
春
か
。
つ
ま
り
は

「女
性
は
男
性
か
ら
お
金
を

も
ら
い
な
さ
い
」
の
社
会
が
、
女
性
の
貧
困
の
背

景
に
あ
る
。

そ
ん
な
女
性
の
働
き
方
が
、
男
性
の
ワ
ー
キ
ン

グ
プ
ア
化
の

「先
駆
け
」
と
な
っ
た
と
の
見
方
は

少
な
く
な
い
。

東
京
の
派
遣
社
員
の
女
性

（４５
）
は
、
Ｏ
Ａ
機

器
の
操
作
や
財
務
管
理
な
ど
を
担
当
し
て
き
た
。

課
長
級
の
資
格
で
深
夜
の
会
議
に
も
出
席
を
求
め

ら
れ
、
賃
金
は
月
１３
万
円
。
最
近
は
、
若
い
正
社

員
男
性
が

「
こ
ん
な
賃
金
で
は
プ
ロ
ポ
ー
ズ
も
で

き
な

い
」
「
子
ど
も
も

つ
く
れ
な
い
」
と
、
嘆
き

始
め
た
。
「女
性
た
ち
の
労
働
条
件
に
味
を
占
め

た
企
業
が
男
性
に
も
そ
の
条
件
を
適
用
し
始
め

た
」
と
感
じ
る
。

「
し
ん
ぐ
る
ま
ざ
あ
ず
ふ
お
―
ら
む
」
の
赤
石

千
衣
子
さ
ん
は
、
「
女
性
は
食
べ
ら
れ
な
い
ほ
ど

の
低
賃
金
で
も
社
会
保
険
が
な
く
て
も
問
題
に
さ

れ
な
い
。
そ
の
便
利
さ
を
味
わ

つ
た
企
業
が
、
男

性
に
も
こ
れ
を
広
げ
た
」
と

い
う
。

夫
が
家
族
を
食
べ
さ
せ
る
と
さ
れ
て
い
る
日

本

で
は
、
貧
困
者
を
支
え

る
社
会
保
障
も
手

薄
だ
。
だ
か
ら
、
親

の
低
賃
金
が
直
接
、
子
ど

も

の
貧
困
に
結
び

つ
く
。
経
済
開
発
協
力
機

構

（
ｏ
Ｅ
ｃ
Ｄ
）
の
調
査

で
は
、
子
ど
も

の
７

人
に
１
人
が
貧
困
、
と

い
う
結
果
も
出
て
い
る
。

「
日
本

の
貧
困
問
題
の
根

っ
こ
に
女
性
を
経
済
的

に
自
立
さ
せ
な
い
仕
組
み
が
あ
る
。
そ
の
構
造
が
、

子
ど
も
の
貧
困
や
、
男
性
自
身
の
貧
困
化
に
ま
で

つ
な
が

っ
た
。
女
性
を
貧
困
に
追
い
や
っ
て
い
る

構
造
を
根
本
的
に
転
換
す
る
こ
と
が
、
貧
困
の
解

決
に
つ
な
が
る
」
と
大
沢
真
理
・東
大
教
授
は
言
う
。

（た
け
の
ぶ
・
み
え
こ
、
朝
日
新
聞
編
集
委
員
）
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〓
＞
パ
同
岸Ｊ
Ｏ
刃
Ｃ
Ｆ
阿
キ
ヤ
ン
ベ
ー
ン
と

鳩
山
政
権
の
気
候
変
動
政
策
へ
の
期
待

地
球
温
暖
化
問
題
を
め
ぐ
る
国
際
情
勢

地
球
温
暖
化
の
影
響
は
年
々
深
刻
化
し
、
全
世

界
で
異
常
気
象
が
多
発
し
て
い
る
。
氷
河
や
北
極

海
の
氷
の
融
解
も
科
学
者
の
予
測
を
上
回
る
勢
い

で
進
ん
で
い
る
。
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
量
が
こ

の
ま
ま
続
け
ば
、
２
１
０
０
年
ま
で
に
地
球
の

平
均
気
温
は
産
業
革
命
前
に
比
べ
て
最
大
で
６

・

４
℃
ま
で
上
昇
す
る
と
予
測
さ
れ
て
い
る
。
人
類

に
と

っ
て
危
機
的
な
状
況
を
回
避
す
る
た
め
に
は
、

２
℃
の
上
昇
に
と
ど
め
る
と
い
う
の
が
国
際
社
会

で
共
有
事
項
に
な
り
つ
つ
あ
り
、
２
０
０
９
年
７

月
の
ラ
ク
イ
ラ
Ｇ
８
サ
ミ
ッ
ト
宣
言
に
も
盛
り
込

ま
れ
た
。
温
室
効
果
ガ
ス
の
大
幅
削
減
と
い
う
世

界
共
通
の
課
題
を
克
服
で
き
る
か
、
人
類
の
叡
智

が
試
さ
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
で
は
、
気
温
上

昇
を
２
℃
に
と
ど
め
る
た
め
に
何
が
求
め
ら
れ
て

い
る
の
だ
ろ
う
か
。

気
候
変
動
に
関
す
る
政
府
間
パ
ネ
ル

（Ｉ
Ｐ
Ｃ

Ｃ
）
で
は
、
２
０
０
７
年
に
ま
と
め
た
第
四
次
報

告
書
に
お
い
て
気
温
の
上
昇
を
２
・０
～
２
・４
℃

に
抑
え
る
た
め
に
は
、
Ｃ
０
２
の
大
気
中
の
濃
度

を
３
５
０
～
４
０
０
Ｐ
Ｐ
Ｍ
に
安
定
化
す
る
必
要

が
あ
る
と
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
に
は
二
酸
化
炭

素
の
排
出
量
を
世
界
全
体
で
１０
年
後
に
は
ピ
ー
ク

に
し
、
２
０
５
０
年
ま
で
に
５０
～
８０
％
削
減
し

な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
ま
た
、
先
進
国
は
発
展

途
上
国
よ
り
も
先
に
対
策
を
す
る
必
要
が
あ
り
、

２
０
２
０
年
に
２５
～
４０
％
、
２
０
５
０
年
に
８０
～

９５
％
の
削
減
を
す
る
必
要
が
あ
る
と
し
て
い
る
。

来
る
１２
月
８
日
か
ら
デ
ン
マ
ー
ク
コ
ベ
ン
ハ
ー

ゲ
ン
で
開
催
さ
れ
る
気
候
変
動
枠
組
条
約
第
１５
回

締
約
国
会
合

（Ｃ
ｏ
Ｐ
ｌ５
）
は
、
こ
う
し
た
科
学

の
要
請
の
も
と
、
２
０
１
３
年
以
降
の
排
出
削
減

の
枠
組
み
に
世
界
が
合
意
で
き
る
か
が
最
大
の
焦

点
だ
。
そ
こ
に
は
、
世
界
の
排
出
量
全
体
の
４
分

の
１
も
の
排
出
を
し
な
が
ら
京
都
議
定
書
か
ら
離

脱
し
て
し
ま

つ
た
米
国
や
、
急
激
な
経
済
成
長
を

し
、
排
出
量
も
急
速
に
伸
ば
し
て
い
る
中
国
や
イ

ン
ド
な
ど
の
い
わ
ゆ
る
新
果
国
と
呼
ば
れ
る
国
々

も
参
加
し
た
枠
組
み
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
ど

う
か
。
ま
た
、
合
意
の
内
容
も
気
温
上
昇
を
２
℃

に
留
め
る
た
め
の
大
幅
な
削
減
目
標
に
各
国
が
合

意
で
き
る
か
ど
う
か
な
ど
が
主
要
な
論
点
と
な
る
。

ま
た
、
こ
の
国
際
交
渉
を
合
意
さ
せ
る
た
め
に
は

先
進
国
が
自
ら
の
国
で
の
野
心
的
な
削
減
目
標
を

示
し
、
途
上
国
の
削
減
に
対
し
て
支
援
す
る
立
場

を
示
す
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
も
鍵
を
握
る
。

国
内
対
策
と

〓
＞
パ
同

事

ｏ

コ
ｃ
ｒ
ｍ
キ

ヤ

ン
ベ
ー
ン

コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
会
議
に
向
け
て
、
日
本
が
国

内
の
削
減
目
標
を
か
か
げ
て
そ
の
対
策
を
実
行
す

る
た
め
に
、
昨
年
８
月
、
温
暖
化
問
題
な
ど
に
取

り
組
む
団
体
が
声
を
上
げ
、
地
球
温
暖
化
防
止
の

法
律
を

つ
く
ろ
う
と
「呂
ト
パ
Ｄ
津
ｏ
刃
Ｃ
Ｆ
田
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
」
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。
呂
＞
パ
円
き
①

刃
Ｃ
Ｆ
田
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
、
「新
し
い
ル
ー
ル
で
、

地
球
を
ク
ー
ル
に
」
を
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
に
、
日

本
で
温
室
効
果
ガ
ス
の
削
減
に
結
び
つ
く
ル
ー
ル

（法
律
）
の
制
定
を
求
め
て
き
た
。

新
し
い
ル
ー
ル
と
は
、
気
温
上
昇
を
産
業
革
命

前
に
比
べ
て
２
℃
未
満
に
抑
え
る
と
い
う
こ
と
を

目
的
に
し
、
温
室
効
果
ガ
ス
の
中
長
期
大
幅
削
減

を
国
の
日
標
と
し
て
定
め
、
２
０
２
０
年
に
は
９０

年
比
３０
％
削
減
、
２
０
５
０
年
に
は
８０
％
削
減
を

明
記
し
た

「気
候
保
護
法
」
の
制
定
で
あ
る
。
再

生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て
は
２
０
２
０
年
に

一
次

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
２０
％
と
す
る
こ
と
を
盛
り
込

ん
で
い
る
。
さ
ら
に
、
こ
れ
ら
の
目
標
を
確
実
に

達
成
す
る
た
め
に
、
二
酸
化
炭
素
の
排
出
に
コ
ス

ト
を

つ
け
て
価
格
イ
ン
セ
ン
テ
イ
ブ
を
つ
け
る
こ

と
で
削
減
す
る
し
く
み
の
導
入
を
提
案
し
て
い
る
。

具
体
的
に
は
、
炭
素
税
や
キ
ャ
ッ
プ
＆
ト
レ
ー
ド

型
の
排
出
量
取
引
制
度
で
あ
る
。
ま
た
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て
は
、
全
量
固
定
価
格
買
取

制
度
の
導
入
を
位
置
づ
け
て
い
る
。

ワ

】
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奏 ン 明 白 目 が は こ 贈 ラ

キ
ヤ
ン
ペ
ー
ン
の
ス
タ
ー
ト
以
来
、
地
球
温
暖

化
問
題
を
め
ぐ
る
日
本
の
情
勢
は
め
ま
ぐ
る
し
く

展
開
し
た
。
２
０
０
９
年
の
年
明
け
以
降
、
世
界

が
日
本
の
中
期
目
標
に
注
目
す
る
中
、
中
期
目
標

検
討
委
員
会
が
開
か
れ
た
。
日
本
経
団
連
を
は
じ

め
産
業
界
は
、
「
２
０
２
０
年
４
％
増
」
が
日
本

に
ふ
さ
わ
し
い
と
す
る
声
明
を
発
表
。
産
業
界
の

後
ろ
向
き
な
態
度
を
背
景
に
、
自
民
党
政
権
下
、

麻
生
前
首
相
が
６
月
に
発
表
し
た
日
本
の
中
期
目

標
は

「
２
０
２
０
年
ま
で
に
２
０
０
５
年
比
１５
％

削
減

（９０
年
比
８
％
削
減
こ

と
世
界
を
落
胆
さ
せ

る
も
の
だ

っ
た
。

一
方
、
野
党
で
は
民
主
党
が

「
２５
％
削
減
」
を

中
期
目
標
に
盛
り
込
ん
だ

「地
球
温
暖
化
対
策
基

本
法
」
を
今
年
６
月
に
参
議
院
に
提
出
。
法
案
は
、

中
長
期
目
標
が
明
記
さ
れ
、
キ
ャ
ッ
プ
＆
ト
レ
ー

ド
型
の
排
出
量
取
引
、
地
球
温
暖
化
対
策
税
の
導

入
、
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
固
定
価
格
買
取
制

度
な
ど
を
制
定
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
ま
さ

に

Ｉ
＞
【
田
津
●
刃
Ｃ
Ｆ
田
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
法
案

骨
子
の
意
図
を
か
な
り
汲
み
取

っ
た
内
容
だ

っ
た
。

ま
た
、
社
民
党

・
共
産
党
も

「
３０
％
削
減
」
を
掲

げ
法
律

の
必
要
性
を
訴
え
て
い
た
。
そ
し
て
、
８

月
の
衆
議
院
解
散
総
選
挙
に
よ

っ
て
政
権
交
代
が

実
現
。
与
野
党
が
逆
転
し
た
こ
と
で
、
温
暖
化
対

策
も
大
き
く
前
進
す
る
期
待

へ
と

つ
な
が

っ
た
。

民
主
党
は
、
選
挙
後
ほ
ど
な
く
鳩
山
代
表

（当

時
）
が

「
２
０
２
０
年
９０
年
比
２５
％
削
減
」
を
国

内
外

に

ア
ピ

ー
ル
し
た
。
工
＞
パ
Ｄ

津
①
刃
Ｃ
Ｆ
円

キ

ャ
ン
ペ
ー

ン
で
は
岡
田
幹
事
長

（当
時
）
に
バ

今
後
の
課
題

日
本
は
今
、
よ
う
や
く
真
剣
に
温
暖
化
対
策
に

向
き
合
っ
て
い
く
ス
タ
ー
ト
地
点
に
立

っ
た
状
況

だ
。
実
現
の
た
め
の
課
題
も
多
い
。
ま
ず
第

一
に
、

様
々
な
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
説
得
と
政
治
的
決

断
だ
。
中
期
目
標
を
４
％
増
加
を
訴
え
て
い
た
業

界
や
、
経
済
産
業
省
の
反
対
圧
力
を
制
し
て
政
治

的
に
実
効
あ
る
制
度
を
導
入
で
き
る
か
ど
う
か
だ
。

第
二
に
、
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に
掲
げ
て
い
る
高
速
道

路
無
料
化
や
暫
定
税
率
の
廃
止
な
ど
、
ク
ル
マ
利

用
を
助
長
し
Ｃ
０
２
排
出
増
に
つ
な
が
る
よ
う
な

政
策
と
の
整
合
を
い
か
に
図
る
か
。
さ
ら
に
第
二

と
し
て
、
日
本
の
将
来
像
を
ど
の
よ
う
に
描
く
か
、

ビ
ジ
ョ
ン
が
示
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
だ
。
「中
期

目
標
」
は
あ
く
ま
で
も
長
期
的
な
持
続
可
能
な
社

会
に
向
け
た
通
過
点
で
あ
り
、
そ
の
先
に
ど
ん
な

社
会
が
あ
る
の
か
見
え
て
こ
な
い
の
で
あ
る
。
特

に
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
で
は
、
「原
子
力
発
電
」
を

「過
渡
的
」
な
も
の
か
ら

「温
暖
化
対
策
の
切
り

札
」

へ
と
位
置
づ
け
を
変
え
て
き
て
い
る
と
こ
ろ

が
あ
る
。
し
か
し
、
原
発
は
決
し
て
持
続
可
能
だ

と
は
い
え
ず
、
放
射
性
廃
棄
物
や
原
発
に
か
か
る

膨
大
な
コ
ス
ト
を
将
来
世
代
に
負
わ
す
こ
と
に
な

る
。
２
０
５
０
年
と
い
う
の
は
、
そ
う
遠
い
話
で

は
な
い
。
４０
年
先
に
日
本
を
持
続
可
能
な
社
会
に

で
き
る
か
ど
う
か
、
今
か
ら
し

つ
か
り
と
見
据
え

て
お
く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

今
、
市
民
と
し
て
は
、
こ
う
し
た
状
況
で
政
策

を
し

っ
か
り
と
見
極
め
な
が
ら
、
進
め
る
べ
き
と

こ
ろ
は
し

っ
か
り
と
後
押
し
し
、
問
題
点
は
指
摘

し
、
行
動
を
起
こ
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
会
議

の
ち
ょ
う
ど
中
日
に

あ
た
る
１２
日
に
は
、
コ
ペ
ン
ハ
ー

功

ゲ
ン
会
議
の
成
功
を
目
指
し
て
世

明
０！
！
！
！

界
の
市
民
が

一
斉
行
動
を
起
こ
す

お
‥。

！
！
！
！

こ
と

に
な

つ
て

い
る
。

全

国
各

地

ＣＯＰ

ｉｌｉ３
！

争

！

●

を
●
●

Ｏ
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ハ
じ
Ｖ
Ａ
Ｏ
Ｖ
Ａ
Ｃ
Ｖ
ハ
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Ｏ
Ｖ
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Ａ
Ｃ
Ｖ
△
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Ｙ
Λ
Ｏ
Ｖ
△
じ
Ｖ
Λ
Ｏ
Ｖ
△
Ｏ
Ｖ
（

史
の
愚
を
繰
り
返
さ
せ
な
一

２
０
１
０
年
は
、
日
韓
強
制
併
合
か
ら
１
０
０
　
　
　
よ
う
と
す
る
市
民
と
、
日
の
九
の
国
旗
を
背
に
大

年
、
阪
神

・
淡
路
大
震
災
か
ら
１５
年
と
い
う
の
に
、
　
　
音
量
の
街
宣
車
に
乗
っ
て
叫
ぶ
動
員
さ
れ
た
人
た

最
近
の
マ
ス
コ
ミ
に
は
天
皇
即
位
２０
年
、
ベ
ル
リ
　
　
　
ち
を
見
な
が
ら
、　
一
体
、
日
本
は
ど
こ
へ
向
か
っ

ン
の
壁
崩
壊
２０
年
、
○
○
作
家
生
誕
１
０
０
年

　

　

て
行
く
の
か
、
２
０
１
０
年
が
問
わ
れ
る
思
い
を

等
と
特
集
報
道
が
や
た
ら
と
踊
る
。
「政
権
交
代
」
　

　

強
く
し
た
。

後
も
マ
ス
コ
ミ
は
相
変
わ
ら
ず
上
っ
面
の
こ
と
し
　
　
　
奈
良
に
あ
る
日
本
最
古
の
寺
、
飛
鳥
寺
（法
ｍ
等
）

か
伝
え
て
い
な
い
。
私
は
、
も

っ
と
内
な
る
も
の
　
　
　
は
私
の
大
好
き
な
寺
で
あ
り
、
よ
く
訪
ね
る
。
こ

と
真
正
面
か
ら
真
摯
に
向
き
合
う
姿
勢
が
必
要
だ
　
　
　
の
寺
の
建
築
や
飛
鳥
大
仏
を
見
な
が
ら
、
こ
れ
ら

と
思
う
。
特
に
、
歴
史
問
題
に
つ
い
て
そ
う
言
え

　

　

を
作
っ
た
ル
ー
ツ
を
共
に
す
る
百
済
系
の
渡
来
人

る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
息
づ
か
い
に
ふ
れ
た
い
か
ら
で
あ
る
。

被
害
者
は
忘
れ
も
し
て
い
な
い
の
に
、
加
害
者
　
　
　
　
聖
徳
太
子
は
仏
教
や
儒
教
思
想
を
高
句
麗
の
僧

は
な
か
っ
た
か
の
よ
う
に
す
ぐ
忘
れ
る
。　
　
　
　
　
　
や
百
済
の
五
経
博
士
か
ら
教
わ
り
、
彼
ら
は
冠
位

小
学
生
の
頃
、
ぜ
ん
そ
く
、
ア
ト
ピ
ー
で
い
じ

　

　

十
二
階
や
十
七
条
憲
法
の
制
定
に
太
子
の
ブ
レ
ー

め
ら
れ
た
経
験
を
し
た
私
の
日
本
の
友
人
が
い
じ
　
　
　
ン
と
し
て
深
く
関
わ
っ
て
い
た
。
朝
鮮
半
島
か
ら

め
を
し
た
相
手
と
大
学
で
再
会
し
た
時
、
い
じ
め
　

　

多
く
の
渡
来
人
が
住
み
、
百
済
の
み
な
ら
ず
新
羅

た
こ
と
を
覚
え
て
い
る
か
と
問
う
た
が
、
「
そ
ん
　
　
　
や
高
句
麗
と
の
多
面
外
交
を
行

っ
た
聖
徳
太
子
が

な
こ
と
が
あ

っ
た
か
な
？
」
と
、
全
く
覚
え
て
い
　
　
　
活
躍
し
た
古
代
日
本
の
国
際
都
市
で
あ
っ
た
飛
鳥

な
か
っ
た
と
嘆
い
て
い
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
時
代
に
思
い
を
は
せ
る
と
き
、
文
化
の
恩
恵
を

個
人
レ
ベ
ル
の
こ
と
に
限
ら
れ
な
い
。　
　
　
　
　
　
受
け
た
国
を
何
故
に
豊
臣
秀
吉
は
侵
略
し
、
戦
功

暑
か
っ
た
今
年
の
夏
、
私
は
杉
並
区
の
教
育
委
　
　
　
の
あ
か
し
と
し
て
朝
鮮
人
の
鼻
や
耳
を
切
り
落
と

員
会
で
の
中
学
校
の
歴
史
教
科
書
採
択
の
場
に
い
　
　
　
し
、
塩
漬
け
に
し
て
持
ち
帰
ら
せ
、
多
く
の
陶
工

た
。
歴
史
の
真
実
を
未
来

へ
と
し
っ
か
り
と
伝
え
　
　
　
や

「オ
タ
ア

・
ジ
ュ
リ
ア
」
の
よ
う
な
少
女
を
泣

致
し
、
強
制
運
行
し
た
の
か
。
な
ぜ
、
明
治
政
府

は
朝
鮮
を
見
下
し
、
「脱
亜
入
欧
」
、
富
国
強
兵
、

ア
ジ
ア
侵
略
へ
と
ひ
た
走

っ
た
の
か
。

１１
月
末
よ
り

「坂
の
上
の
雲
」
を
原
作
と
し
た

ド
ラ
マ
が
始
ま
る
そ
う
で
あ
る
が
、
「
明
治
維
新

の
功
労
者
」
が
他
国
に
と

っ
て
加
害
者
、
侵
略
者

で
あ
っ
た
と
い
う
歴
史
的
事
実
を
見
ず
し
て
い
か

に
そ
の

「人
物
像
」
を
伝
え
る
の
で
あ
ろ
チ
か
。

Ｅ
Ｔ
Ｖ
特
集

「小
田
実
遺
す
言
葉
」
と
世
界
わ

が
心
の
旅

「
ベ
ル
リ
ン
生
と
死
の
た
い
積
」
の
中

で
小
田
さ
ん
は
、
「
明
治
維
新
以
後
、
日
本
が
他

国
を
侵
略
し
な
け
れ
ば
よ
か
っ
た
」
と
、
「第
２

次
世
界
大
戦
で
ナ
チ
ス
に
よ
り
虐
殺
さ
れ
た
家
族

に
ヒ
ト
ラ
ー
は
遺
体
処
理
の
請
求
書
を
出
し
た
」

と
涙
な
が
ら
に
語

っ
た
。

ナ
チ
ス
ド
イ
ツ
に
も
ま
さ
る
民
族
抹
殺
と
も
言

え
る
朝
鮮
侵
略
の
も
と
で
強
制
徴
用
、
徴
兵
、
従

軍
慰
安
婦
と
し
て
日
本
に
運
行
さ
れ
た
わ
が
同
胞

は
被
害
者
で
あ
る
の
に
日
本
兵
と
し
て
加
害
者
に

さ
れ
、
原
爆
の
被
爆
者
に
な
っ
た
。

関
東
大
震
災
の
時
に
は
、
朝
鮮
人
が
火
を
つ
け

た
、
井
戸
に
毒
薬
を
入
れ
た
と
い
う
流
言
飛
語
に

一局
動
さ
れ
て
民
間
の
日
本
人
ま
で
が
竹
槍
で
朝
鮮

人
狩
り
を
し
て
虐
殺
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
史
実

は
日
本
の
教
科
書
に
は
記
載
さ
れ
て
い
な
い
。

震
災
か
ら
８０
年
以
上
が
経

っ
た
今
ま
で
、
日
本

政
府
は
国
家
と
し
て
こ
れ
に
対
し
て
謝
罪
も
、
賠
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償
も
し
て
い
な
い
。

私
は
約
１０
年
前
、
「
日

・
独
平
和
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

に
参
加
し
た
ド
イ
ツ
の
若
者
や
市
民
、
日
本
の
市

民

一
行
を
バ
ス
ツ
ア
ー
で
東
京
の
横
組
町
公
園
に

あ
る
関
東
大
震
災
朝
鮮
人
慰
霊
碑
に
案
内
し
た
こ

と
が
あ
る
。

ド
イ
ツ
の
市
民
は
関
東
大
震
災
の
朝
鮮
人
虐
殺

を
初
め
て
聞
い
た
方
が
多
く
、
「何
と
い
う
愚
か

な
こ
と
を
」
と
言
い
な
が
ら
花
束
を
た
む
け
、
手

を
合
わ
せ
て
い
た
こ
と
を
今
も
し
っ
か
り
覚
え
て

い
る
。
小
田
さ
ん
が
代
表
を
務
め
て
い
た

「
日

・

独
平
和
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
市
民
交
流
で
ド
イ
ツ
と
日

本
、
加
害
国
の
両
市
民
は
朝
鮮
人
の
慰
霊
碑
に
頭

を
垂
れ
、
手
を
合
わ
せ
た
の
で
あ
る
。

阪
神
・湊
路
夫
震
災
か
ら
１５
年
ゃ
「市
民
立
法
」

が
新
し
い
時
代
を
開
い
た

１
９
９
５
年
７
月
、
戦
後
５０
年
の
年
に
当
時
の

日
本
政
府
が
従
軍
慰
安
婦
へ
の
補
償
を

「民
間
基

金
」
で
曖
昧
に
済
ま
せ
よ
う
と
し
た
こ
と
に
対

し
、
「
民
間
基
金
」
発
足
の
そ
の
日
に
中
心
２‐
の

主
催
に
よ
り
東
京
の
中
野
で
従
軍
慰
安
婦
創
作
舞

踊

「あ
な
た
を
喚
ぶ
そ
の
魂
は
」
の
公
演
が
実
現

さ
れ
た
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
小
田
実
没
後
２
年

の
今
年
７
月
偲
ぶ
会
で

「サ
ル
プ
リ
」
を
踊
ら
れ

た
姜
恵
淑
さ
ん
は
当
時
の
こ
と
を
次
の
よ
う
に
語

ら
れ
た
。

「
…
小
田
氏
は

『地
震
が
起
こ
っ
た
５
時
４６
分

と
い
う
時
刻
の
重
み
と
ヒ
ロ
シ
マ
の
８
時
１５
分
、

ナ
ガ
サ
キ
の
１１
時
２
分
と
同
じ
よ
う
に
従
軍
慰
安

婦
に
な
ら
さ
れ
た
朝
鮮
の
女
性
に
と

っ
て
、
日
本

人
に
強
制
的
に
か
り
出
さ
れ
ト
ラ
ッ
ク
に
乗
せ
ら

れ
た
時
刻
、
日
本
兵
に
よ

っ
て
強
制
的
に
犯
さ
れ

た
時
刻
は
そ
れ
ぞ
れ
に
重
い
時
刻
で
あ
り
、
か
け

が
え
の
な
い
命
で
あ
る
』
と
語
ら
れ
、
私
を
招
待

し
て
く
れ
ま
し
た
。
尼
崎
公
演
後
、
阪
神
大
震
災

で
破
壊
さ
れ
た
西
官
の
街
を
案
内
さ
れ
な
が
ら
小

田
氏
は
、
市
民
は
こ
の
よ
う
に
苦
痛
を
強
い
ら
れ

て
い
る
の
に
国
は
何
も
し
よ
う
と
し
な
い
と
憤
慨

し
な
が
ら
話
さ
れ
て
い
た
姿
が
今
も
鮮
明
に
残

っ

て
い
ま
す
」

「市
民

＝
議
員
立
法
」
と
い
う
発
想
、
市
民
＝

議
員
立
法
を
作
り
上
げ
る
プ
ロ
セ
ス
と
行
動
、
「人

間
の
国
」

へ
と
の
呼
び
か
け
、
そ
れ
に
共
感
し
た

「小
さ
な
人
間
」
達
と
の
運
動
は
や
が
て
個
人
補

償
は
し
な
い
と

い
っ
た
国
を
動
か
し
、
「被
災
者

生
活
再
建
支
援
法
」
と
し
て
結
実
し
た
。

こ
の
法
に
よ

っ
て
そ
の
後
の
自
然
災
害
の
被
災

者
は
ど
れ
ほ
ど
助
か

っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。

あ
れ
か
ら
１５
年
、
「
市
民
立
法
」
実
現
の
た
め

被
災
地
と
東
京
を
幾
度
と
な
く
行
き
来
し
て
座
り

込
み
、
デ
モ
等
、
共
に
闘

っ
た

「
小
さ
な
市
民
」

も
数
名
が
病
気
で
亡
く
な

っ
て
い
る
。
小
田
さ
ん

が
こ
の
運
動
中
い
つ
も
持
ち
歩

い
て
い
た
重
い
革

カ
バ
ン
の
中
に
は
、
関
東
大
震
災
の
場
面
か
ら
始

ま
る
小
田
さ
ん
の
遣
作

「
河
」
の
原
稿
が
入

っ
て

い
た
。

「
人
間
の
国
」
を

つ
く
る
た
め
に
作
家
と
し
て

書
き
、
行
動
し
た
小
田
さ
ん
が
い
な
い
阪
神
大
震

災
１５
年
目
の
１
月
１６
日
、
「
小
田
実
読
書
会
」
が

声
屋

の
山
村
サ
ロ
ン
で
開
か
れ
る
。
「市
民
＝
議

員
立
法
運
動
を
共
に
し
た
東
京
の
市
民
も
参
加
し
、

１
月

１７
日
は
神

戸
等

の
被
災
地

で
大

震
災

の
犠

牲

者

や

「
市

民

立
法

」
運
動

に

参

加

し

て
亡
く

な

っ
た

「
小

さ

な
市

民
」
を
追

悼
し
ま
す
。

（ヒ
ョ
ン
・
ヒ
ャ
ン

シ
ル
、
Ａ
Ｓ
Ｕ
Ｋ

Ａ
塾
主
宰
）

市民=議 員立法実現推進本部 (代表・小日実)市民らの国会前デモ (右

端筆者、 1997520)

①小田実没後 1年記録バンフレット

「小田実さんが掘った井戸を掘り続けよう」

(大月書店)500円

②姜恵淑公演
(サルプリ、僧の舞、あなたを喚がその魂は)
オリジナルDVD 2,500円

注文申し込み

042-425-6800(鈴 木)
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や

Ｏ
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人
命
Ｖ
人
の
Ｖ
入
金
Ｖ
人
翁
）
入
金
Ｖ
人
含
Ｖ
人
翁
）
人
６
）
人
命
Ｖ
人
命
Ｖ
人
合
）
人
翁
Ｖ
人
念
Ｖ
木

し
、
人
権
の
回
復
と
両
民
族
の
和
解
を
願

っ

て
こ
の
碑
を
建
立
す
る
。

二
〇
〇
九
年
　
九
月

（両
会
名
称
記
載
省

略
江
こ
の
追
悼
碑
の
脇
の
ス
テ
ン
レ
ス
板
に
は
追
悼

碑
建
立
の
出
来
が
次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
。

「
関
東
大
震
災
時
　
韓
国

・
朝
鮮
人
殉
難

者
追
悼
碑
　
建
立
に
あ
た

つ
て

一
九

一
〇
年
、
日
本
は
朝
鮮

（大
韓
帝
国
）

を
植
民
地
に
し
た
。
独
立
運
動
は
続

い
た

が
、
そ
の
た
び
に
武
力
弾
圧
さ
れ
た
。
過

激
な
植
民
地
政
策
の
下
で
生
活

の
困
窮
が

す
す
み
、　
一
九
二
〇
年
代
に
は
い
る
と
仕

事
や
勉
学

の
機
会
を
求
め
、
朝
鮮
か
ら
日

本
に
渡
る
人
が
増
え
て
い
た
。

一
九
二
三
年
九
月

一
日
　
関
東
大
震
災

の
時
、
墨
田
区
で
は
本
所
地
域
を
中
心
に

大
火
災
と
な
り
、
荒
川
土
手
は
避
難
す
る

人
で
あ
ふ
れ
た
。
「
朝
鮮
人
が
放
火
し
た
」

「朝
鮮
人
が
攻
め
て
く
る
」
等
の
流
言
輩
語

が
と
び
、
四
ツ
木
橋
で
は
軍
隊
が
機
関
銃

で
韓
国

・
朝
鮮
人
を
撃
ち
、
民
衆
も
殺
害

し
た
。

日
本
人

の
朝
鮮
人
殺
書
を

明
記
し
た
　
追

悼
碑
建

つ

今
年
８
月
に
東
京
都
墨
田
区
人
広
の
荒
川
河
畔

に
関
東
大
震
災
時
に
日
本
の
軍
隊
や
民
衆
に
よ

つ

て
虐
殺
さ
れ
た
後
に
、
こ
の
付
近
の
河
川
敷
に
埋

め
ら
れ
た
朝
鮮
人
の
追
悼
碑
が

「
関
東
大
震
災
時

に
虐
殺
さ
れ
た
朝
鮮
人
の
遺
骨
を
発
掘
し
追
悼
す

る
会
」
と

「
グ
ル
ー
プ
ほ
う
せ
ん
か
」
に
よ

っ
て

建
立
さ
れ
た
。

追
い阻
僻
の
表
は
次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
。

「悼

関
東
大
震
災
時
　
韓
国

・
朝
鮮
人

殉
難
者
追
悼
之
碑
　
　
　
」

碑
の
裏
に
刻
ま
れ
た
碑
文
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。

「
一
九
二
三
年
　
関
東
大
震
災
の
時
、
日

本

の
軍
隊

。
警
察

・
流
言
輩
語
を
信
じ
た

民
衆
に
よ

っ
て
、
多
く

の
韓
国

・
朝
鮮
人

が
殺
害
さ
れ
た
。

東
京

の
下
町

一
帯
で
も
、
植
民
地
下
の

故
郷
を
離
れ
日
本
に
来

て
い
た
人
々
が
、

名
も
知
ら
れ
ぬ
ま
ま
尊

い
命
を
奪
わ
れ
た
。

こ
の
歴
史
を
心
に
刻
み
、
犠
牲
者
を
追
悼

手彫りの追悼碑と

ステンレス製の案内板

六

〇

年

近

く

た

っ
て
荒
川
放
水

路
開
削

の
歴
史
を

調

べ
て

い
た

一
小

学
校
教
員
は
、
地
元
の
お
年
寄
り
か
ら
事

件

の
話
を
聞

い
た
。
ま
た
当
時
、
犠
牲
者

に
花
を
手
向
け
る
人
も

い
た
と
問

い
て
、

調
査
と
追
悼
を
呼
び
か
け
た
。
憲
兵
警
察

が
警
戒
す
る
中
、
河
川
敷
の
犠
牲
者
の
遺

体
が
少
な
く
と
も
二
度
掘
り
起
こ
さ
れ
、

ど
こ
か
に
運
び
去
ら
れ
て
い
た
。
犠
牲
者

の
そ
の
後
の
行
方
は
、
調
べ
る
こ
と
が
で

き
な
か

っ
た
。

韓
国

・
朝
鮮
人
で
あ
る
こ
と
を
理
由
に
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殺
害
さ
れ
、
遺
骨
も
墓
も
な
く
、
真
相
も

究
明
さ
れ
ず
、
公
的
責
任
も
取
ら
れ
ず
に

八
六
年
が
過
ぎ
た
。
こ
の
犠
牲
者
を
悼
み
、

歴
史
を
省
み
、
民
族

の
違

い
で
排
斥
す
る

心
を
戒
め
た

い
。
多
民
族
が
共
に
幸
せ
に

生
き
て
い
け
る
日
本
社
会
の
創
造
を
願
う
、

民
間

の
多
く

の
人
々
に
よ

っ
て
こ
の
碑
は

建
立
さ
れ
た
。

二
〇
〇
九
年
　
九
月

（両
会
名
称
記
載
省

略
江

戦
後
の
追
悼
碑
等
の
建
立
史
の
回
顧

こ
の
碑
文
に
、
「
日
本
の
軍
隊

・
警
察

・
流
言

董
語
を
信
じ
た
民
衆
に
よ
つ
て
、
多
く
の
韓
国

・

朝
鮮
人
が
殺
害
さ
れ
た
」
と
書
か
れ
て
い
る
こ
と

に
注
目
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
「
そ
ん
な
こ
と
を

書
く
の
は
当
た
り
ま
え
じ
ゃ
な
い
か
」
と
思
わ
れ

る
方
も
あ
ろ
う
。
し
か
し
戦
後
に
建
立
さ
れ
た
慰

霊
碑
や
供
養
塔
に
日
本
人
が
書
い
た
碑
文
は
四
つ

あ
る
が
、
い
ず
れ
に
も
そ
の
当
た
り
ま
え
の
こ
と

が
書
か
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

具
体
的
事
例
を
挙
げ
よ
う
。
埼
玉
県
児
玉
郡
上

里
町
神
保
原
の
安
盛
寺
の
境
内
に
１
９
５
２
年
に

在
日
朝
鮮
人
に
日
本
人
が
協
力
し
て
建
立
さ
れ

た

「関
東
震
災
朝
鮮
人
犠
牲
者
慰
霊
碑
」
が
あ
る
。

著
名
な
哲
学
者
柳
田
謙
十
郎
が
書
い
た
こ
の
碑
の

碑
文
の
冒
頭
は
、
次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
。

「大
正
十
二
年
関
東
大
震
災
に
際
し
、
朝

鮮
人
が
動
乱
を
起
し
た
と
の
流
言
に
よ
り

東
京
方
面
か
ら
送
ら
れ
て
来
た
数
十
名
の

人
々
が
こ
の
地
に
於
て
悲
惨
な
最
期
を
遂

げ
た
。
」

殺
し
た
の
は
誰
か
と
い
う
こ
と
は
書

い
て
い
な

い
。
実
は
地
元
の
自
警
団
が
警
察
の
ト
ラ
ッ
ク
を

襲
撃
し
、
こ
れ
に
乗
せ
ら
れ
て
い
た
朝
鮮
人
を
皆

殺
し
に
し
て
し
ま

っ
た
の
で
あ
る
。

上
里
町
の
隣
の
埼
玉
県
本
庄
市
の
長
峰
墓
地
に

１
９
５
９
年
に
建
立
さ
れ
た

「
関
東
震
災
朝
鮮
人

犠
牲
者
慰
霊
碑
」
に
原
水
爆
禁
止
日
本
協
議
会
理

事
長
安
井
郁
が
書

い
た
碑
文
の
冒
頭
も
、
こ
れ
と

そ

っ
く
り
で
次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
。

「
一
九
二
三
年
関
東
震
災
に
際
し
朝
鮮
人

が
動
乱
を
起
し
た
と
の
流
言
に
よ
り
東
京

方
面
か
ら
送
ら
れ
て
来
た
八
十
六
名

の
朝

鮮
人
が
こ
の
地
に
お
い
て
悲
惨
な
最
期
を

遂
げ
た
。
」

本
庄
で
は
自
警
団
員
た
ち
が
本
庄
警
察
署
を
襲

撃
し
て
そ
こ
に
拘
束
さ
れ
て
い
た
朝
鮮
人
を
皆
殺

し
に
し
た
の
だ
が
、
こ
の
碑
文
も
こ
れ
に
つ
い
て

沈
黙
し
て
い
る
。

１
９
９
９
年
に
千
葉
県
八
千
代
市
高
津
の
高
津

山
観
音
寺
境
内
に
建
立
さ
れ
た

「関
東
大
震
災
朝

鮮
人
犠
牲
者
慰
霊
の
碑
」
に
は
碑
文
が

一
切
刻
め

な
い
事
態
が
起
こ

っ
た
。

関
東
大
震
災

の
時
期
に
習
志
野
騎
兵
連
隊
は
、

陸
軍
習
志
野
収
容
所
に
収
容
中
の
朝
鮮
人
を
そ
の

周
囲
の
村
民
に
渡
し
て
殺
害
を
命
じ
た
。
高
津
の

住
民
も
９
月
７
日
、
８
日
、
９
日
に
合
わ
せ
て
６

人
の
朝
鮮
人
を
渡
さ
れ
て
地
元
で
殺
害
し
た
。

１
９
７
８
年
に
結
成
さ
れ
た

「千
葉
県
に
お
け

る
関
東
大
震
災
と
朝
鮮
人
犠
牲
者
追
悼

・
調
査
実

行
委
員
会
」
は
調
査
中
に
こ
の
こ
と
を
知
り
、
高

津
地
域
住
民
と
話
し
合

っ
て
合
意
を
得
て
地
下
に

埋
め
ら
れ
た
朝
鮮
人
の
遺
体
を
発
掘
し
た
。
し
か

し
追
悼
碑
に
朝
鮮
人
虐
殺
の
経
過
を
碑
文
に
刻
む

こ
と
は
、
殺
害
し
た
世
代
と
は
代
が
替
わ
っ
て
い

て
も
、
高
津
の
住
民
か
ら
合
意
が
得
ら
れ
な
か
っ

た
。
上
里
や
本
庄
で
は
碑
文
が
刻
ま
れ
て
も
、
地

元
住
民
の
朝
鮮
人
虐
殺
は
書
か
れ
な
か
つ
た
の
も
、

同
じ
よ
う
な
背
景
が
あ
っ
て
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。

高
津
の
住
民
が
地
元
で
の
朝
鮮
人
虐
殺
を
碑
文

に
刻
む
こ
と
を
忌
避
す
る
の
は
、
悪
意
か
ら
で
は

な
い
。
殺
害
し
た
と
い
う
罪
の
重
さ
の
た
め
に
、

そ
れ
を
告
白
し
か
ね
た
か
ら
で
あ
る
。
だ
が
虐
殺

の
根
本
的
原
因
は
高
津
の
場
合
は
軍
隊
が
朝
鮮
人

殺
害
を
命
じ
た
こ
と
に
あ
る
。
埼
玉
県
の
場
合
は
、

１
９
２
３
年
夕
方
に
内
務
省
か
ら
帰
っ
て
き
た
埼

玉
県
の
地
方
課
長
が
も
た
ら
し
た
内
務
省
の
指
令

を
受
け
取

っ
た
埼
玉
県
内
務
部
長
が
、
そ
の
指
令

に
従

っ
て
そ
の
日
の
内
に
部
下
に
電
話
で
県
内
の

町
村
に
対
し
て
暴
動
を
起
こ
し
た
朝
鮮
人
や
日
本

人
社
会
主
義
者
に
対
処
し
て
自
警
団
を
結
成
せ
よ

と
命
じ
さ
せ
た
。
そ
の
結
果
、
上
里
で
も
本
庄
で

も
朝
鮮
人
虐
殺
事
件
が
起
こ
っ
た
。

い
や
そ
れ
ど
こ
ろ
で
は
な
い
。
９
月
３
日
午
前

８
時
１５
分
に
は
舟
橋
海
軍
無
線
電
信
送
信
所
か
ら

全
国
の
道
府
県
知
事
宛
に
東
京
で
朝
鮮
人
が
暴
動

を
起
こ
し
た
か
ら
朝
鮮
人
を
取
り
締
ま
れ
と
い
う

内
務
省
警
保
局
長
の
電
文
が
送
ら
れ
た
。
そ
し
て

戒
巌
令
が
９
月
２
日
か
ら
４
日
に
か
け
て
東
京
府
、
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神
奈
川
県
、
千
葉
県
、
埼
玉
県
に
布
告
さ
れ
た
か

ら
、
日
本
人
民
衆
の
恐
怖
感
が
な
お
さ
ら
深
刻
に

な
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
し
て
国
家
が
民
衆
を
朝
鮮
人
虐
殺

に
駆
り
立

て
た
の
で
あ
る
。
直
接

の
下
手
人
と

な

っ
た
民
衆
は
、
そ
の
罪
の
重
さ
の
た
め
に
自
己

の
朝
鮮
人
虐
被
に
沈
黙
し
た
の
で
、
よ
り
重
い
国

家
責
任
が
告
発
さ
れ
ず
に
終
わ

っ
て
し
ま

っ
た
。

こ

つヽ
し
た
思
想
状
況
が
戦
後
の
今
日
ま
で
続
い
て

き
た
の
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
朝
鮮
人
虐
殺
事
件
か

ら
８６
年
目
の
本
年
に
追
悼
碑
の
碑
文
に
日
本
の
軍

隊

・
警
察

・
民
衆
の
朝
鮮
人
虐
殺
が
明
記
さ
れ
、

か
つ
こ
れ
に
添
え
ら
れ
た
ス
テ
ン
レ
ス
版
に
は
国

家
責
任
が
取
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
を
明
記
さ
れ
た

こ
と
は
、
あ
ま
り
に
遅
か

つ
た
に
し
て
も
、
日
本

人
民
衆

の

一
歩
前
進
で
あ
る
。

朝
鮮
人
虐
殺
の
国
家
責
任
の
ゆ
く
え

１
９
２
３
年
１２
月
１５
日
、
衆
議
院
本
会
議
で
憲

政
会
所
属
議
員
永
井
柳
太
郎
は
、
官
憲
が
朝
鮮
人

が
暴
動
を
起
こ
し
た
と
い
う
誤
認
情
報
を
流
し
た

証
拠
と
し
て
内
務
省
警
保
局
長
の
電
文
、
そ
の
他

の
確
証
を
挙
げ
て
、
政
府
に
対
し
て

「遺
憾
の
意
」

の
表
明
と
、
朝
鮮
人
犠
牲
者
の

「遺
族
を
慰
安
す

る
に
最
善

の
方
法
」
を
迫

っ
た
。
し
か
し
山
本
権

兵
衛
首
相
は
、
日
下
取
調
べ
中
だ
が
、
い
ず
れ
答

弁
す
る
こ
と
が
あ
ろ
う
と
い
っ
て
逃
げ
た
。

実
は
政
府
は
取
調
べ
る
ど
こ
ろ
か
、
朝
鮮
人
が

暴
動
を
起
こ
し
た
と
誤
認
し
た
失
態
を
隠
す
こ
と

に
汲
々
と
し
て
い
た
。
１０
月
２０
日
に
司
法
省
は
朝

鮮
人
の
犯
罪
が
あ

っ
た
と
発
表
し
た
。
し
か
し
司

法
省
が
発
表
し
た
朝
鮮
人
の
圧
倒
的
多
数
は
名
前

や
所
在
が
不
明
の
者
や
死
亡
し
た
者
た
ち
で
、
犯

罪
の
確
証
を
欠

い
て
い
た
。
そ
の
こ
と
は
司
法
省

が
朝
鮮
人
暴
動
の
捏
造
に
よ
り
日
本
人
の
朝
鮮
人

虐
殺
を
正
当
化
し
よ
う
と
し
た
こ
と
を
示
す
。
そ

の
上
、
警
察
は
虐
殺
さ
れ
た
朝
鮮
人
の
遺
体
は
隠

し
、
朝
鮮
人
か
ら
の
遺
体
引
渡
し
要
求
を
拒
否
し

た
。
朝
鮮
人
虐
殺
事
件
に
関
し
て
裁
判
が
行
わ
れ

た
が
、
朝
鮮
人
を
虐
殺
し
た
自
警
団
員
の

一
部
だ

け
が
検
挙
さ
れ
、
か
つ
裁
判
所
の
判
決
で
刑
罰
を

言
い
渡
さ
れ
た
被
告
の
多
く
は
執
行
猶
予
に
な
り
、

実
刑
を
言

い
渡
さ
れ
た
者
は
ご
く
少
数
だ

つ
た
。

裁
判
は
日
本
の
法
治
国
家
と
し
て
の
体
面
を
つ
く

ろ
う
だ
け
の
も
の
で
、
朝
鮮
人
の
人
権
は
軽
視
さ

れ
た
。

事
件
後
、
在
日
朝
鮮
人
は
毎
年
９
月
に
朝
鮮
人

犠
牲
者
の
追
悼
集
会
や
虐
殺
に
対
す
る
抗
議
集
会

を
あ
ち
こ
ち
の
地
で
開
催
し
続
け
た
。
こ
れ
に
対

す
る
警
察
の
弾
圧
は
厳
し
く
、
１
９
３
８
年
に
は

日
本
人
の
偉
い
さ
ん
を
表
に
立
て
警
察
の
監
視
の

限
を
く
ら
ま
し
た
朝
鮮
人
の
追
悼
行
事
は
別
と
し

て
、
通
常
の
追
悼
や
抗
議
の
集
会
は
開
催
で
き
な

く
な

っ
た
。
こ
の
よ
う
に
日
本
政
府
は
虐
殺
の
史

実
を
在
日
朝
鮮
人
の
記
憶
か
ら
抹
殺
し
よ
う
と
し

た
。１
９
９
８
年
に
在
日
朝
鮮
人
の
人
権
救
済
の
申

立
を
受
け
た
日
本
弁
護
士
連
合
会
は
、
２
０
０
８

年
８
月
２５
日
に
同
会
の
人
権
擁
護
委
員
会
の
事
件

調
査
報
告
書
を
添
え
、
関
東
大
震
災
時
の
朝
鮮
人
・

中
国
人
の
虐
殺
に
つ
い
て
の
謝
罪
、
お
よ
び
こ
の

事
件
に
関
し
て
国
の
調
査
を
求
め
る
勧
告
書
を
小

泉
純

一
郎
首
相
宛
て
に
提
出
し
た
。
し
か
し
こ
れ

に
対
す
る
回
答
は
な
か

っ
た
。

事
件
後
１
周
年
に
近
い
１
９
２
４
年
８
月
２８
日

付

『東
京
朝
日
新
聞
』
夕
刊
は
、
事
件
を
間
に
葬

る
政
府
の
態
度
を
批
判
し
て

「恥
の
上
塗
り
」
と

批
判
し
た
。
恥
の
上
塗
り
は
８６
年
も
続
い
た
。

し
か
し
よ
う
や
く
荒
川
河
畔
に
建
立
さ
れ
た
追

悼
碑
に
軍
隊

・
警
察

・
民
衆
の
虐
殺
が
初
め
て
明

記
さ
れ
、
か
つ
そ
の
脇
の
ス
テ
ン
レ
ス
版
の
碑
に

は
朝
鮮
人
虐
殺
に
対
す
る
国
家
責
任
が
取
ら
れ
て

な
い
こ
と
も
明
記
さ
れ
た
。
来
年
朝
鮮
併
合
百
年

を
迎
え
る
い
ま
、
こ
れ
が
日
本
国
家
に
よ
る
恥
の

上
塗
り
を
終
息
さ
せ
る
た
め
の
民
衆
運
動
前
進
の

の
ろ
し
と
な
る
こ
と
を
願
う
。

（や
ま
だ
。
し
ょ
う
じ
、
関
東
大
震
災
に
お
け
る
朝
鮮

人
虐
殺
の
真
相
究
明
と
名
誉
回
復
を
求
め
る
日
韓
在

日
市
民
の
会
）
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写
真
が
好
き
な
の
か
、
写
真
機
が
好
き
な
の
か

は
判
然
と
し
な
い
も
の
の
、
さ

っ
ぱ
り
上
達
し
な

い
と

い
う
事
態
に
も
め
げ
ず
、
旅
行
に
は
か
な
ら

ず
カ
メ
ラ
を
も

つ
て
い
く
。
だ
が
最
近
は
、
シ
ャ
ッ

タ
ー
を
押
し
て
い
て
も
、
落
ち
着
か
な
い
。
デ
ザ

イ
ナ
ー
と

い
う
職
業
か
ら
も
、
デ
ジ
タ
ル
に
馴
染

ん
で
お
か
な
く
て
は
と
思
い
、
新
し
い
カ
メ
ラ
を

携
行
し
て
い
く
の
だ
が
、
フ
ィ
ル
ム
カ
メ
ラ
の
簡

潔
さ
を
懐
か
し
む
気
持
ち
が
吹

つ
切
れ
な
い
。
デ

ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
で
は
、
な
に
よ
り
編
集
作
業
が
や

り
づ
ら
い
。
選
び
、
並
べ
る
た
め
に
は
、
け

っ
き
ょ

く
は
プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト
す
る
こ
と
に
な
る
。
フ
ィ

全
国
の
消
費
者
が
、
手
書
き
本
を
必
要
と
思
わ
な

な
く
な

っ
た
、
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。
　

で
書
く

こ
と
に
は
、
老
化
防
止
な
ど
謳
わ
れ
て
い
た
効
能

が
あ

っ
た
と
す
れ
ば
、
そ
れ
ら
の
機
能
が

「あ
る

日
、
突
然
」
消
滅
し
た
わ
け
で
は
な
い
。

デ
ジ
タ
ル
な
映
像
世
界
に
戻
れ
ば
、
現
在

の

ユ
ー
ザ
ー
は
、
フ
イ
ル
ム
で
あ
れ
デ
ジ
タ
ル
で
あ

れ
、
デ
ジ
タ
ル
処
理
さ
れ
た
紙
焼
き
を
手
渡
さ
れ

て
い
る
。
印
刷
物
に
し
て
も
、
デ
ジ
タ
ル
な
工
程

を
経
て
い
な
い
も
の
は
、
も
う
存
在
し
な
い
。
接

触
す
る
映
像
が
す
べ
て
デ
ジ
タ
ル
エ
程
の
成
果
な

の
だ
か
ら
、
ユ
ー
ザ
ー
は
、
知
ら
ず
知
ら
ず
デ
ジ

だ
と
す
れ
ば
、
シ
ャ
キ
シ
ャ
キ
感
を
強
め
ら
れ
た

宣
伝
で
な
い
と
購
買
意
欲
を
誘
わ
れ
な
く
な
っ
て

い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
野
菜
ら
し
さ
、
ス
テ
ー

キ
ら
し
さ
、
ラ
ー
メ
ン
ら
し
さ
が
、
電
子
的
に
反

復
さ
れ
る
。
視
覚
世
界
ば
か
り
で
は
な
い
。

こ
れ
ま
で
パ
ソ
コ
ン
を
使

っ
て
で
し
か
で
き
な

か
っ
た
画
像
処
理
が
、
新
し
い
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ

で
は
、
写
真
機
本
体
で
で
き
る
。
メ
ー
カ
ー
に
よ
つ

て
、
Ｒ
ス
ン
タ
ル
フ
イ
ル
タ
ー
」
「
ア
ー
ト
フ
ィ
ル

タ
ー
」
な
ど
と
呼
ば
れ
た
り
す
る
機
能
で
は
、
水

彩
画
タ
ッ
チ
、
ポ
ッ
プ
ア
ー
ト
調
や
白
昼
夢
ふ
う

へ
と
画
像
が
変
成
さ
れ
る
。
「
ラ
フ
モ
ノ
ク
ロ
ー

ル
ム
カ
メ
ラ
な
ら
ば
、
ベ

タ
　
き
一
（
コ
ン
タ
ク
ト
シ
ー

ト
）
や

ス
ラ
イ
ド
で

一
日

瞭
然
だ

っ
た
。
こ
の
億
劫

さ
も
、
キ
ー
ボ
ー
ド
と
同

じ
で
、

い
つ
か
は
慣
れ
る

の
だ
ろ
つヽ
か
。
言
え
る
の
は
、
フ
ィ
ル
ム
カ
メ
ラ
と

デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
そ
れ
ぞ
れ
の
有
用
性
を
冷
静
に

比
較
す
る
風
潮
は
、
も
は
や
な
い
と
い
う
こ
と
だ
。

一
時
期
、
書
店
の
一
画
を

〈手
書
き
本
〉
が
占

め
て
い
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
鉛
筆
で
文
字
を
な
ぞ

る

「奥
の
細
道
」
や

「徒
然
草
」
な
ど
だ
。
日
本

国
憲
法
を
書
か
せ
る
試
み
も
あ

っ
た
。
類
書
が
類

書
を
呼
び
、
相
当
の
ボ
リ
ュ
ー
ム
で
刊
行
さ
れ
て

い
た
が
、
ふ
と
気
づ
く
と
、
視
界
か
ら
い
つ
せ
い

に
消
え
て
い
る
。
関
係
者
に
よ
れ
ば
、
「あ
る
日
、

突
然
」
売
り
上
げ
が
落
ち
た
そ
う
だ
。
大
げ
さ
に

言
え
ば
、
あ
る
日
、
沖
縄
か
ら
北
海
道
に
い
た
る

タ
ル
画
像
に
親
し
ん
で
い
く
。
ス
ー
パ
ー

マ
ー

ケ
ッ
ト
の
チ
ラ
シ
の
、
野
菜
の
シ
ャ
キ
シ
ャ
キ
感

を
強
調
す
る
の
は
、
一ス
ン
タ
ル
処
理
の
得
意
分
野

だ
。
ジ

ュ
ー
シ
ー
さ
、
ま

つ
た
り
感
な
ど
も
、
デ

ジ
タ
ル
に
表
現
さ
れ
る
。

シ
ャ
ー
プ
で
色
鮮
や
か
な
プ
リ
ン
ト
が
全
国
、

全
世
界
に
行
き
渡
り
、
デ
ジ
タ
ル
画
像

へ
の
親
和

が
浸
透
し
て
い
く
。
な
に
が
写

っ
て
い
る
か
で
は

な
く
、
プ
リ
ン
ト

（紙
焼
き
あ
る
い
は
印
刷
）
さ
れ

た
写
真
の
ト
ー
ン
自
体
が
、
見
る
者
の
眼
を
デ
ジ

タ
ル
に
馴
染
ま
せ
て
い
く
。
コ
ン
テ
ン
ツ
の
内
容

ば
か
り
で
は
な
く
、
ト
ー
ン
も
ま
た
メ
ッ
セ
ー
ジ

の
デ
ジ
タ
ル
化
が
進
む
の
だ
ろ
う
。

〈ら
し
さ
〉
を
共
有
す
る

〈全
国
〉
と

い
う
名

の
巨
大
な

一
個
の
人
間
が
つ
く
ら
れ
て
い
く
。
さ

ら
に

〈全
国
〉
は
、
〈全
世
界
）
と

い
う
人
間
像

へ
と
変
貌
し
よ
う
と
す
る
。
で
は
、
野
菜
に
シ
ャ

キ
シ
ャ
キ
感
を
求
め
る
の
は
、
ユ
ー
ザ
ー
の
意
思

な
の
か
、
仕
向
け
ら
れ
た
こ
と
な
の
か
。
受
動
と

能
動
、
両
方
向
の
運
き
が
渦
巻

い
て
い
る

〈わ
た

し
〉
と
は
、
煮
え
切
ら
な
い
存
在
だ
、
そ
う
自
覚

す
る
こ
と
か
ら
は
じ
め
る
し
か
な
さ
そ
う
だ
。

（す
ず
き
。
ひ
と
し
、
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
・
デ
ザ
イ
ナ
ー
、

題
字
デ
ザ
イ
ン
も
筆
者
）

ム
」
な
る
メ
ニ
ュ
ー
は
、

ま
る
で
写
真
家

・
森
山
大

道
的
で
、
苦
笑
す
る
。
音

も
ま
た
、
す
で
に
デ
ジ
タ

ル
な
ト
ー

ン
に
満
ち

て

い
る
。
こ
れ
か
ら
、
五
感

煮
え
切
ら
な
い
わ
た
し
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・違
反
」

日
米
安
保
を
破
棄
し
よ
う
島
田

清
作

米
軍
喜
地

へ
の
立
入
り
は
無
罪

１
９
５
５
年
に
始
ま
っ
た
米
軍
立
川
基
地
拡
張

反
対
闘
争

（砂
川
闘
争
）
の
中
で
、
１
９
５
７
年

７
月
８
日
、
立
川
基
地
滑
走
路
の
中
に
な
る
農
地

を
引
き
続
き
強
制
使
用
す
る
た
め
の
測
量
が
行
わ

れ
た
が
、
そ
れ
に
抗
議
す
る
学
生

・
労
働
者
が
柵

を
押
し
倒
し
て
基
地
の
中
に
立
入
っ
た
。
こ
れ
に

対
し
警
視
庁
は
９
月
末
に
な
っ
て
、
日
米
安
保
条

約
に
基
づ
く
刑
事
特
別
法
違
反
の
廉
で
２３
名
を
避

捕
し
、
そ
の
内
７
名
が
起
訴
さ
れ
裁
判
に
な
っ
た
。

１
９
５
９
年
３
月
３０
日
、
東
京
地
裁
の
伊
達
秋

雄
裁
判
長
は
、
「米
軍
が
日
本
に
駐
留
す
る
の
は
、

米
政
府
の

一
方
的
決
定
に
基
づ
く
も
の
で
は
な
く
、

わ
が
国
の
要
請
と
基
地
の
提
供
、
費
用
の
分
担
そ

の
他
の
協
力
が
あ
っ
て
初
め
て
可
能
で
あ
り
、
こ

れ
は
憲
法
第
９
条
の
第
２
項
前
段
に
よ
つ
て
禁
止

さ
れ
て
い
る
陸
海
空
軍
そ
の
他
の
戦
力
の
保
持
に

該
当
す
る
も
の
と
言
わ
ざ
る
を
得
ず
、
憲
法
上
そ

の
存
在
を
許
す
べ
か
ら
ざ
る
も
の
で
あ
る
。
」
と

断
じ
、
駐
留
米
軍
を
特
別
に
保
護
す
る
刑
事
特
別

法
は
憲
法
違
反
で
あ
り
、
米
軍
基
地
に
立
入
っ
た

こ
と
は
罪
に
な
ら
な
い
と
し
て
全
員
に
無
罪
判
決

を
言
い
渡
し
た
の
で
あ
る
。

６０
年
安
保
改
定
を
目
前
に
し
て
、
日
本
政
府
は

こ
の
判
決
に
あ
わ
て
ふ
た
め
き
、
高
裁
を
踏
み
越

え
て
最
高
裁
に
跳
躍
上
告
し
、
最
高
裁
は
５９
年
１２

月
１６
日
、
伊
達
判
決
を
取
り
消
し
て
地
裁
に
差
し

戻
し
た
。
そ
し
て
１
カ
月
後
の
６０
年
１
月
１９
日
、

日
米
安
保
条
約
の
改
定
調
印
が
行
わ
れ
た
の
で
あ

フつ
。

基
地
拡
張
を
阻
止
し
た
砂
川
岡
争

米
軍
立
川
基
地
の
前
身
は
大
日
本
帝
国
陸
軍
の

飛
行
場
で
あ

っ
た
が
、
４５
年
に
米
軍
に
接
収
さ
れ
、

そ
の
後
再
三
に
わ
た

っ
て
拡
張
の
為
に
砂
川
の
農

地
が
奪
わ
れ
た
。
朝
鮮
戦
争
の
際
に
は
米
軍
の
出

撃
の
拠
点
と
し
て
使
わ
れ
て
爆
音
と
危
険
に
さ
ら

さ
れ
て
き
た
が
、
５５
年
、
大
型
機
の
離
着
陸
の
た

め
に
更
に
滑
走
路
を
延
長
す
る
こ
と
を
米
軍
が
要

求
し
て
き
て
砂
川
闘
争
が
始
ま

っ
た
の
で
あ
る
。

砂
川
町
の
農
民
は
強
制
収
用
に
あ
ら
ゆ
る
方
法

で
抵
抗
し
、
支
援
の
労
働
者

・
学
生

・
知
識
人
た

ち
も
流
血
の
弾
圧
に
屈
す
る
こ
と
な
く
聞

い
６８
年

遂
に
１
セ
ン
チ
の
拡
張
も
許
す
こ
と
な
く
米
軍
に

計
画
を
紋
回
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
戦
争
の
た
め
の

軍
事
基
地
で
は
な
く
豊
か
な
く
ら
し
の
た
め
の
農

地
を
、
安
保
条
約
で
は
な
く
非
戦
非
武
装
の
憲
法

を
人
々
は
選
び
、
闘

い
、
守

っ
た
の
で
あ
る
。

基
地
拡
張
は
阻
止
し
た
が
、
６０
年
代
、
立
川
基

地
は
ベ
ト
ナ
ム
侵
略
戦
争
の
出
撃
拠
点
と
し
て
使

わ
れ
続
け
た
。
日
夜
に
わ
た
つ
て
武
器
弾
薬
、
兵

員
が
運
び
出
さ
れ
、
負
傷
兵
や
戦
死
者
の
遺
体
が

運
び
込
ま
れ
て
き
た
し
、
立
川
の
街
に
は
米
兵
や

韓
国
兵
が
あ
ふ
れ
て
い
た
。

そ
し
て
、
６９
年
、
米
軍
は
狭
い
立
川
基
地
で
の

飛
行
活
動
を
停
止
し
て
横
田
基
地
に
移
転
し
、
７２

年
か
ら
立
川
は
陸
上
自
衛
隊
航
空
隊
の
基
地
に

な
っ
た
。

伊
運
判
決
を
覆
す
た
め
の
日
米
密
約

伊
達
判
決
と
そ
れ
を
覆
し
た
最
高
裁
の
不
当
判

決
か
ら
４９
年
も
た

っ
た
２
０
０
８
年
４
月
、
国
際

問
題
研
究
者
の
新
原
昭
治
さ
ん
は
米
国
立
公
文
書

館
で
、
伊
達
判
決
に
関
連
し
た
十
数
通
の
米
政
府

の
秘
密
電
報
を
発
見
し
た
。
そ
の
お
ど
ろ
く
べ
き

内
容
は
新
原
さ
ん
の
論
文
で
明
ら
か
に
さ
れ
て
い

る
が
、
伊
達
判
決
が
出
さ
れ
た
翌
日

（５９
年
３
月

３‐
日
）
の
駐
日
米
大
使

マ
ッ
カ
ー
サ
ー
か
ら
国
務

省
あ
て
の
電
文
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

「
今
朝
８
時
に
藤
山
外
相
に
会

い
、
米
軍
の
駐

留
と
基
地
を
日
本
国
憲
法
違
反
と
し
た
東
京
地
裁

判
決
に
つ
い
て
話
し
合

っ
た
。
私
は
、
日
本
政
府

が
迅
速
な
行
動
を
と
り
東
京
地
裁
判
決
を
正
す
こ

と
の
重
要
性
を
強
調
し
た
。
（中
略
）
藤
山
は
全
面

的
に
同
意
す
る
と
述
べ
た
。
完
全
に
確
実
と
は
言

え
な
い
が
、
藤
山
は
日
本
政
府
当
局
が
最
高
裁
に

跳
躍
上
告
す
る
こ
と
は
で
き
る
は
ず
だ
と
の
考
え

で
あ

っ
た
。
藤
山
は
、
今
朝
９
時
に
開
催
さ
れ
る

閣
議
で
こ
の
行
為
を
承
認
す
る
よ
う
に
勧
め
た
い
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と
語

っ
た
。
」

そ
の
後
も
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
大
使
は
十
数
回
に
及

ぶ
電
報
や
手
紙
で
岸
首
相
や
藤
山
外
相
の
言
動
と

自
ら
田
中
最
高
裁
長
官
と
面
談
し
た
よ
う
す
を
本

国
に
伝
え
て
い
る
。

駐
留
米
軍
と
基
地
が
憲
法
違
反
で
あ
る
と
い
う

判
決
が
如
何
に
日
米
両
政
府
に
大
き
な
衝
撃
を
与

え
た
か
想
像
に
難
く
な
い
。
６０
年
安
保
改
定
を
進

め
て
い
た
岸
内
閣
に
と
っ
て
は
大
打
撃
で
あ
っ
た

だ
ろ
う
が
、
反
戦
反
安
保
の
闘
い
を
進
め
て
い
る

全
国
の
民
衆
に
と
っ
て
は
初
め
て
自
ら
の
主
張
が

裁
判
所
で
認
め
ら
れ
た
と
い
う
歓
び
と
、
憲
法
を

武
器
と
し
て
闘
お
う
と
い
う
確
信
を
与
え
た
。

今
回
新
原
さ
ん
が
発
見
さ
れ
た
日
米
密
談
の
電

報
は
我
々
に
と

つ
て
も
ま
さ
に
青
天
の
扉
屋
で

あ

っ
た
。

米
軍
再
編
と
横
田
基
地
―
共
同
統
合
運
用
編

整
所
の
設
置

砂
川
闘
争
と
同
じ
時
期
に
滑
走
路
が
延
長
さ
れ
、

３
３
５
０
メ
ー
ト
ル
の
国
内
最
大
級
の
滑
走
路
を

も
つ
横
田
基
地
は
、
米
空
軍
第
３
７
４
空
輸
航
空

団
が
管
理
し
、
在
日
米
軍
司
令
部
、
第
５
空
軍
司

令
部
が
置
か
れ
４
２
０
０
人
の
軍
人
軍
属
を
か
か

え
る
巨
大
基
地
で
あ
る
。
そ
れ
が
米
軍
再
編
の
中

で
急
速
に
強
化
さ
れ
て
い
る
。

２
０
０
９
年
版

『防
衛
白
書
』
に
は
、

「東
京

・
府
中
市
に
あ
る
空
自
航
空
総
隊
司
令

部
は
我
が
国
の
防
空
を
任
務
と
す
る
ほ
か
Ｂ
Ｍ
Ｄ

（弾
道
ミ
サ
イ
ル
ン
防
衛
シ
ス
テ
ム
ー
筆
者
註
）
に
お
け

る
司
令
部
機
能
も
保
持
し
て
い
る
。
防
空
お
よ
び

Ｂ
Ｍ
Ｄ
に
お
い
て
は
、
対
処
可
能
時
間
が
短

い
た

め
、
特
に
日
米
間
で
必
要
な
情
報
を
迅
速
に
共
有

す
る
意
義
が
大
き
い
。
そ
の
た
め
、
来
年
度
を
目

標
に
、
同
司
令
部
を
米
第
５
空
軍
司
令
部
の
所
在

す
る
横
田
飛
行
場
に
移
転
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、

こ
れ
に
合
わ
せ
て
、
共
同
統
合
運
用
調
整
所
を
設

置
し
、
防
空
お
よ
び
Ｂ
Ｍ
Ｄ
に
関
す
る
司
令
部
機

関
の
連
携
を
強
化
す
る
。
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

そ
し
て
、
現
在
、
米
軍
司
令
部

の
建
物

の
前

に
空
自
航
空
総
隊
司
令
部
の
建
物

（廷
べ
床
面
積

３
万
１
０
０
０
平
方
メ
ー
ト
ル
）
が
建
設
中
で
、
両

建
物
は
地
下
で
接
続
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
中
に
共

同
統
合
運
用
調
整
所
が
設
置
さ
れ
る
と

い
う
。
共

同
統
合
運
用
調
整
所
で
で
つ
共
同
と
は
日
米
共
同

を
指
し
て
お
り
、
統
合
と
は
陸
海
空
三
軍
の
統
合

を
意
味
し
て
い
る
と
い
う
。
空
自
の
戦
闘
機
部
隊

と
高
射
部
隊
を
指
揮
す
る
航
空
総
隊
司
令
部
が
弾

道
ミ
サ
イ
ル
防
衛
で
は
陸
海
空
の
自
衛
隊
を
指
揮

す
る
こ
と
に
な

っ
て
お
り
、
そ
れ
が
第
５
空
軍
司

令
部
と

一
体
の
も
の
に
な
ろ
う
と
し
て
い
る
。

横
須
賀
港
に
は
海
上
自
衛
隊
司
令
部
が
置
か
れ

て
い
る
が
、
そ
こ
に
は
在
日
米
海
軍
司
令
部
も
あ

り
、
原
子
力
空
母
ジ
ョ
ー
ジ
ワ
シ
ン
ト
ン
が
配
備

さ
れ
て
い
る
。
ま
た
陸
上
自
衛
隊
中
央
即
応
集
団

司
令
部
が
在
日
米
陸
軍
司
令
部
、
米
第
１
軍
団
司

令
部
の
置
か
れ
て
い
る
座
間
に
置
か
れ
る
こ
と
に

な

っ
て
、
陸
海
空
に
わ
た

っ
て
日
米
軍
事

一
体
化

が
実
現
し
つ
つ
あ
る
の
で
あ
る
。

す
べ
て
の
日
米
密
約
を
公
開
せ
よ
！

主
権
在
民
、
非
戦
非
武
装
は
憲
法
の
柱
で
あ
る
。

伊
達
判
決
の
当
日
の
被
告
で
あ

っ
た
学
生

・
労

働
者
な
ど
が
呼
び
か
け
て
、
「
伊
達
判
決
を
生
か

す
会
」
が
結
成
さ
れ
、
外
務
省
や
内
閣
府
、
最
高

裁
判
所
に
対
し
て
日
米
の
密
約
に
関
連
し
た
す
べ

て
の
公
文
書
を
開
示
す
る
よ
う
求
め
る
運
動
が
始

ま

っ
て
い
る
。

１０
月
２６
日
に
は
、
衆
議
院
第
１
議
員
会
館
内
で

開
示
請
求
の
集
会
が
開
か
れ
た
。

ま
た
、
‐２
月
１２
日

（土
）
の
午
後
に
は
、
明
治

大
学
リ
バ
テ
イ
ー
タ
ワ
１
１
１
１
４
号
教
室
で
、

「
伊
達
判
決
の
破
棄
に
抗
議
し
、
日
米
密
約
の
全

面
公
開
を
要
求
す
る
集
会
」
を
開
催
す
る
予
定
に

な

つ
て
い
る
。

米
軍
の
核
持
込
み
や
沖
縄
返
還
を
め
ぐ
る
日
米

の
密
約
と
同
時
に
砂
川
裁
判
を
め
ぐ
る
日
米
密
約

の
全
容
を
明
ら
か
に
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

伊
達
判
決
が
明
言
し
て
い
る
よ
う
に
、
日
米
安
保

条
約
と
駐
留
米
軍
は
憲
法
に
違
反
し
て
い
る
。
伊

達
判
決
を
生
か
す
と
い
う
こ
と
は
、
沖
縄
で
の
新

し
い
基
地
の
建
設
を
許
さ
ず
、
す
べ
て
の
米
軍
基

地
を
撤
去
さ
せ
る
た
め
に
起
ち
上
る
こ
と
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。

（し
ま
だ
。
せ
い
さ
く
、
伊
達
判
決
を
生
か
す
会
）
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工
保
障
条
約
に
Ｎ
Ｏ
を
！
梶
野

宏

政
権
交
代
が
促
す
安
保
輪
離

普
天
間
基
地
の
代
番
基
地
と
さ
れ
る
新
基
地

建
設
に
反
対
す
る
辺
野
古
で
の
座
り
込
み

（
ヘ

リ
基
地
反
対
協
な
ど
が
取
り
組
む
）
は
、
こ
の
秋
で

２
０
０
０
訃
を
超
え
た
。
ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
の
た

め
の
櫓

（や
ぐ
ら
）
が
建
設
さ
れ
て
い
た
際
に
は
、

漁
船
や
カ
ヌ
ー
で
海
上
に
出
て
、
櫓
に
登
り
し
が

み
つ
き
、
ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
を
阻
止
す
る

「命
が

け
」
行
動
が
連
日
繰
り
広
げ
ら
れ
て
い
た
。
半
年

余
り
も
続
い
て
い
た
こ
の
行
動
が
、
マ
ス
メ
デ
ィ

ア
に
よ

っ
て
報
道
さ
れ
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な

か
っ
た
。
こ
の
阻
止
行
動
ば
か
り
で
は
な
く
、
普

天
間
基
地
の
「移
設
」
問
題
に
つ
い
て
も
「本
土
（ヤ

マ
ト
と

で
は
め
っ
た
に
報
道
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。

そ
れ
が
、
こ
の
人
月
末
、
民
主
党
に
よ
る
政
権

交
代
が
実
現
し
た
後
、
特
に
１０
月
に
入
っ
て
か
ら

は
し
ば
し
ば
、
翌
日
天
間
」
「辺
野
古
」
の
文
字
が
、

ヤ
マ
ト
の
大
新
聞
の
一
面
を
飾

っ
て
い
る
。

自
民
党
が
米
国
に
追
随
的
に
同
意
し
た
日
米
安

保
共
同
宣
言
、
そ
し
て
Ｓ
Ａ
Ｃ
Ｏ
合
意
か
ら
米
軍

再
編

へ
の
路
線
を
、
「対
等
な
日
米
関
係
」
を
マ

ニ
フ
ェ
ス
ト
に
掲
げ
、
翌
日
天
間
県
外
移
設
」
も

「公
約
」
に
し
て
政
権
奪
取
し
た
民
主
党
が
、
普

天
問
代
替
施
設
の
辺
野
古
沖
建
設
に
対
し
て
、
「見

直
し
」
を
始
め
た
か
ら
で
あ
る
。
も

っ
と
も
そ
れ

は
、
「嘉
手
納
基
地

へ
の
統
合
」
（岡
田
外
相
）、
「名

護
市
移
設
も
選
挙
公
約
を
満
た
す
」
（北
沢
防
衛
相
）

と
い
つ
た
ブ
レ
ま
く
り
の
ま

っ
た
く
不
十
分
な
も

の
で
あ
る
の
だ
が
。

そ
も
そ
も
民
主
党
が
、
「
対
等
な
日
米
関
係
」

と
い
う
と
き
に
、
そ
の
基
軸
は
、
依
然
と
し
て
日

米
安
全
保
障
条
約

（軍
事
同
盟
）
で
あ

っ
て
、
平

和
友
好
と
い
っ
た
あ
た
り
ま
え
の
２
カ
国
間
関
係

で
は
な
い
。
日
米
安
保
条
約
の
本
質
は
、
米
軍
の

日
本
駐
留
協
定
に
他
な
ら
な
い
の
に
。

民
主
党
の
掲
げ
る

「対
等
な
日
米
関
係
」
の
真

の
構
築
の
た
め
に
は
、
日
米
安
保
条
約
を
破
棄
し
、

軍
事
条
約
に
か
わ
る
平
和
友
好
条
約
を
結
ぶ
こ
と

こ
そ
が
必
要
不
可
欠
な
の
で
あ
る
。

動
き
出
し
た
安
保
論
議
は
、
そ
こ
ま
で
発
展
す

る
契
機
と
な
る
の
か
？

ア
ン
タ

ツ
チ

ヤ
ブ

ル
の
条
約
と
暴
定
す
る
日

米
軍
事
同
盟

現
行
の
日
米
安
保
条
約
は
、
そ
の
目
的

・
含
意

す
る
も
の
が
、
大
幅
に
変
節
し
て
き
た
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
そ
の
文
言
が
い
っ
さ
い
変
え
ら
れ
て
い

な
い
。
特
に
、
東
西
冷
戦
終
結
と
い
う
国
際
環
境

の
激
変
を
受
け
、
そ
れ
に
対
応
す
る
形
で
、
新
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
や
日
米
安
保
共
同
宣
言
等
に
よ

っ

て
、
在
日
米
軍
と
日
本
軍

（自
衛
隊
）
の
役
割
が

こ
れ
ま
た
根
本
的
に
変
質
さ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
安
保
条
約
の
文
言
は

一
言

一
句
変
え
ら
れ
て

い
な
い
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
安
保
条
約
の
内

容
の
実
質
的
変
更
に
つ
い
て
国
会
で
は
何

一
つ
審

議
が
な
さ
れ
て
い
な
い
の
だ
。
現
行
の
安
保
条
約

が
成
立
し
た
６０
年
の
安
保
改
定
の
際
に
、
衆
議
院

で
強
行
採
決
が
な
さ
れ

（１
９
６
０
年
５
月
２０
日
）、

そ
れ
に
怒
っ
た
数
十
万
人
が
国
会
を
包
囲
す
る
中
、

結
局
、
参
議
院
で
は
採
決
に
至
ら
ず
、
自
然
承

認

（６
月
１９
日
）
に
至
っ
た
こ
と
を
か
え
り
み
る
と
、

日
米
安
保
条
約
に
つ
い
て
の
国
会
審
議
は
、
５０
年

を
経
た
今
も

「未
完
」
の
ま
ま
宙
に
浮
い
て
い
る
。

な
ぜ
そ
う
な
の
か
。
自
民
党
政
権
に
よ
る
安
保

論
議
棚
上
げ
に
よ
る
こ
と
も
も
ち
ろ
ん
だ
が
、
逆

の
側
面
か
ら
言
え
ば
、
６０
年
の
安
保
改
定
期
に
お

け
る
広
範
な
民
主
運
動
の
広
が
り
が
、
政
府
を
ギ

リ
ギ
リ
ま
で
に
追
い
つ
め
た
　
　
　
衛
隊
の
治
安

出
動
ま
で
検
討
さ
れ
た
―
―
―
こ
と
に
よ
っ
て
、

政
府
は

「安
保
」
に
公
然
と
ふ
れ
る
こ
と
が
出
来

な
く
な
っ
た
結
果
で
も
あ
る
。
６０
年
の
安
保
間
争

の
ト
ラ
ウ
マ
に
よ
っ
て
、
安
保
に
ふ
れ
る
こ
と
で

「寝
た
子
」
を
起
す
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
恐
怖
に

取
り
憑
か
れ
、
安
保
条
約
を
変
え
た
く
て
も
変
え

る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
の
だ
。
代
々
の
政
権
は
、

「安
保
」
が
広
範
な
関
心
を
呼
ぶ
争
点
と
し
て
浮
上

し
て
く
る
こ
と
を
恐
れ
て
い
る
。

で
は
な
ぜ

「民
衆
は
寝
て
」
し
ま

っ
た
の
か
。

安
保
で
退
陣
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
岸
政
権
の
後
を
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継
い
だ
池
田
政
権
に
よ
る

「所
得
倍
増
」
と
い
う

ス
ロ
ー
ガ
ン
に
牽
引
さ
れ
た
高
度
経
済
成
長
の
実

現
に
よ
っ
て
、
政
治
の
季
節
か
ら
経
済
の
季
節
ヘ

と
世
相
が
反
転
し
た
こ
と
の
影
響
は
も
ち
ろ
ん
大

き
い
が
、
反
安
保
闘
争
に
懲
り
た
日
本

（そ
し
て

ア
メ
リ
カ
）
政
権
が
、
日
米
安
保

（＝
米
軍
基
地
）

を
隠
し
て
き
た
こ
と
に
も
よ
る
。
ど
こ
に
隠
さ
れ

た
か
、
沖
縄
で
あ
る
。

「
１
９
６
０
年
代
は
、
日
本
と
沖
縄
の
米
軍
基

地
は
ほ
ぼ
同
じ
規
模
だ

っ
た
」
「と
こ
ろ
が
、
沖

縄
の
７２
年
返
還
が
合
意
さ
れ
た
１
９
６
９
年
ご
ろ

か
ら
、
本
上
の
米
軍
基
地
は
、
さ
ら
に
急
速
に
減

少
し
は
じ
め
る
。
た
と
え
ば
、
１
９
６
８
年
３
月

末
日
現
在
約
３
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
だ
っ
た
米
軍
基
地

が
、
６９
年
３
月
末
に
は
約
２
万
１
８
０
０
ヘ
ク

タ
ー
ル
に
な
り
、
沖
縄
が
日
本
に
復
帰
し
た
時
点

で
は
、
１
万
９
５
８
５
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
な
っ
て
い

日
本

本

土

と

の

米

軍
基

地

の
比

率
は
、
ほ
ぼ
三
対

一
と
な

っ
た
衣
新

崎
盛
暉
著

『沖
縄
現

代
史
』
、
岩
波
新
書
）。

よ

く

沖

縄

の

占

め

る
地

政

学

的
条
件
が
、
基
地

の
集

中

の
理
由

と

し

て
あ

げ

ら

れ

る

が
、

ヤ

マ

卜
か
ら
沖
縄
へ
の
基
地
の
集
中
過
程
は
、
そ
ん
な

こ
と
で
説
明
が
つ
く
も
の
で
は
な
い
。
明
ら
か
な
、

沖
縄
差
別
に
依
拠
す
る

「安
保
」
隠
し
政
策
の
結

果
で
あ
る
。
日
本
全
上
の
０
。６
％
の
面
積
を
占

め
る
に
過
ぎ
な
い
沖
縄
に
、
ヤ
マ
ト
の
３
倍
を
超

え
る
基
地
を
集
中
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ヤ
マ

ト
の
民
衆
に

「安
保
」
が
隠
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

好
機
到
　
　
　
　
保
論
機
が
浮
上
す
る

冒
頭
に
ふ
れ
た
政
権
交
代
以
外
に
も
、
日
米
安

保
条
約
を
考
え
直
そ
う
と
い
う
機
運
は
確
実
に
高

ま

っ
て
い
る
。

そ
の
契
機
は
、
ア
メ
リ
カ
の
情
報
公
開
に
よ
る

「核
密
約
」
「沖
縄
密
約
」
の
存
在
の
暴
露
、
さ
ら

に
、
駐
留
米
軍
に
対
し
て

「違
憲
」
と
断
じ
た
伊

達
判
決
に
関
す
る
米
国
の
干
渉

（と
日
本
政
府
の

追
随
）
の
事
実
の
公
然
化
な
ど
で
あ
る
。
５０
年
の

時
代
の
経
過
は
、
現
行
安
保
の
間

企
異
側
）
に
光

を
当
て
は
じ
め
た
。
こ
の

「裏
側
」
は
、
「未
完
」

ど
こ
ろ
か
い
っ
さ
い
の
国
会
論
議

（主
権
者
の
審

判
）
を
経
て
い
な
い
。
全
て
が
明
ら
か
に
さ
れ
た

安
保
条
約
を
、
改
め
て
審
議
す
る
必
要
が
あ
る
の

は
当
然
の
こ
と
だ
。
「密
約
」
の
張
り
付

い
た
条

約
は
、
市
民
の
感
覚
か
ら
す
れ
ば
、
明
確
に
無
効

で
あ
る
。
安
保
条
約
の
裏
の
姿
の
浮
上
は
、
当
然

に
も
そ
の
見
直
し
が
求
め
ら
れ
で
あ
ろ
う
。

沖
縄
で
は
継
続
す
る
闘
い
が
あ
る
。
ヤ
マ
ト
で

も
基
地
を
抱
え
る
地
域
で
の
自
治
体
を
巻
き
込
ん

だ
地
道
で
し
か
し
執
鋤
な
抵
抗
の
積
み
重
ね
が
行

わ
れ
て
い
る
。
騒
音

（爆
立こ

訴
訟
も
各
地
で
取

り
組
ま
れ
る
。
そ
れ
ら
は
、
大
上
段
に

「安
保
反

対
１
」
「安
保
破
棄
！
」
と
叫
ぶ
こ
と
は
な
い
が
、

よ
り
実
質
的
な
意
味
で
、
安
保
の
運
用
に
監
視
の

目
を
注
ぎ
、
機
能
拡
大
に
歯
止
め
を
か
け
つ
づ
け

て
き
た
。

「密
約
」
を
め
ぐ
り
、
外
務
大
臣
命
令
で
外
務
省

内
で
の
調
査
が
始
ま
っ
た
。
他
方
で
、
市
民
に
よ
る
、

情
報
公
開
請
求
や
不
開
示
決
定
処
分
取
消
請
求
な

ど
の
司
法
を
通
じ
た
闘
い
も
始
ま
っ
て
い
る
。

側
年
前
の
闘
い
の
継
続
と
し
て
、
樺
美
智
子
さ
ん

が
虐
殺
さ
れ
た
６
月
１５
日
に
は
こ
の
駒
年
間
引
き
続

き
い
く
つ
か
の
集
ま
り
が
も
た
れ
て
い
る
。
毎
月
１５

日
の
デ
モ
を
継
続
し
て
い
る
人
た
ち
も
い
る
。

沖
縄
の
力
強
い
聞
い
と
米
軍
基
地
を
か
か
え
る

ヤ
マ
ト
の
地
域
で
の
し
た
た
か
な
問
い
、
詢
年
前

の
闘
い
の
継
続
と
継
承
。

そ
こ
に
、
基
地
の
な
い
地
域
、
安
保
が
見
え
な

い
地
域
の
人
び
と
が
合
流
す
れ
ば
―
―
。

（か
じ
の
・
ひ
ろ
し
、
新
し
い
反
安
保
行
動
を
つ
く
る

実
行
委
員
会
）

辺野古にて (2009年 2月 6日 /木 村雅夫氏撮影)

50年の節目に大きなうね

りをつくり出そうと、反戦、

反安保、反基地を闘う団体 ・

個人が、2010安保連絡会を

立ち上げました。

ぜひこの連絡会への参加

(会議や取 り組みへの参加一

首都圏の団体個人)、賛同 (財

政的支   国 の団体・個人)

をお願いします。

市民の意見 30の会も賛同

団体となっています。今後の

活動予定と連絡先については

「インフォメーション」に掲

載。(編集部)
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東
京
に
も
被
爆
地
に
も

オ
リ
ン
ピ

ツ
ク
は
い
ら
な
い

と昼
泉
都
は
２
０
１
６
年
夏
季
オ
リ
ン
ピ

ツ
ク
大

会

の
開
催
地
に
立
候
補
し
４
年
間
招
致
活
動
を

行

っ
て
い
た
。
１０
月
２
日
の
国
際
オ
リ
ン
ピ

ツ

ク
委
員
会

（Ｉ
ｏ
ｃ
）
総
会
で
開
催
地
は
Ｉ
Ｏ
Ｃ

委
員
に
よ
る
投
票
で
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ

（ブ
ラ

ジ
ル
）
に
決
め
ら
れ
た
。
石
原
慎
太
郎
都
知
事
は

公
表
し
て
い
る
だ
け
で
１
５
０
億
円
、
実
際
は

２
０
０
億
円
を
超
え
る
金
を

つ
ぎ
込
ん
で
こ
の
イ

ベ
ン
ト
を
呼
び
込
む
招
致
と

い
う
名
の
ク
バ
ク
チ
ク

を
行

っ
て
い
た
の
だ
。
そ
の
金
の
う
ち
４０
億
円
は

「
民
間
」
資
金
だ
が
、
残
り
は
都
民
の
税
金
だ
。
「民

間
」
の
内
訳
も
寄
付
し
た
法
人
の
４
分
の
１
が
都

関
連
団
体
に
な

っ
て
い
る
。

１０
月
３
日
、
コ
ベ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
空
港

（デ
ン
マ
ー

ク
）
の
出
発

ロ
ビ
ー
。
私
た
ち

「東
京
に
オ
リ
ン

ピ

ツ
ク
は
い
ら
な
い
ネ

ッ
ト
」
の
４
人
は
コ
ペ
ン

ハ
引
ゲ
ン
に
乗
り
込
み
、
「
オ
リ
ン
ピ

ツ
ク
は
い

ら
な

い
」
「
東
京
に
い
ら
な

い
」
と
い
う
主
張
を

Ｉ
Ｏ
Ｃ
委
員
た
ち
に
ア
ピ
ー
ル
し
た
。
そ
の
帰
路
、

招
致
に
失
敗
し
た
石
原
都
知
事
に
遭
遇
し
た
。
日

本
オ
リ
ン
ピ

ツ
ク
委
員
会

（Ｊ
ｏ
Ｃ
）
竹
田
会
長

も

い
る
。
「
石
原
さ
ん
―
も
う
オ
リ
ン
ピ

ツ
ク
招

致
は
止
め
て
く
だ
さ
い
よ
―
」
「無
駄
な
招
致
費
、

ど
う
す
る
ん
で
す
か
１
」
「
ち

ゃ
ん
と
責
任
と

っ

て
く
だ
さ

い
―
追
及
し
ま
す
よ
―
」
。
静
か
な
ロ

小

山

和
久

ビ
ー
に
私
た
ち
の
声
は
反
響
し
た
。

帰
国
し
て
し
ば
ら
く
す
る
と
う
ん
ざ
り
す
る

ニ
ュ
ー

ス
が
流
れ
た
。
広
島
市
と
長
崎
市
が

２
０
２
０
年
オ
リ
ン
ピ

ツ
ク
招
致
を
す
る
、
と
い

う
の
だ
。
秋
葉
広
島
市
長
は

「
五
輪
は
平
和
の
祭

典
と
し
て
出
発
し
た
。
核
廃
絶
の
シ
ン
ボ
ル
に
ふ

さ
わ
し
い
イ
ベ
ン
ト
だ
」
と
。

オ
リ
ン
ピ

ツ
ク
と
は

一
体
な
ん
だ
ろ
う
？

一

言
で
い
う
と
１
９
８
０
年
か
ら
始
ま

っ
た
サ
マ
ラ

ン
チ
会
長
時
代
に
Ｉ
Ｏ
Ｃ
が
商
業
主
義
化
を
徹
底

的
に
行
な
い
、
世
界
を
マ
ー
ケ
ッ
ト
と
す
る
ス
ポ

ン
サ
ー
と
映
像
メ
デ
ィ
ア
を
最
大
限
に
利
用
し
て

極
大
化
し
た
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
と
言
え
る
。
そ

の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
戦
略
で

一
番
大
事
で
あ

っ
た

こ
と
は
、
ナ
シ

ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
否
定
と
オ
リ
ン

ピ

ッ
ク
が

「平
和
」
を
希
求
す
る
イ
ベ
ン
ト
と
言

う
イ
メ
ー
ジ
。
し
か
し
実
態
は
表
向
き
ナ
シ
ョ
ナ

リ
ズ
ム
を
否
定
し
な
が
ら
徹
底
的
に
ナ
シ
ョ
ナ
リ

ズ
ム
を
利
用
し
尽
く
し
て
き
た
。
ま
た
国
際
政
治

の
主
張
の
場
と
な
る
こ
と
を
嫌
い
つ
つ
、
政
治
的

な
動
き
に
乗
じ
て
こ
の
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
は
大

き
く
な

っ
た
と
言
え
る
。
オ
リ
ン
ピ

ツ
ク
が

「平

和
」
の
イ
メ
ー
ジ
を
保
ち
続
け
る
限
り
、
そ
し
て

国
家
主
義
や
政
治
と
は
決
別
し
て
い
る
と
い
う
建

前
を
踏
み
誤
ら

な

い
限
り
、
ブ

ラ
ン
ド
と
し
て
、

商
品
と
し
て
オ

リ
ン
ピ

ツ
ク
は

Ｉ
Ｏ
Ｃ
に
莫
大

な
利
益
を
生
み

出
す
構
造
を
Ｉ

Ｏ
Ｃ
は
作
り
出

し
た
の
で
す
。

た
と
え
ば
北

OC本 部機能ホテル ・マブオット前でのアピール

京
大
会
の
開
会
式

（２
０
０
８
年
８
月
８
日
）
当

日
、
ロ
シ
ア
が
グ
ル
ジ
ア
を
爆
撃
し
軍
事
衝
突
が

拡
大
す
る
と
い
う
事
態
と
な

っ
た
。
開
会
式
は
Ｉ

Ｏ
Ｃ
に
と

っ
て

「平
和
の
祭
典
」
を
印
象
付
け
る

大
事
な
セ
レ
モ
ニ
ー
だ
。
こ
こ
に
参
加
し
た
各
国

要
人
は
１
０
０
名
以
上
。
そ
の
中
に
プ
ー
チ
ン
首

相

金
削
大
統
領
）、
ブ
ッ
シ
ュ
米
国
大
統
領
も

い
た

が
そ
こ
で
は
何
の
問
題
解
決
の
動
き
も
な
か

っ
た
。

ロ
ゲ
ー
Ｏ
Ｃ
会
長
は
プ
ー
チ
ン
と
会
談
し
た
が

２
０
１
４
年
ソ
チ
冬
季
五
輪
の
話
を
し
た
だ
け
と

い
う
。
も
と
も
と
ロ
シ
ア
が
ソ
チ
に
２
０
１
４
年

冬
季
大
会
を
呼
び
込
ん
だ
の
は
、
チ
ェ
チ
ェ
ン
や

グ
ル
ジ
ア
を
力
で
抑
え
込
ん
で
い
き
中
央
ア
ジ
ア

原
油
利
権
の
強
化
と
ロ
シ
ア
南
部
の
安
全
保
障
を

強
化
し
て
い
く
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
に
オ
リ
ン
ピ

ツ
ク

を
位
置
づ
け
た
か
ら
だ
。
事
実
ロ
シ
ア
は
ソ
チ
の

開
催
地
決
定
後
、
ソ
チ
か
ら
日
と
鼻
の
先
に
あ
る

ア
ブ

ハ
ジ
ア
に

「平
和
維
持
軍
」
を
す
ぐ
さ
ま
派

遣
し
た
。
そ
の
後
ソ
チ
五
輪
施
設
用
建
設
資
材
の
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「NOGAME CHiCAGO」 のメンバーと (右端筆者)

製
造
工
場
を
こ
こ
に
建
設
す
る
と
発
表
し
て
い
る
。

派
兵
と
オ
リ
ン
ピ

ツ
ク
を
日
実
と
し
た
巨
大
開
発

が

一
体
の
も
の
と
な

っ
て
い
た
の
だ
。
ソ
チ
で
の

五
輪
施
設
建
設
に
１
兆
４
７
０
０
億
円
を

つ
ぎ
込

む
と
し
て
い
る
ロ
シ
ア
は
、
こ
の
地
域
で
強
圧
的

な
政
治
支
配
を
行
う
こ
と
が
懸
念
さ
れ
て
い
た
が
、

そ
れ
が
開
会
式
で
現
実
と
な

っ
た
の
だ
。
オ
リ
ン

ピ

ッ
ク
憲
章
で
は

「平
和
な
社
会
の
推
進
」
を
オ

リ
ン
ピ

ツ
ク
の
根
本
原
則
と
し
て
い
る
。
そ
こ
で

一専
つ

「平
和
」
と
は
戦
間
の
即
時
停
止
を
求
め
ソ

チ
開
催
中
止
を
持
ち
出
す
ほ
ど
の
も
の
で
は
な

か

っ
た
。
何
に
も
中
身
の
な

い
、
聞
き
心
地
よ
い

美
し
い
言
葉
だ
け
で
あ

っ
て
、
む
し
ろ
ナ
シ
ョ
ナ

リ
ズ
ム
を
隠
蔽
す
る
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
あ
る
こ
と
が

明
白
と
な

つ
た
事
件
で
あ

っ
た
。

招
致
を
目
指
す
都
市
の
様
々
な
問
題
を
考
え
る

時
、
Ｉ
Ｏ
Ｃ
と
オ
リ
ン
ピ

ツ
ク
自
体
が
言
わ
れ
る

よ
う
な
す
ば
ら
し
い
物
で
は
な
い
と
い
う
と
こ
ろ

か
ら
考
え
た
方
が
、
実
態
を
よ
く
理
解
で
き
る
。

今
回
の
石
原
都
知

事
を
先
頭
と
す
る
招

致
活
動
は
ど
う
だ

っ

た
の
か
。
開
催
場
所

の
臨
海
地
区
は
都
市

オ

博
覧
会
中
止
で
一
旦

開
発
が
頓
挫
し
た
場

所
だ
。
こ
こ
で
再
度

仕
事
を
作
り
た
い
建

設
業
者
を
中
心
と
す

る
政

・
官

・
業
の
癒
着
団
体
、
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ

（日

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
産
業
協
議
会
）
が
石
原
と
森
喜
朗

元
総
理
に
招
致
を
持
ち
か
け
た
。
Ｊ
Ｏ
Ｃ
は
オ
リ

ン
ピ

ツ
ク

・
ム
ー
ヴ
メ
ン
ト
の
流
布
が
仕
事
な
の

で
石
原
氏
と
と
も
に
こ
れ
に
乗

っ
た
。
石
原
氏
は

国
威
発
揚
も
期
待
し
て
。
そ
し
て
都
は
全
て
を
佛

電
通
に
丸
投
げ
し
た
。
こ
れ
が
全
体
の
構
造
だ
と

推
察
で
き
る
。

東
京
の
招
致
活
動
が
２
０
０
億
円
以
上
か
け
て

も
大
き
く

つ
ま
ず

い
た
の
は
、
世
論
が
全
く
盛
り

上
が
ら
な
か

っ
た
か
ら
だ
。
Ｉ
Ｏ
Ｃ
自
身
が
行

っ

た
世
論
調
査
で
は
支
持
が
５５

。
５
％
し
か
な
く
立

候
補
し
た
都
市
の
中
で
最
低
で
あ

っ
た
。
そ
れ
は

東
一爪
都
が
国
家

の
セ
ン
タ
ー
と
し
て
の

「東
一ネ
」

を
提
示
し
て
見
せ
て
も
、
生
活
の
場
と
し
て
こ
の

先
の
東
京
の
あ
る
べ
き
姿
を
都
民
に
示
す
こ
と
が

な
か

っ
た
し
、
ま
た
そ
ん
な
意
識
さ
え
な
か

っ
た
。

そ
の
こ
と
に
都
民
が
共
感
し
な
か

っ
た
か
ら
だ
。

そ
し
て
同
じ
Ｉ
Ｏ
Ｃ
の
調
査
で
反
対
を
明
確
に
表

明
し
た
人
は
立
候
補
都
市
中
最
高
の
２３

・
３
％
も

い
た
。
招
致
に
ま

つ
わ
る
怪
し
さ
を
市
民
は
知

っ

て
い
た
の
だ
。
名
古
屋
、
長
野
、
そ
し
て
大
阪
の

過
去
の
招
致
反
対
運
動
が
Ｉ
Ｏ
Ｃ
や
招
致
活
動
の

怪
し
さ
を
追
及
し
続
け
て
き
た
こ
と
の

「
成
果
」

で
あ
る
と
い
え
る
。

２
０
１
６
年
大
会
の
開
催
地
決
定
で
見
え
た
こ

と
は
、
立
候
補
都
市
の
開
催
計
画
の
優
劣
と
か
、

オ
リ
ン
ピ

ツ
ク
理
念
に
沿

っ
た
開
催
地
と
か
、
そ

ん
な
こ
と
で
開
催
地
は
決
め
ら
れ
な
い
と
い
う
こ

と
。
Ｉ
Ｏ
Ｃ
と
そ
の
ス
ポ
ン
サ
ー
た
ち
は
既
に
成

熟
し
こ
れ
か
ら
坂
を
下
り
て
い
く
国
で
開
催
す
る

よ
り
、
高
米
大
陸
と

い
う
７
年
先

の
巨
大

マ
ー

ケ
ッ
ト
の
開
拓
に
よ
り
強
い
関
心
を
示
し
た
の
だ
。

２
０
０
８
年
北
一界
の
よ

つヽ
に
。

だ
か
ら
逆
に
Ｉ
Ｏ
Ｃ
は
広
島

・
長
崎
開
催
が
オ

リ
ン
ピ

ツ
ク
の

「平
和
」
の
イ
メ
ー
ジ
を
補
強
で

き
る
大
会
に
な
る
と
見
れ
ば
、
オ
リ
ン
ピ

ツ
ク
憲

章
に
反
し
よ
う
が
、
政
治
的
主
張
で
あ
ろ
う
が
こ

の
話
に
乗
る
だ
ろ
う
。
た
だ
し
Ｉ
Ｏ
Ｃ
の
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
戦
略
に
乗

っ
て
く
れ
る
と
い
う
前
提
だ
。

秋
葉
市
長
、
田
上
市
長
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を

片
翼
の
推
進
力
と
す
る
オ
リ
ン
ピ

ツ
ク
で
核
廃
絶

の
大
会
を
開
き
た
い
な
ら
是
非
そ
こ
で
実
現
し
て

い
た
だ
き
た
い
こ
と
が
あ
る
。
表
彰
台
で
の
国
旗

掲
揚
、
国
歌
吹
奏
を
や
め
る
こ
と
。
国
旗

の
使

用
禁
止
や
国
別
選
手
入
場
、
国
別
の
メ
グ
ル
競

争
、
国
別
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
な
ど
国
威
発
揚
の
儀
式

・
様
式
を

一
切
排
除
す
る
こ
と
だ
。
現
在
の
オ
リ

ン
ピ

ツ
ク
を
根
本
か
ら
変
革
す
る
こ
と
な
し
に
オ

リ
ン
ピ

ツ
ク
を
核
廃
絶
の
ア
ピ
ー
ル
の
場
と
す
る

こ
と
は
、
商
業
主
義
と
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
に
絡
め

取
ら
れ
て
実
効
性
の
な
い
空
し
い
も
の
に
な

っ
て

し
ま
う
だ
ろ
う
。

（こ
や
ま
・
か
ず
ひ
さ
、
東
京
に
オ
リ
ン
ピ
ツ
ク
は
い

ら
な
い
ネ
ッ
ト
）

パ
ン
フ

『オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
い
ら
な
い
菅
一言

・
東
京
～
ｚ
ｏ
ｏ
ｒ
く
三
コ
Ｏ
の

＞
ｚ
く
〓
Ｉ
ｍ
コ
ｍ
～
』
（東
京
に
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
い
ら
な
い
ネ
ッ
ト

“
０
３
・３
３
３
０
・３
０
１
６
　
５
０
０
円
）
を
お
求
め
く
だ
さ
い
。
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葛
飾
ビ
ラ
弾
圧
事
件
は
、
は
じ
め
か
ら
、
異
常

な
形
で
進
行
し
た
。
荒
川
さ
ん
は
東
京
都
葛
飾
区

議
団
の
議
会
報
告
と
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
、
返
信
用

封
筒
な
ど
を
住
民
に
配
布
し
て
い
た
。
そ
れ
ら
は

１０
万
枚
も
印
刷
さ
れ
、
地
域

一
円
の
各
家
庭
の
ポ

ス
ト
に
届
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
０４
年
１２
月
２３

日
、
オ
ー
ト
ロ
ッ
ク
で
な
い
開
放
型
の
マ
ン
シ
ョ

ン
で
ド
ア
ポ
ス
ト
に
配
布
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
あ

る
住
人
が

「共
産
党
の
ビ
ラ
を
ま
い
て
い
る
」
と

１
１
０
番
通
報
し
た
。
こ
れ
を
受
け
た
警
視
庁
の

係
官
は
、
殺
人
な
ど
重
大
事
件
対
応
の
赤

い
ボ
タ

ン
を
押
し
た
。
警
視
庁
公
安
部
刑
事
と
亀
有
警
察

署
の
刑
事
課
長
、
次
長
を
先
頭
に
多
数
の
警
官
が

急
行
、
荒
川
さ
ん
は
住
人
に
よ
る

「現
行
犯
逮
捕
」

を
で
っ
ち
あ
げ
ら
れ
、
亀
有
署
で
手
錠
に
腰
縄
を

打
た
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
。
翌
日
、
家
宅
捜
索
、

正
月
を
は
さ
ん
で
２３
日
間
も
勾
留
さ
れ

「住
居
侵

入
」
で
起
訴
さ
れ
、
裁
判
に
か
け
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

毎
日
、
全
国
で
何
千
も
の
人
が
マ
ン
シ
ョ
ン
に

立
ち
入

っ
て
ビ
ラ
や
さ
ま
ざ
ま
な
文
書
類
を
私
人

の
ポ
ス
ト
に
届
け
て
い
る
な
か
で
、
な
ぜ
荒
川
さ

ん
だ
け
が
逮
捕
さ
れ
、
裁
判
に
か
け
ら
れ
な
け
れ

ば
な
ら
な

い
の
か
、
誰
も
が
疑
間
と
不
信
を
持

つ

こ
と
を
、
警
察

・
検
察
は
敢
行
し
た
。
東
京
地
裁

は
、
立
ち
入
り
目
的
の
客
観
的

・
主
観
的
内
容
、

具
体
的
状
況
を
詳
細
に
検
討
し
、
マ
ン
シ
ョ
ン
ヘ

の
ビ
ラ
配
布
そ
の
も
の
を
禁
じ
る
こ
と
は
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
遮
断
す
る
不
当
な
こ
と
で
あ
る

と
し
て
、
集
合
ポ
ス
ト
ヘ
の
配
布
は
無
条
件
に
合

法
と
し
た
う
え
で
、
ド
ア
ポ
ス
ト
に
届
け
る
行
為

も

「処
罰
の
対
象
と
す
る
社
会
通
念
は
、
い
ま
だ

確
立
し
て
い
な
い
」
と
し
て
無
罪
判
決
を
行

っ
た
。

ほ
ぼ
す
べ
て
の
全
国
紙

・
地
方
紙
は
こ
の
判
決
を

支
持
し
、
多
く
は
警
察
の
投
査
そ
の
も
の
を
批
判

し
た
。

こ
れ
に
対
し
て
東
京
高
裁
は
、
事
実
審
理
を
ほ

と
ん
ど
行
う
こ
と
も
な
く
、
重
大
な
事
実
認
定
を

変
更
し
、
罰
金
５
万
円
の
有
罪
判
決
を
下
し
た
。

個
人
の
ポ
ス
ト
に
届
け
ら
れ
た
ビ
ラ
を
読
む
読

ま
な
い
は
本
人
が
判
断
す
る
こ
と
で
あ
り
、
第
三

者
が
配
布
を
禁
止

・
阻
止
す
る
と
い
う
こ
と
自
体

が
も
と
も
と
反
社
会
的
な
行
為
で
あ
る
。
ま
し
て
、

他
の
居
住
者
の
ポ
ス
ト

ヘ
の

一
切
の
ビ
ラ
配
布
を

禁
止
す
る
こ
と
が
全
員
の
総
意
に
な

っ
て
い
る
マ

ン
シ
ョ
ン
な
ど
こ
の
世
に
あ
ろ
う
は
ず
が
な
い
。

選
挙
公
報
も
配
布
さ
せ
な
い
、
停
電
の
お
知
ら
せ

も
、
水
道
工
事
に
よ
る
濁
り
水
の
お
知
ら
せ
も
配

ら
せ
な
い
、
ひ

つ
た
く
り
犯
罪

へ
の
注
意
チ
ラ
シ

も
配
ら
せ
な
い
、
近
隣
の
工
事
説
明
会
の
案
内
も

配
ら
せ
な
い
等
々
、
そ
ん
な
意
思
を
全
て
の
住
民

が
持

っ
て
い
る
と

い
う
、
あ
り
え
な

い

「事
実
」

を
断
定
し
、
そ
れ
を
根
拠
に
東
京
高
裁
は
ビ
ラ
配

布
を
犯
罪
行
為
に
し
た
て
あ
げ
た
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
最
高
裁
は
不
当
に
も
１１
月
３０
日
に
判

決
を
言
い
渡
す
と
通
知
し
て
き
た
。
私
た
ち
は
最

後
ま
で
荒
川
さ

ん
に
無
罪
を
宣

告

す

る

よ

つヽ
求

め

て

い
く
。

最
高
裁
が
判

決
を
下
す
こ
と

で
、
裁
判
闘
争

は

一
つ
の
区
切

り
を
迎
え
る
。
そ
し
て
不
当
な

「
判
例
」
を
も

っ

て
後
世
を
制
約
し
よ
う
と
す
る
勢
力
も
あ
る
だ
ろ

う
。
し
か
し
、
東
京
一局
裁
が
断
定
し
た
よ
う
な
、

必
要
な
ビ
ラ
で
あ

っ
て
も
す
べ
て
配
布
を
禁
止
す

る
総
意
が
あ
る
集
合
住
宅
な
ど
は
日
本
社
会
に
は

実
際
に
は
存
在
し
な
い
の
で
あ
る
。

な
に
よ
り
も
、
人
間
が
言
葉
を
発
す
る
こ
と
を

禁
止
で
き
な
い
の
と
同
じ
で
、
必
要
不
可
欠
な
表

現
手
段
で
あ
る
ビ
ラ
配
布
を
止
め
る
こ
と
は
だ
れ

に
も
で
き
な
い
。
東
京
高
裁
の
不
当
判
決
が
あ

っ

た
日
も
次
の
日
も
全
国
の
集
合
住
宅
で
ビ
ラ
配
り

は
行
な
わ
れ
て
き
た
。

国
民
生
活
の
実
情
か
ら
遊
離
し
た
判
例
は
、
ど

う

い
う
形
で
あ
れ
歴
史
の
中
で
否
定
さ
れ
葬
り
去

ら
れ
る
こ
と
は
間
違

い
な
い
。
私
た
ち
は
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
活
発
な
社
会
、
人
間
と
し
て
の

要
求

・
主
張
、
共
生
の
希
望
が
あ
る
限
り
、
決
し

て
言
論
活
動
を
や
め
る
こ
と
は
な
い
。
表
現
の
自

由
を
阻
む

「自
己
規
制
」
の
流
れ
に
組
み
す
る
こ

と
は
決
し
て
な
く
、
ビ
ラ
配
布
の
自
由
を
守
る
た

た
か
い
は
続
く
。

（こ
ま
つ
。
し
ん
や
、
ビ
ラ
配
布
の
自
由
を
守
る
会
）

最高裁前で要請行動 (2009年 10月 1日 )

26市民の意見 N0117 2009/12/1



非
暴
力
に
よ
る

紛
争
解
決
が
最

も
現
実
的
だ

１０
月
２３
日
読
者
懇
議
会
の
報
告

今
回
の
読
者
懇
談
会
は
、
１０
月
２３
日
、
ピ
ー
プ

ル
ズ

・
プ
ラ
ン
研
究
所
で
前
号
に

「非
暴
力
が
平

和
を

つ
く
る
」
を
執
筆
し
て
い
た
だ
い
た
大
畑
豊

さ
ん
の
お
話
を
う
か
が

っ
た
。

大
畑
さ
ん
の
話
は

「非
暴
力
に
よ
る
紛
争
解
決

こ
そ
最
も
現
実
的
だ
」
と
の
レ
ジ

ュ
メ
と
ス
リ
ラ

ン
カ
で
の
自
ら
の
活
動
の
ス
ラ
イ
ド
を
も
と
に
非

暴
力
平
和
隊

（Ｎ
Ｐ
）
の
成
立
過
程
や
実
践
、
思

想
的
背
景
、
課
題
な
ど
多
岐
に
わ
た
り
ま
し
た
。

Ｎ
Ｐ
の
活
動
は
、
１
９
９
９
年
、
世
界
か
ら

約
１
万
人
が
集
ま

っ
た

ハ
ー
グ
平
和
市
民
会
議

で
、
「
マ
ソ
ボ
で
空
爆
が
続

い
て
い
る
の
に
会
議

だ
け
し
て
い
て
い
い
の
か
」
と
い
う
緊
迫
感
の
な

か
、
世
界
か
ら
す
で
に
非
暴
力
介
入
の
活
動
を
し

て
い
る
Ｎ
Ｇ
Ｏ
な
ど
が
主
催
し
た
分
科
会
で
提
案

さ
れ
た
。、

フ
ィ
リ
ピ

ン
の
ミ
ン
ダ
ナ
オ
、
ス
リ
ラ

ン
カ
な
ど

３０

ヶ
国
か
ら
４０
人
を
派
遣
し
て
い
る
。

市
民
に
よ
る
非
暴
力
介
入
の
歴
史
は
ガ
ン
デ
イ
ー

が
提
唱
し
た

「
シ
ャ
ン
テ
イ
・セ
ー
ナ
」
（非
武
装
・

非
暴
力
の
平
和
隊
）
が
起
源
。
１
９
８
０
年
代
か
ら

世
界
各
地
で
盛
ん
に
実
践
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。

市
民
に
よ
る
非
暴
力
平
和
活
動
を
担

っ
て
い
る

の
は
Ｐ
Ｂ
Ｉ

（国
際
平
和
旅
団
、
１
９
８
１
年
設
一こ

な
ど
世
界
に
約
２０
ぁ
り
、
大
畑
さ
ん
は
Ｐ
Ｂ
Ｉ
の

体
験
者
Ｎ
Ｐ
は
、
開
発
援
助
Ｎ
Ｇ
Ｏ
な
ど
と
違

っ

て
家
や
学
校
を
建
て
た
り
、
そ
の
成
果
は
日
に
見

え
る
も
の
で
は
な
い
、
モ
ノ
も
金
も
も

つ
て
い
か

な
い
の
で
現
地
の
人
か
ら
「何
を
し
に
き
た
の
か
」

と
当
初
は
よ
く
聞
か
れ
た
。

Ｎ
Ｐ
の
活
動
の
指
針
と
し
て
、
①
紛
争
当
事
者

か
ら
の
要
請
　
②
政
治
的
中
立
性
③
多
文
化
、
多

民
族
の
チ
ー
ム
の
派
遣
　
④
紛
争
当
事
者
の
自
決

権
尊
重
、
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。
ま
た
依
存
体
質

を
つ
く
ら
な
い
よ
う
な
る
べ
く
抑
制
的
に
活
動
し

て
い
る
。

具
体
的
活
動
と
し
て
は
「護
衛
的
同
行
」
と
い
っ

て
生
命
の
安
全
が
脅
か
さ
れ
て
い
る
人

（活
動
家
、

難
民
等
）
に
同
行
し
生
命
を
守
る
活
動
。
「
モ
ニ
タ

リ
ン
グ
」
で
は
、
集
会

・
ス
ト
ラ
イ
キ
な
ど
で
妨

害
さ
れ
な
い
よ
う
世
界
の

「
日
」
と
し
て
立
ち
会

い
、
人
権
侵
害
は
世
界
に
知
ら
れ
て
し
ま
う
こ
と

を
示
す
。
活
動
家
の
暗
殺
予
告
、
不
当
逮
捕
な
ど

が
行
な
わ
れ
た
場
合
、
抗
議
の
メ
ー
ル
、
フ
ア
ツ

ク
ス
な
ど
を
世
界
の
支
援
者
が
発
信
す
る

「緊
急

行
動
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
が
あ
る
。
永
ら
く
続
く
紛

争
地
で
は
平
和

・
非
暴
力
の
文
化
を
育
む
た
め
に

教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
提
供
な
ど
も
行
う
。

Ｎ
Ｐ
の
課
題
の

一
つ
は
資
金
獲
得
が
困
難
な
こ

と
で
あ
る
。
Ｎ
Ｐ
は
大
規
模
派
遣
を
す
る
た
め
に

設
立
さ
れ
、
２
千
人
規
模

の
派
遣
を
目
標
に
し

て
い
る
が

（他
団
体
は
数
人
～
２
、
３
０
人
程
度
）、
現

在
は
わ
ず
か
４０
名
程
度
。
Ｎ
Ｐ
メ
ン
バ
ー
は
ボ
ラ

ン
テ
イ
ア
で
は
な
く
有
給

（月
給
８
万
円
程
）
で
あ

る
。
２
千
人
が
１
年
間
の
活
動
を
実
行
す
る
の
に

８０
億
円
か
か
る
。
そ
れ
に
対
し
て
世
界
の
軍
事
費

は
２
０
０
８
年
で
１
時
間
当
た
り
１
６
７
億
円
費

や
さ
れ
る

（Ｆ
ｌ５
戦
闘
機
１
機
は
１
０
０
億
円
）
の
で
、

は
る
か
に
安

い
。
「
最
も
高
価
な
平
和
維
持
作
戦

は
、
最
も
安
い
戦
争
よ
り
全
然
費
用
が
か
か
ら
な

い
」
（コ
フ
イ
ー
ア
ナ
ン
前
国
連
事
務
総
長
）
の
だ
。

も
の
事
の
決
め
方
は
、
特
に
Ｐ
Ｂ
Ｉ
は
、
全
員

一
致
。
だ
か
ら
ミ
ー
テ
イ
ン
グ
が
長
い
、
ど
の
批

判
も
。
洗
濯
の
仕
方
で
採
め
て
１
週
間
議
論
し
た

こ
と
も
あ
る

（笑
）。
Ｎ
Ｐ
で
は
メ
ン
バ
ー
は
書

類
審
査
、
電
話
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
な
ど
を
通
し
て
選

考
さ
れ
、
２
ヶ
月
間
の
訓
練
を
の
あ
と
、
派
遣
さ

れ
る
。

話
の
後
に
は
矢
継
ぎ
早
の
質
問
、
応
答
が
つ
づ

き
ま
し
た
。

大
畑
さ
ん
の
話
で
考
え
さ
せ
ら
れ
た
の
は
、
「非

暴
力
」
と

「政
治
的
中
立
」
の
関
係
に
つ
い
て
で
す
。

ス
リ
ラ
ン
カ
の
シ
ン
ハ
ラ
人
が
多
数
派
の
国
家
で

少
数
派
の
タ
ミ
ー
ル
人
地
域
で
の
活
動
や
、
デ
モ

か
ら
距
離
を
置
い
て
ゼ
ッ
ケ
ン
を
つ
け
て
監
視
し

た
り
、
人
権
派
の
弁
護
士
を
暗
殺
か
ら
守
る
た
め

に
移
動
中
共
に
移
動
し
ガ
ー
ド
す
る
な
ど
の
活
動

を
み
て
頭
が
下
が
る
思
い
が
し
ま
し
た
。
当
事
者

に
な
ら
な
い
こ
と
で
結
果
と
し
て
支
配
勢
力
で
あ

る
国
家
、
軍
隊
の
暴
力
を
抑
止
す
る
効
果
を
発
揮

す
る
こ
と
も
理
解
で
き
ま
し
た
。

（吉
田
和
雄
　
本
誌
編
集
委
員
）
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布
ス
の
声
モ

原
発
の
廃
上
を

今
井

丈
夫

■
私
が
原
発
問
題
に
関
わ
る
よ
う
に
な
っ
た

き

っ
か
け

私
が
原
発

の
問
題
に
関
わ
る
よ
う
に
な

っ
た

き

っ
か
け
は
１
９
８
６
年
の
旧
ソ
連

・
チ
ェ
ル
ノ

ブ
イ
リ
事
故
で
し
た
。
当
時
私
は
中
学
生
で
し
た

が

「
原
発
」
が
ど
ん
な
も
の
な
の
か
は
知
ら
ず
、

た
だ
事
故
を
報
じ
る
新
聞

の
大
き
な
見
出
し
か

ら

「何
か
大
き
な
災

い
が
起
き
た
の
だ
ろ
う
」
と

い
う
印
象
は
強
く
記
憶
に
残
り
ま
し
た
。
そ
れ
か

ら
２
年
後
、
四
国
電
力

・
伊
方
原
発
の
出
力
調
整

運
転
を
き

っ
か
け
に
し
て
反
原
発
運
動
が
全
国
的

に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
私
は
広
瀬
隆
さ
ん
の
文

庫
本

「東
京
に
原
発
を
」
を
読
み
、
ひ
ど
く
衝
撃

を
受
け
ま
し
た
。
実
際
に
広
瀬
さ
ん
の
講
演
会
に

行

っ
て
話
を
聞
い
て
更
に
シ
ョ
ツ
ク
を
受
け
ま
し

た
。
「
な
ぜ
こ
ん
な
に
も
危
険
な
原
発
を
平
気
で

運
転
し
て
い
る
の
か
？
」
と
社
会
に
不
信
感
を
持

つ
よ
う
に
さ
え
な
り
ま
し
た
。

当
時
の
反
原
発
運
動
の
盛
り
上
が
り
は
相
当
な

も
の
で
し
た
が
、
や
が
て
収
ま

っ
て
い
き
ま
し
た
。

な
ぜ
収
ま

つ
て
し
ま

っ
た
の
か
は
よ
く
分
か
り
ま

せ
ん
が
、　
一
方
で
原
発
の
建
設
は
進
め
ら
れ
て
い

き
ま
す
。
私
の
中
で
は
い
つ
起
こ
る
か
も
し
れ
な

い
原
発
事
故
に
対
す
る
恐
怖
感
と
い
う
の
は
常
に

あ
っ
て
、
原
発
を
止
め
る
た
め
に
何
か
で
き
な
い

だ
ろ
う
か
と
い
う
思
い
が
頭
の
片
隅
に
ず

っ
と
あ

り
ま
し
た
。

１
９
９
５
年
に
高
速
増
殖
炉
も
ん
じ
ゅ
が
ナ
ト

リ
ウ
ム
漏
洩
事
故
を
起
こ
し
ま
し
た
。
そ
れ
を

き

っ
か
け
に
た
ん
ぽ
ぽ
舎
と
広
瀬
隆
さ
ん

・
藤
田

祐
幸
さ
ん
な
ど
が

「
い
ろ
り
ば
た
会
議
」
と
い
う

学
習
会
を
始
め
ま
し
た
。
こ
の
い
ろ
り
ば
た
会
議

の
存
在
を
知

っ
た
私
は
時
々
会
に
参
加
す
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
顔
を
出
し
て
い
る
う
ち
に
た
ん

ぼ
ぽ
舎
の
柳
田
さ
ん
か
ら

「ち
ょ
つ
と
手
伝

っ
て

く
れ
な
い
で
す
か
」
と
声
を
か
け
ら
れ
て

「
い
い

で
す
よ
」
と
手
伝
う
よ
う
に
な
り
、
そ
の
う
ち
気

が
つ
い
た
ら
こ
の
学
習
会
の
中
心
的
ス
タ
ッ
フ
に

な
っ
て
い
た
の
が
現
在
と
い
う
感
じ
で
す
。

■
新
し
い
運
動
の
盛
り
上
が
り

私
が
い
ろ
り
ば
た
会
議
を
手
伝
う
よ
う
に
な
っ

て
か
ら
１０
年
く
ら
い
に
な
り
ま
す
が
、
そ
の
間
に

も

「
東
海
村
臨
界
事
故
」
や

「
ひ
び
割
れ
隠
し

発
覚
に
よ
り
東
京
電
力
の
原
発
全
１７
基
が
停
止
」
、

「柏
崎
刈
羽
原
発
を
直
撃
し
た
中
越
沖
地
震
」
な

ど
、
様
々
な
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
ど
れ
も
原
発

政
策
を
見
直
さ
せ
る
の
に
十
分
な
出
来
事
だ
と
思

う
の
で
す
が
、
残
念
な
が
ら
そ
う
は
な
り
ま
せ
ん

で
し
た
。

こ
の
間
運
動
を
や

つ
て
い
て
感
じ
て
い
た
の
が
、

若

い
人
が
な
か
な
か
増
え
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

そ
も
そ
も
私
の
世
代

（３０
代
半
ば
）
で
は
こ

つヽ
い
っ

た

「政
治
的
な
」
問
題
に
取
り
組
も
う
と
い
う
人

は
あ
ま
り
い
な
か

っ
た
の
で
す
が
、
し
か
し
運
動

の
側
に
も
若
い
人
が
参
加
す
る
き

っ
か
け
と
な
る

た
め
の
何
か
が
足
り
な
か

っ
た
の
だ
ろ
う
と
思
い

ま
す
。

最
近
、
そ
ん
な
情
勢
が
変
わ

っ
て
き
ま
し
た
。

き

っ
か
け
は
青
森
県

・
六
ヶ
所
再
処
理
工
場
を
め

ぐ
る
人
々
を
映
像
に
収
め
た
映
画

「
六
ヶ
所
村
ラ

プ
ソ
デ
イ
ー
」
（鎌
仲
ひ
と
み
監
督
）
と
、
立
邑
査
家
・

坂
本
龍

一
さ
ん
の

「
ス
ト

ッ
プ

。
ロ
ッ
カ
シ
ョ
」

の
呼
び
か
け
で
し
た
。
こ
れ
ら
を
き

っ
か
け
に
し

て
原
子
力
の
問
題
に
多
く
の
若

い
人
た
ち
が
関
心

を
持

つ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

新
し
く
運
動
に
加
わ

っ
た
人
た
ち
に
よ
る
新
し

い
活
動
も
増
え
て
き
て
い
ま
す
。
従
来
の
講
演
主

体
の

「集
会
」
形
式
と
は
違

い
、
音
楽
ラ
イ
ブ
に

ト
ー
ク
を
交
え
た
イ
ベ
ン
ト
形
式
や
、
カ
フ
ェ
や

お
茶
会
の
よ
う
に
参
加
者
が
気
軽
に
話
し
合
う
雰

囲
気

の
会
、
デ

モ
も
や
わ
ら
か

い
音
楽
や
サ
ン

バ
を
取
り
入
れ

た
パ
レ
ー
ド
に

し
た
り
と
、
活

動

自

体

に

も

色

々
と
新
し
い

試

み
が
な
さ
れ

て
い
ま
す
。

10月 4日 「Beeis Care vO11六ヶ所からみ

つめる未来」
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■
情
報
を
丁
事
に
伝
え
る
こ
と
が
大
切

だ
か
ら
と
い
つ
て
、
従
来
の
運
動
が
駄
日
だ
と

い
う
訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
長
年
の
運
動
に
よ
る

知
識

・
経
験
の
蓄
積
は
強
い
武
器
で
あ
る
は
ず
だ

と
思
う
の
で
す
。

そ
れ
は
最
近
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
見
て
い
て
強

く
感
じ
ま
す
。
先
日
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ス
ペ
シ
ャ
ル

「原
発

解
体
」
が
放
送
さ
れ
ま
し
た
が
、
寿
命
を
終
え
た

原
発
の
解
体
作
業
の
困
難
さ
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

で
多
く
の
反
応
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
Ｎ
Ｕ
Ｍ
Ｏ

（原
子
力
環
境
整
備
機
構
）
が
大
金
を
投
じ
た

「電

気
の
廃
棄
物
」
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
対
し
て
は
、
行

き
場
の
な
い
核
の
ゴ
ミ
に
つ
い
て
反
応
が
あ
り
、

ま
た
Ｎ
Ｕ
Ｍ
Ｏ
の
一
方
的
な
主
張
と
Ｔ
Ｖ
番
組

一
つ

を
丸
ご
と
買
い
取
る
よ
う
な
手
法
に
対
し
て
も
か

な
り
の
反
発
の
声
が
出
て
い
ま
し
た
。
ま
た
先
日

渋
谷
を
首
都
高
速
道
路
を
走
り
抜
け
た
高
速
増
殖

炉
も
ん
じ
ゅ
の
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
燃
料
輸
送
に
対
し

て
も
、
思
い
の
ほ
か
多
く
の
反
応
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
こ
と
は
従
来
の
運
動
の
中
で
は
必
ず

し
も
新
し
い
話
題
で
も
な
か
っ
た
筈
で
す
が
、

一

般
に
広
く
知
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
も
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
だ
か
ら
こ
そ
、
こ
う
い
っ
た
情
報
を

丁
寧
に
伝
え
て
い
く
こ
と
が
大
事
な
ん
だ
と
思
い

直
し
ま
し
た
。
今
で
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と
い
う
、

市
民
が
情
報
を
伝
え
る
た
め
の
便
利
な
ツ
ー
ル
が

あ
る
の
で
す
か
ら
、
あ
と
は

「丁
寧
に
、
分
か
り

や
す
く
」
伝
え
る
努
力
を
す
れ
ば
い
い
わ
け
で
す
。

例
え
ば
、
中
国
電
力
の
上
関
原
発
建
設
計
画
に

反
対
し
て
２７
年
間
漁
業
権
を
売
ら
ず
に
た
た
か
っ

て
き
た
祝
島
の
島
民
の
活
動
を
、
私
た
ち
は
東
京

の
三
大
紙
や
Ｔ
Ｖ
で
見
る
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
が

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
は
詳
し
く
知
る
こ
と
が
出
来

る
の
で
す
。

Ｅ
民
主
党
政
権
に
な

っ
て
原
発
政
策
は
？

先
の
８
月
の
衆
議
院
選
挙
で
、
自
民
党
か
ら
民

主
党
へ
と
政
権
が
変
わ
り
ま
し
た
。
民
主
党
は
マ

ニ
フ
ェ
ス
ト
で
は
原
発
に
つ
い
て

「安
全
を
第

一
と

し
て
、
国
民
の
理
解
と
信
頼
を
得
な
が
ら
、
原
子

力
利
用
に
つ
い
て
着
実
に
取
り
組
む
」
と
し
て
い

ま
す
。
民
主
党
の
掲
げ
て
い
る
ス
ロ
ー
ガ
ン
や
鳩

山
首
相
の
所
信
表
明
演
説
の

「ム
ダ
事
業
カ
ッ
ト
」

「
コ
ン
ク
リ
ー
ト
か
ら
人
へ
」
「核
の
な
い
世
界
」
と

い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
か
ら
す
れ
ば
、
原
発

・
核
燃
料

サ
イ
ク
ル
は
当
然
止
め
る
こ
と
に
な
る
と
思
う
の

で
す
が
、
今
の
と
こ
ろ
は
Ｃ
０
２
削
減
策
と
し
て
原

発
を
推
進
、
事
故
で
１０
年
以
上
止
ま
っ
て
い
る
高

速
増
殖
炉
も
ん
じ
ゅ
も
推
進
、
そ
れ
ど
こ
ろ
か
環

境
大
臣
が
率
先
し
て
原
発
推
進
発
言
を
す
る
と
い

う
あ
り
さ
ま
で
す
。

一
方
で
、
政
策
の
細
か
い
レ
ベ
ル
で
は

「独
立

性
の
高
い
原
子
力
安
全
規
制
委
員
会
を
創
設
す
る

と
と
も
に
、
住
民
の
安
全
確
保
に
関
し
て
国
が
責

任
を
持
っ
て
取
り
組
む
体
制
を
確
立
し
ま
す
」
と

い
う
記
述
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
た
り
も
す
る
の
で
、

市
民
と
し
て
は
こ
の
辺
を
何
と
か
原
発
政
策
見
直

し
の
足
が
か
り
に
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
で
し
ょ

う
。
事
業
仕
分
け
等
の
政
策
を
見
る
と
、
少
し
ず

つ
で
す
が
市
民
の
声
が
入
る
余
地
が
出
て
き
て
い

る
よ
う
に
思
え
ま
す
し
、
民
主
党
は
原
発
推
進
の

議
員
ば
か
り
と
い
う
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、

市
民
か
ら
の
働
き
掛
け
と
今
後
の
情
勢
に
よ
っ
て

は
原
発
政
策
も
見
直
し
の
チ
ャ
ン
ス
が
な
い
と
は

言
い
切
れ
な
い
と
思
い
ま
す
。

で
は
、
も
し
原
発
で
大
事
故
が
起
き
た
ら

ど
の
く
ら
い
の
被
害
が
出
る
か
？
こ
の
試
算
は

１
９
５
９
年
に
科
学
技
術
庁
が
原
子
力
産
業
会
議

に
依
頼
し
た

「大
型
原
子
炉
の
事
故
の
理
論
的
可

能
性
及
び
公
衆
損
害
額
に
関
す
る
試
算

（委
託
調

査
報
告
書
と

が
あ
り
ま
す
。
試
算
結
果
は
、
金
額

で
は
当
時
の
国
家
予
算
の
２
倍
の
損
害
額
で
す

（国

の
一
般
会
計
１
兆
７
０
０
０
億
円
の
２
倍
に
当
た

る
３
兆
７
０
０
０
億
円
）。
死
亡
者
数
は
気
象
条
件

に
よ
り
最
悪
で
７
２
０
人
。
設
定
と
し
て
は

「出

力
５０
万
キ
ロ
ワ
ッ
ト
の
発
電
所
か
ら
２
％
の
放
射

能
が
漏
れ
た
場
合
」
な
の
で
現
在
か
ら
見
る
と
相

当
甘
め
の
設
定
で
、
被
害
算
定
も
甘
い
と
思
い
ま

す
が
、
そ
れ
で
も

「国
家
予
算
の
２
倍
」
で
す
。

こ
の
試
算
の
存
在
自
体
が
長
い
問
公
開
さ
れ

な
か
っ
た
の
で
す
が
、
こ
れ
は
５０
年
前
の
試
算
で

す
か
ら
、
現
在
の
状
況
で
ど
の
く
ら
い
の
損
害
が

出
る
か
計
算
し
直
す
必
要
が
あ
る
で
し
ょ
う
。
そ

の
う
え
で
、
あ
ら
ゆ
る
面
で
原
発
の
メ
リ
ッ
ト
と

デ
メ
リ
ッ
ト
を
並
べ
て
判
断
し
た
と
き
、
果
た
し

て
ど
れ
だ
け
の
人
が
原
発
を
選
択
す
る
で
し
ょ
う

か
？
市
民
の
声
が
原
発
を
止
め
る
時
代
は
も
う
す

ぐ
だ
と
私
は
思
っ
て
い
ま
す
。

（い
ま
い
。た
け
お
、
た
ん
ぽ
ぽ
舎
、
い
ろ
り
ば
た
会
議
）
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●
イ
ス
ラ
エ
ル
の
映
画
監
督
ア
リ
は
、
２０
数
年
前

の
レ
バ
ノ
ン
戦
争

（注
１
）
に
参
加
し
た
友
人
か

ら
、
猛
犬
の
群
れ
に
追

い
か
け
ら
れ
る
悪
夢
の
話

を
聞
か
さ
れ
る
。
ア
リ
自
身
は
自
分
の
戦
場
体
験

の
記
憶
が
、
あ
る
時
点
で
ぶ

っ
つ
り
途
切
れ
て
い

る
こ
と
に
気
づ
く
。
失
わ
れ
た
記
憶
を
求
め
て
同

じ
時
期
に
経
験
を
共
に
し
た
戦
友
た
ち
を
訪
ね
歩

い
た
末
に
、
彼
は
恐
ろ
し
い
場
面
に
再
会
す
る
。

●
精
級
な
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
に
よ

っ
て
美
し
く
再

現
さ
れ
て
い
る
の
で
劇
映
画
を
見
て
い
る
よ
う
な

脚本 ・監督 ・製作/ア リ・フォルマン 美 術監督 ・イラストレーター/デ イヴィッド・ポロ

ンスキー ア ニメーション/ヨ ニ ・グッドマン 原 題/Waltz wlh Bash+ 2008年 イスラ

エル映画 90分  カ ンヌ国際映画祭正式出品、ゴールデン・グローブ賞およびセザール賞最

優秀外国語映画賞、イスラエル ・アカデミー賞最優秀作品賞をはじめ6部 門受賞 11月 末よ

リシネスイッチ銀座ほか順次全国公開

気
持
ち
に
な
る
が
、
こ
れ
は
元
兵
士
た
ち
の
体
験

を
た
ど
る
ド
キ

ュ
メ
ン
タ
リ
ー
で
あ
る
。
個
々
の

兵
士
の
体
験
は
当
然
の
こ
と
な
が
ら
戦
争
の
ご
く

一
部
分
、　
一
断
面
だ
。

ハ
リ
ウ
ッ
ド
製
戦
争
映
画

の
よ
う
な
劇
的
な
場
面
は
な
く
、
散
文
的
で
、
し

ば
し
ば
超
現
実
的
で
さ
え
あ
る
。
原
題
の
「
バ
シ
ー

ル
と
の
ワ
ル
ツ
」
は
、
銃
弾
の
飛
び
か
う
中
で
機

関
銃
を
撃
ち
ま
く
り
な
が
ら
乱
舞
し
た
兵
士
の
挿

話
に
も
と
づ
く
。
バ
シ
ー
ル
は
、
当
時
の
レ
バ
ノ

ン
大
統
領
バ
シ
ー
ル

・
ジ

ュ
マ
イ

エ
ル
を
指
す
。

８２
年
９
月
、
右
翼
武
装
勢
力
の
カ
リ
ス
マ
だ

っ
た

彼
が
暗
殺
さ
れ
た
こ
と
が
、
サ
ブ
ラ
、
シ
ャ
テ
ィ
ー

ラ
の
虐
殺

（注
２
）
の
引
き
金
に
な

っ
た
。

●
侵
略
戦
争
の
歯
車
に
さ
れ
た
末
端
兵
士
の
回
想

と
い
う
点
で
、
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
は
も
ち
ろ
ん
、
今

日
の
イ
ラ
ク

・
ア
フ
ガ
ン
戦
争
に
駆
り
出
さ
れ
た

兵
士
た
ち
の
体
験
談
を
連
想
さ
せ
ら
れ
る
。
さ
ら

に
は
、
日
中
戦
争
で
の
日
本
兵
の
体
験
と
も
共
通

す
る
だ
ろ
う
。
南
京
虐
殺
の
体
験
者
の
声
が
右
翼

の
圧
力
で
減
殺
さ
れ
て
い
る
日
本
の
現
状
を
思
え

ば
、
イ
ス
ラ
エ
ル
で
こ
の
作
品
が
６
部
門
の
賞
を

取

っ
た
こ
と
は
注
目
に
値
す
る
。

●
左
派
知
識
人
か
ら
の

「
こ
こ
に
は
言
葉
を
持
つ

ア
ラ
ブ
人
が
描
か
れ
て
い
な
い
」
と
い
う
批
判
に

対
し
て
、
フ
オ
ル
マ
ン
監
督
は
イ
ン
タ
ヴ
ュ
ー
で
、

「
私
は
こ
れ
か
ら
も
ア
ラ
ブ
の
視
点
か
ら
の
映
画

を
作
る
こ
と
は
絶
対
に
な
い
。
そ
れ
を
作
る
の
は

ア
ラ
ブ
入
自
身
で
あ
る
べ
き
だ
」
と
語

っ
て
い
る
。

そ
の
姿
勢
は
半
ば
理
解
で
き
る
と
し
て
も
、
加
害

者
と
し
て
の
イ
ス
ラ
エ
ル
人
の
倫
理
責
任
を
問
う

こ
と
は

「
ア
ラ
ブ
の
視
点
」
か
ら
で
な
く
と
も
可

能

で
は
な

い
の
か
、
と
訊

い
て
み
た

い
。
イ
ス
ラ

エ
ル
人

の
良
心
に
は
、
ど
こ
か
で
線
が
引
か
れ
な

け
れ
ば
な
ら
な

い
事
情
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。

●
こ
の
作
品
は
０８
年
米

ア
カ
デ
ミ
ー
賞
外
国
語
映

画
賞
を
日
本
映
画

「
お
く
り
び
と
」
と
争

っ
た
こ

と
で
も
知
ら
れ
る
が
、
評
判
が
高
か

っ
た
に
も
拘

ら
ず
大
手
配
給
会
社
が
ど
こ
も
引
き
受
け
る
の
を

渋

っ
た
結
果
、
よ
う
や
く
単
館
系

の
公
開
に
こ
ぎ

つ
け
た
と

い
う
。
テ
ー

マ
が
遠

い
国
の
話
で
深
刻

と

い
う
だ
け
で
敬
遠
さ
れ
、　
一
方

で
荒
唐
無
稽
な

超
大
作
や
感
動

の
大
安
売
り
が
横
行
す
る
の
が
日

本

の
文
化
状
況
で
あ
る
ら
し

い
。
東
京
映
画
祭
審

査
委
員
長

の
イ

ニ
ャ
リ
ト

ゥ
氏
は
、
「
映
画
祭

で

優
れ
た
作
品
を
見

つ
け
て
も
、
果
た
し
て
そ
れ
が

世
に
出
る
か
。　
一
番
気

の
毒
な
の
は
、
底

の
浅

い

映
画
し
か
見
ら
れ
な

い
観
客
だ
」
と
述
べ
た
と

い

つヽ

（１０
月
凱
日
朝
日
）。
同
感
だ
。

本
野
義
雄

（も
と
の
。
よ
し
お
、
本
誌
編
集
委
員
）

【注
１
】
レ
バ
ノ
ン
戦
争
　
レ
バ
ノ
ン
で
は
１
９
７
５
年

以
来
、
Ｐ
Ｌ
Ｏ

（パ
レ
ス
テ
ナ
解
放
機
構
）、
イ
ス
ラ
ム

教
シ
ー
ア
派

（ヒ
ズ
ボ
ラ
）
と
キ
リ
ス
ト
教
マ
ロ
ン
派
民

兵
と
の
間
で
内
戦
が
続
い
て
い
た
が
、
１
９
８
２
年
、
イ

ス
ラ
エ
ル
軍
が
介
入
、
マ
ロ
ン
派
政
権
を
支
援
す
る
た
め

首
都
ベ
イ
ル
ー
ト
に
侵
攻
し
た
。

【注
２
】
サ
ブ
ラ
、
シ
ャ
テ
ィ
ー
ラ
の
虐
殺
　
同
年
９
月

‐６
日
イ
ス
ラ
エ
ル
軍
は
西
ベ
イ
ル
ー
ト
の
２
つ
の
パ
レ

ス
チ
ナ
難
民
キ
ャ
ン
プ
を
包
囲
、
３
日
間
に
わ
た
リ
マ
ロ

ン
派
民
兵
グ
ル
ー
プ
が
キ
ャ
ン
プ
内
で
無
抵
抗
の
難
民

を
殺
害
す
る
の
を
黙
認
し
た
。
犠
牲
者
は
３
０
０
０
人
以

上
と
い
わ
れ
る
。
国
際
的
に
も
非
難
が
高
ま
り
、
イ
ス
ラ

エ
ル
の
シ
ャ
ロ
ン
国
防
相

（当
時
）
は
辞
任
し
た
。
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ン
ジ
ー
の
危
険
な
平

法
』

・
ダ
グ
ラ
ス

，
ラ
ミ
ス
／
集
英
社
／
６
８
０
円
十
税
）

野
澤

信

一

本
書
は
、
世
界
に
知
ら
れ
て
い
な
い
、
と
い
う

よ
り
も
無
視
さ
れ
て
き
た
マ
ハ
ト
マ
・
ガ
ン
ジ
ー

の
社
会
ビ
ジ

ョ
ン
を
、
現
代
に
紹
介
す
る
画
期
的

な
書
で
あ
る
。
ま
た
ガ
ン
ジ
ー
の

「非
暴
力
」
に

関
す
る
言
動
を
具
体
的
に
辿
り
な
が
ら
、
世
間
の

抜
き
が
た
い
暴
力

・
軍
事
力
信
仰
に
対
す
る
冷
静

で
論
理
的
か
つ
具
体
的
な
著
者
の
反
論
が
随
所
に

顔
を

の
ぞ
か
せ
る
な
ど
、
日
本
の

「
平
和
憲
法
」

に
対
す
る
深

い
共
感
に
溢
れ
た
珠
玉
の

一
冊
で
あ

Ｚつ
。非

暴
力
不
服
従
運
動
を
通
し
て
ガ
ン
ジ
ー
が
イ

ギ
リ
ス
植
民
地
支
配
へ
の
抵
抗
運
動
を
指
導
し
、

イ
ン
ド
独
立
の
父
と
し
て
今
で
も
世
界
か
ら
尊
敬

と
親
愛
を
集
め
て
い
る
こ
と
、
投
獄
な
ど
の
弾
圧

を
受
け
な
が
ら
も

「死
ま
で
の
断
食
」
を
繰
り
返

し
、
不
屈
の
精
神
で
周
囲
の
説
得
に
努
め
た
こ

と
、
「
臆
病

が
最
悪
だ
」

と

厳

し

く

精

神

の
覚

醒
を
促
し
、

自

ら

厳

格

な

菜

食

主

田
■

■

■

義
を
買
い
た
高
潔
な
人
柄
な
ど
に
つ
い
て
は
、
今

ま
で
も
多
く
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
語
ら
れ
、
広
く
知

ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
そ
れ
ほ
ど
ま
で
に
非
暴

力
と
自
立
を
訴
え
た
ガ
ン
ジ
ー
が
目
指
し
た
具
体

的
な
社
会
像
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
。

「
国
家
は
、
濃
縮
し
組
織
し
た
暴
力

で
あ
る
」

と
述
べ
る
ガ
ン
ジ
ー
は
、
決
し
て
楽
天
的
な
理
想

主
義
者
で
は
な
か

っ
た
。
し
か
し
、
社
会
を
作
る

力
は
究
極
的
に

「人
の
心
」
で
あ
り

「人
の
意
思
」

で
あ
る
と
考
え
て
い
た
ガ
ン
ジ
ー
は
、
道
徳
的
な

次
元
は
離
れ
て
も
、
人
の
心
ま
で
届
か
な
い
と
い

う
点
に
お
い
て
、
暴
力

・
軍
事
力
を
真

の

「力
」

と
認
め
な
か

っ
た
。

ガ
ン
ジ
ー
は

「植
民
地
支
配
を
支
え
て
い
る
も

の
は
イ
ン
ド
人
の
イ
ギ
リ
ス
ヘ
の
積
極
的
な
協
力

で
あ
り
、
協
力
を

一
斉
に
や
め
れ
ば
無
敵
の
大
英

帝
国
は
無
力
に
な
る
」
と
説
い
た
。
そ
し
て
そ
の

非
協
力

・
不
服
従
運
動
は
、
植
民
地
か
ら
脱
す
る

有
効
な
戦
略
と
し
て
受
け
入
れ
ら
れ
、
独
立
も
達

成
し
た
。
し
か
し
社
会
運
動
家
ガ
ン
ジ
ー
が
目
指

し
た
も
の
は
人
々
の
自
立
、
換
言
す
る
と
真
の
主

権
在
民
の
実
現
で
あ
り
、
植
民
地
解
放
と
独
立
は

そ
の
必
要
条
件
の

一
つ
で
あ
り
通
過
点
に
過
ぎ
な

か

っ
た
。
従

っ
て
、
植
民
地
解
放
の
廷
長
線
上
に

自
立
し
た
新
し
い
平
和
国
家
を
樹
立
す
る
こ
と
は
、

ガ
ン
ジ
ー
に
と

つ
て
は
当
然
の
帰
結
だ

っ
た
。

そ
の
社
会
構
造
と
は

「イ
ン
ド
の
７０
万
の
村
は

そ
れ
ぞ
れ
独
立
し
た
共
和
国
に
な
る
。
そ
の
上
に

全
国
を
つ
な
ぐ
組
織
は
あ
る
が
、
そ
れ
は
国
際
機

関
み
た
い
な
も
の
で
、
村
に
ア
ド
バ
イ
ス
は
で
き

る
が
命
令
す
る
権
限
は
な
い
」
と
い
う
破
天
荒
な

も
の
で
あ
る
。
自
給
自
足
可
能
な
衣
食
住
に
関
わ

る
多
様
な
職
業
と
立
法
、
行
政
、
司
法
に
至
る

殆
ど
全
て
の
機
能
を
自
立
的
に
持

つ
平
均
人
口

４
０
０
人
く
ら
い
の
当
時
の
伝
統
的
な
イ
ン
ド
の

村
を
、
そ
の
ま
ま

「共
和
国
」
に
す
る
と
い
う
。

現
在
の
中
央
集
権
的
な
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
型
の
近
代
国

家
を
ち
ょ
う
ど
逆
さ
ま
に
し
た
形
と
思
え
ば
よ
い
。

ガ
ン
ジ
ー
は
極
め
て
真
剣
で
あ
っ
た
が
、
意
に
反

し
独
立
後
の
イ
ン
ド
は
当
然
の
よ
う
に
富
国
強
兵

を
目
指
す

翌
日
通
の
」
近
代
国
家
の
道
を
歩
む
こ

と
に
な
る
。

著
者
も
指
摘
す
る
と
お
り
、
産
業
資
本
主
義
と

グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
世
界
の
隅
々
ま
で
行
き
渡

っ
た

現
代
で
は
、
も
は
や
自
立
し
た
村
の
存
在
自
体
が

殆
ど
失
わ
れ
て
お
り
、
こ
の

「
ガ
ン
ジ
ー
の
平
和

憲
法
」
を
そ
の
ま
ま
今
の
世
界
に
適
用
す
る
こ
と

は
難
し
い
だ
ろ
う
。
し
か
し
著
者
は
ガ
ン
ジ
ー
の

理
念
を
今
の
日
本
社
会
に
活
か
す
道
は
な
い
も
の

か
と
問
う
。
そ
し
て

「
『市
民
社
会
』
が
村
に
代

わ
る
主
権
の
受
け
皿
と
し
て
考
え
ら
れ
る
か
も
し

れ
な
い
」
と
控
え
め
に
示
唆
す
る
。

情
報
や
交
通
の
発
展
は
地
域
の
距
離
を
縮
め
、

新
た
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成
の
可
能
性
を
も
た
ら

し
て
い
る
。
今
の
か
ま
び
す
し
い
地
方
分
権
論
議

と
は
逆
の
発
想
で
、
か
つ
て
の
４
０
０
人
規
模
の

村
に
匹
敵
す
る
現
代
の
自
立
循
環
型
地
域
社
会
と
、

こ
れ
を
主
体
と
し
た
下
か
ら
の
新
た
な
社
会
ビ

ジ
ョ
ン
を
打
ち
出
せ
な
い
も
の
だ
ろ
う
か
。

（の
ざ
わ
。
し
ん
い
ち
、
本
誌
編
集
委
員
）
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致
」
異
論
』

（大
田
昌
国

・
太
田
出
版
　
１
７
０
０
円
十
税
）

対

論

』

（太
田
昌
国

・
太
田
出
版
　
１
６
０
０
円
十
税
）

左
右

の
垣
根
を

た
聞
い
へ
』

（蓮
池
透

・
か
も
が
わ
出
版
　
１
０
０
０
円
十
税
）

天
野
　
恵

一

２
０
０
３
年

に
大

田
出
版

か
ら
刊
行
さ
れ

た

『「
泣
致

」
異
論
』

の
文
庫
版

（河
出
書
房
、

２
０
０
８
年
）
の

「
文
庫
版

の
た
め
の
増
補
」
で

大
田
昌
国
は
こ
う
書

い
て
い
る
。

「
泣
致
問
題

へ
の
発
言
を
続
け
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
私
が
心
に
決
め
た
と
き
、
対
時
す
べ
き
相

手
は
三
方
向
に
あ
る
、
と
考
え
た
。
ひ
と

つ
は
、

泣
致
事
件
を
生
み
出
し
た
北
朝
鮮
の
支
配
体
制
に

対
す
る
批
判
で
あ
る
。
ふ
た

つ
め
は
、
自
ら
の
歴

史
的
過
去
に
向
き
合
う
こ
と
な
く
、
北
朝
鮮
が
犯

し
た
泣
致
犯
罪
の
み
に
問
題
を
凝
縮
さ
せ
て
し
ま

つヽ
、
日
本
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
悪
一局
動
に
対
す
る

批
判
で
あ
る
。
三

つ
め
は
、
『北
朝
鮮
』
な
る
も

の
が
字
む
諸
問
題
に
対
し
て
無
自
覚

・
無
批
判
で

あ

っ
た

（自
ら
を
含
め
た
）
日
本
の
左
翼

・
進
歩
派

に
関
わ
る
批
判
で
あ
る
。

い
き
お
い
、
他
者
に
対

す
る
批
判
が
先
行
す
る
。
そ
れ
だ
け
に
、
他
人
の

非
を
言

い
つ
の
る
だ
け
に
終
わ
る
の
で
は
な
い
、

自
己
内
対
話
の
時
間
が
必
要
だ
」
。

２
０
０
２
年
９
月
の
訪
朝
し
た
小
泉
元
首
相
と

朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国
の
ト

ッ
プ
で
あ
る

金
正
日
と
の
や
り
と
り
で
、
「
日
本
人
泣
致
」
を

「
北
朝
鮮
」
側
が
公
的
に
認
め
た
こ
と
を
契
機
に

つ
く
り
だ
さ
れ
た

マ
ス
コ
ミ
の
大
騒
ぎ

翁
日
本
ナ

シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
悪
一局
動
」
の
と
め
よ
う
も
な
い
大
激

流
）
が
始
ま

っ
た
と
き
、
私
た
ち
の
側
か
ら
き

つ

と
出
て
く
る
、
か
つ
て
の
日
本
の
侵
略

・
植
民
地

支
配
と

「位
致
」
被
害
を
相
殺
し
て
み
せ
る
政
治

主
義
的
言
説
に
は
加
担
し
ま
い

（別
々
の
固
有
の
悲

劇
と
し
て
そ
の
相
互
関
係
を
ふ
ま
え
て
問
題
に
し
続
け

る
べ
き
な
の
だ
か
ら
）、
と

い
う
立
場
と
問
題
意
識

を
、
こ
の
三
つ
に
プ
ラ
ス
し
て
私
は
著
者
と
、
ほ

ぼ
同
じ
線
で
問
題
を
考
え
よ
う
と
思

っ
た
こ
と
は

ま
ち
が
い
な
い
。

し
か
し
、
そ
の
課
題
を
、
運
動
の
中
を
動
き
回

り
な
が
ら
、
キ
チ
ン
と
発
言
し
続
け
る
な
ど
と
い

う
こ
と
は
、
と
て
も
自
分
の
力
量
で
は
手
に
あ
ま

る
な
と
、
ま
ず
思
う
し
か
な
か

っ
た
の
も
事
実
だ
。

著
者

（太
田
）
は
、
ゆ
れ
動
く
状
況
に
キ
チ
ン
と

級
密
に
対
応
し
な
が
ら
、
そ
の
困
難
な
課
題
を
文

字
通
り
独
力
で
や
り
抜
い
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
も

「自
己
内
対
話
共
自
分
の
認
識
の
変
容
の
過
程
を
、個
々

の
時
代
の
左
翼
的
常
識
と
の
比
較
検
証
し
つ
つ
、
大
量

な
文
献
を
示
し
な
が
ら
、
説
得
的
に
明
ら
か
に
し
て
い

く
）
と
い
う
、
と
て
も
魅
力
的
な
方
法
で
。
私
は
、

主
に
運
動
メ
デ
ィ
ア
に
発
表
さ
れ
続
け
て
い
る
こ

の
課
題
を
め
ぐ
る
著
者
の
文
章
を
も
れ
な
く
フ
オ

ロ
ー
し
、
読
み
続
け
る
と
い
う
こ
と
を
、
非
力
な

自
分
の
せ
め
て
や
る
べ
き
こ
と
と
思
い
、
注
意
し
て

読
ん
で
き
た
つ
も
り
だ
。
こ
の
プ
ロ
セ
ス

合言
葉
に

よ
る
闘
じ

が
う
み
だ
し
た
文
章
群
が
一
冊
に
ま
と

め
ら
れ
た
も
の
が

『「泣
致
」
異
論
』
（文
庫
の
サ
ブ

タ
イ
ト
ル
は

「日
朝
関
係
を
ど
２ヽ
有
え
る
か
し

で
あ
る
。

こ
の
著
者
の
思
想
的
に
誠
実
な
歩
み
が
、
「
北

朝
鮮
に
よ
る
泣
致
被
害
者
家
族
会
」
の
事
務
局
長

で
あ

っ
た
蓮
池
透
と
の
対
談
本
で
あ
る

『泣
致
対

論
』
（２
０
０
９
年
、
太
田
出
版
）
を
生
み
出
す
結
果

に
つ
な
が
っ
た
。
右
翼
グ
ル
ー
プ
に
ま
つ
り
あ
げ

ら
れ
た
蓮
池
発
言
の
明
示
的
な
批
判
も
、
明
快
に

書
い
て
き
た
太
回
の
側
に
立
ち
、
読
み
続
け
て

き
た
　
に
は
、
そ
の
よ
う
に
思
え
た
。
こ
う

い

う
対
話
が
成
立
し
た
と
い
う
事
実
が
、
ま
だ
日
本

の
状
況
も
絶
望
し
き

っ
て
し
ま
え
る
状
態
で
は

な
い
こ
と
を
明
示
し
て
い
る
と
思
わ
せ
る

〈希

望
〉
の
書
を
読
み
終
え
た
後
に
、
私
は
蓮
池
透

の

『泣
致
―
―
左
右
の
垣
根
を
超
え
た
闘
い
へ
』

（２
０
０
９
年
、か
も
が
わ
出
版
）
を
手
に
し
、
テ」
の
「対

論
」
で
も
感
じ
た
こ
と
で
あ
る
が
、
蓮
池
な
り

の

「内
的
対
話
」
を
明
示
し
な
が
ら
語
る
と
い
う

大
田
と
共
通
の
方
法
に
共
感
を
も
っ
た
。
『対
論
」

の
書
評
で
、
板
垣
竜
太
も

「
認
識
の
過
程
」
を

辿

っ
て
み
せ
る
方
法
の
魅
力
に
つ
い
て
論
じ
て
い

る
が

（『イ
ン
パ
ク
シ
ョ
ン
』
１
７
１
号
）、
　
　
　
も
、

位
致
被
害
者
を

一
日
も
早
く
取
り
戻
し
た
い
と
い

う

〈思
い
〉
が
必
然
化
し
た
認
識
の
変
容
を
正
直

に
示
し
て
い
る
の
だ
。
だ
か
ら
こ
の

「対
論
」
は

政
治
主
義
的
な

「妥
協
」
の
匂
い
な
ど
、
ま
っ
た

く
し
な
い
か
た
ち
で
成
立
し
て
い
る
の
だ

（板
垣

市民の意見 N0117 2009/12/1



既刊 「市民の意見」をCDに
この会の運動は1988年、日本の現状を 「強者」によ

る政治から 「弱者」のための政治へ変えようと、全国

的な討論の末 「日本を変える30の提言」をまとめ、朝

日新聞全国版に意見広告を掲載することから出発しま

した。その後、集会、デモ、講座、意見広告などさま

ざまな行動を展開する中で、ニュースを隔月に発行 (創

刊は1991年4月 )、101号から誌名を 「市民の意見」に

改め、今日に至っております。

この間、PKO、 新ガイドライン、有事法制に反対

の論陣を張るなど、反戦の立場を貫いてまいりました。

その先見性とエネルギーに圧倒されます。

このほど、100号までをCDに 収録しようと、作業

チームが発足しました。すでに紙面をスキャナで読み

取る作業を終え、日下、索引を作成中です。次の段階は、

読みたい記事にたどり着くための、リンク作業になり

ます。これが完成しますと皆様のお手元のパソコン画

面で、既干Jの誌面を簡単に見ることができるわけです。

完成は来年になりますが、なるべく早く仕上げたいと

考えています。

読者、寄稿者、編集に携わった方々のCD化 に対す

る思い、希望、アイデア等をお聞かせ下さい。

(市民の意見30の会 ・東京 事 務局 野 津 功)

も
、
も
う

一
人
の
評
者
国
富
建
治
も
全
か
け
は
し
』

０９
年
１０
月
１２
日
号
〉、
こ
の

「対
論
」
の
影
の
主

役
と
も
い
う
べ
き
拉
致
被
害
者
で
あ
る
蓮
池
の
弟

薫
と
い
う
、
注
目
す
べ
き
存
在

（翻
訳
な
ど
の
そ
の

仕
事
）
に
つ
い
て
も
ふ
れ
て
い
る
。
私
も
ま

っ
た

く
同
感
で
あ

っ
た
。

三
冊
と
も
今

「位
致
問
題
」
を
考
え
る
上
で
は

必
読
の
書
で
あ
る
。

（あ
ま
の
・
や
す
か
ず
、
本
誌
編
集
委
員
）

12月 の読者懇議会のご案内

12月 の読者懇談会は、市民の意見 30の 会 ・東京も参加

している反安保実行委員会が服部良一さんを招いて予定し

ている懇談会にジョイントする形で、下記の通り行います。

私たちとしては、日米地位協定の改定はなぜ必要か、米

軍人 ・軍属による事件 ・事故被害者救済の議員立法の取り

組みなどについてお話を伺います。

●講師 :服部長
一さん

0日 時 :12月 16日 (水)

午後7時～9時

●場所 :ピープルズ ・プラン研究所

(東京都文京区関白1-44-3

信正堂ビル2F

電話 :03‐6424-5748)

0参 加費 :500円

江戸川橋駅

寵鶴縛卜畿領 嬢E幾 転鹸 =張

娘搬 期

強        串 争事輩やお| |

増中峰線嬢 軽 嬢 奉
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装
蝉
％
”Ｆ
び
ヽ
ｒ
駒
―

☆
今
が
チ
ャ
ン
ス
だ
東
京
都
三
鷹
市
　
矢
代
俊
長

５５
年
体
制
か
ら
５４
年
も
１
経

っ
て
自
民
党
が
第

１
党
の
座
か
ら
や
つ
と
退
い
た
。
軍
縮
、
思
い
や

り
予
算
削
減
、
ア
ン
ポ
見
直
し
。
平
和

へ
の
ベ
ク

ト
ル
ヘ
大
き
く
舵
を
き
る
チ
ャ
ン
ス
だ
。

★

「
二
大
政
党
論
」
で
い
い
の
か

東
京
都
国
分
寺
市
　
升
味
久
子

面
倒
な
事
務
を

一
手
に
引
き
う
け
て
お
ら
れ
る

皆
様
に
い
つ
も
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
と
こ
ろ
で

今
回
の
衆
院
選
、
マ
ス
コ
ミ
業
界
こ
ぞ

っ
て
叫
ん

で
い
ま
し
た
二
大
政
党
制
実
現

へ
の
宣
伝
が
き
い

て
民
主
党
の
圧
勝
と
な
り
ま
し
た
が
、
九
条
護
憲

の
国
民
の
多
く
は
朝
日
声
欄
の
投
書
に
も
あ
り
ま

し
た
よ
う
に

「民
主
党
ナ
ン
テ
第
二
自
民
党
じ
ゃ

な
い
か
」
と
さ
め
た
日
で
投
票
結
果
を
み
て
い
た

と
思

い
ま
す
。
大
企
業
の
広
告
収
入
が
な
け
れ
ば

つ
ぶ
れ
る
大
新
聞
の
背
に
腹
は
替
え
ら
れ
な

い

「
二
大
政
党
論
」

一
色
だ

っ
た
の
で
す
ね
。
こ
れ

で
は
戦
争
中
の
御
用
新
聞
と
同
じ
で
す
。
九
条
立

国
か
改
憲
か
で
争

っ
て
勝
て
る
よ
う
に
世
界
中
に

九
条
の
平
和
実
現
力
を
宣
伝
し
た
い
も
の
で
す
。

☆
見
極
め
る
リ
テ
ラ
シ
ー
を

大
分
県
大
分
市
　
野
見
山
　
敦

い
つ
も
会
報
を
送

っ
て
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う

ご
ざ

い
ま
す
。
こ
の
た
び
仕
事
の
関
係
で
東
京
の

池
袋
か
ら
大
分
県
に
引

っ
越
し
ま
し
た
。

つ
き
ま

し
て
は
会
報

の
送
り
先
の
変
更
と

い
う
こ
と
で

メ
ー
ル
致
し
ま
し
た
次
第
で
す
。

東
京
か
ら
の
生
活
か
ら

一
転
し
海
山
に
囲
ま
れ

た
と
こ
ろ
で
ス
ト
レ
ス
な
く
暮
ら
し
て
お
り
ま
す
。

民
主
党
政
権
に
な
り
ま
し
た
が
、
公
約
に
し
て

い
た
普
天
問
基
地
の
県
外
移
設
を
岡
田
外
相
が
実

質
断
念
す
る
よ
う
な
報
道
も
な
さ
れ
、
い
っ
た
い

ど
う
い
う
こ
と
か
？
と
耳
を
疑
い
ま
す
が
、
民
主

党
に
対
す
る
マ
ス
コ
ミ
報
道
に
は
様
々
な
バ
イ
ア

ス
が
か
か
る
わ
け
で
、
そ
こ
ら
辺
も
見
極
め
る
リ

テ
ラ
シ
ー
と
冷
静
さ
が
市
民

一
人

一
人
に
求
め
ら

れ
る
こ
と
を
痛
感
し
て
お
り
ま
す
。
会
報
を
通
じ

そ
の
よ
う
な
視
点
を
養
い
続
け
た
い
も
の
で
す
。

そ
れ
で
は
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し

ま
す
。

★
自
民
対
民
主
で
？
東
京
都
八
王
子
市
　
寺
内
亜
津
子

も
う
す
ぐ
総
選
挙
。
マ
ス
コ
ミ
は
自
民
Ｖ
Ｓ
民

主
で
盛
り
上
が

っ
て
る
け
ど
？
？
同
じ
穴
の
ム
ジ

ナ
１
９
条
変
え
た
い
、
戦
争
し
た
い
人
が
ど

っ
ち

レに
よ
ロ
ウ
各
ン
ョ
エワ
ドン
ョ
　
・　
・　
・

（お
便
り
は
、
８
月
の
衆
院
選
前
で
す
。
編
集
部
）

★
思
わ
ず
③
に
○
印二
重
県
い
な
べ
市
　
東
野
久
子

１
９
４
２
年
う
ま
れ
。
地
域
の
老
人
会
に
さ
そ

わ
れ

「
エ
エ
？
ウ
ウ
？
」
だ
っ
た
け
ど
６０
代
に
も

慣
れ
て
き
て
思
わ
ず
③
に
○
印
で
す
。

★
反
戦
地
主
と
し
て
５７
年

・
・

岐
阜
県
大
垣
市
　
矢
橋
英
夫

矢
自
別
演
習
場
で
Ｄ
型

ハ
ウ
ス
に
日
本
国
憲
法

を
直
筆
し
反
戦
地
主
と
し
て
５７
年
、
８３
歳
で
川
瀬

氏
氾
二
さ
ん
は
今
年
４
月
に
亡
く
な
り
、
第
４５
回

記
念
矢
臼
別
平
和
盆
踊
り
大
会
に
参
加
し
ま
し
た
。

★
重
要
な
会
で
す
。

大
阪
府
吹
田
市
　
正
置
友
子

こ
の
よ
う
な
会
の
存
在
そ
の
も
の
が
重
要
だ
と

思
い
ま
す
。

☆
こ
れ
か
ら
世
の
中
変
わ
る

岡
山
県
備
前
市
　
北
川
　
寛

之
か
ら
世
の
中
変
わ
る
時
、
頑
張
り
度
。

★
６０
歳
の
抵
抗

宮
城
県
仙
台
市
　
大
沼
安
史

「
９
条
」
を
守
る
世
直
し
小
説

『
Ｎ
Ｏ
Ｎ
Ｏ
と

頑
爺
の
レ
モ
ン
革
命
』
（本
の
森
）
を
出
し
、
日
下
、

米
国
人
、
Ｊ

・
キ
ャ
ロ
ル
氏
の

『戦
争
の
家
』
（緑

風
出
版
）
の

「
下
巻
」
を
翻
訳
中
。
仙
台
の
頑
爺
、

６０
歳
の
抵
抗
で
す
。

☆
僕
の
中
の
少
年
た
ち
が

東
京
都
世
田
谷
区
　
長
谷
川
修
二

１
１
６
号
、
比
屋
根
憲
太
く
ん
の
詩
、
大
切
に

う
け
と
め
ま
し
た
。
ぼ
く
の
う
ち
に
生
き

つ
づ
け

る
少
年
た
ち
が
声
を
あ
げ
て
泣
い
て
い
ま
す
。
「本

当
は
話
し
た
く
な

い
さ
―
ル

そ
う
で
す
よ
。
憲

太
く
ん
、
そ
ん
な
悲
し
み
を

つ
く
ら
な
い
未
来
を

開

い
て
い
っ
て
く
だ
さ
い
ね
。
「
総
選
挙
緊
急
座

談
会
」
と
て
も
面
白
か

つ
た
。
山
口
素
明
さ
ん
の

発
言
に
は
鋭
く
う
な
ず
か
さ
れ
る
内
容
が
多
く
あ

げ
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
。
遠
野
は
る
ひ
さ
ん
の

発
言
は
ぼ
く
も
ふ
く
め
て
平
均
的
な
人
び
と
の
発
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言
と
し
て
と
て
も
よ
か

っ
た
で
す
。

☆
戦
争
の
記
憶
を
持
つ
世
代
で
す
。

福
岡
県
う
き
は
市
　
鋼
島
ツ
ネ
ヨ

戦
争

の
記
憶
を
持

つ
最
後
の
世
代

（７２
歳
）
で

す
。
今
な
お
、
地
球
上
で
続
く
戦
争
を
憎
み
、
平

和
を
望
ん
で
い
ま
す
が
、
行
動
に
移
す
体
力
も
失

い
、
組
織
に
も
属
さ
ず
、
意
見
広
告
が
唯

一
の
表

現
の
場
で
す
。

☆
平
和

へ
の
航
海
を神
奈
川
県
横
浜
市
　
村
雲
　
司

国
が
変
わ

っ
た
時
、
よ
り
帆
を
高
く
上
げ
て
平

和

へ
の
航
海
を
―

★
熱
意
は
強
く

広
島
県
尾
道
市
　
追
　
澄

無
職
で
８３
歳
で
す
。
力
量
は
あ
り
ま
せ
ん
が
反

右
翼
の
熱
意
は
強
く
持

っ
て
い
ま
す
。
ご
活
躍
の

報
に
接
し
嬉
し
く
思
い
ま
す
。
シ
ル
バ
ー
会
員
で

申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
が
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

頑
張

っ
て
下
さ
い
ま
せ
。

★
１
０
０
歳
の
生
き
て
い
く
元
気
、

大
阪
府
貝
塚
市
　
西
川
治
郎

０９
年
３
月
で
満
１
０
０
歳
で
す
。
東
京
、
関
西

の
会
員
読
者
で
あ
る
こ
と
で
生
き
て
い
く
元
気
を

も
ら

つ
て
い
ま
す
。

☆
不
条
理
は
イ
ヤ
！
大
阪
府
箕
面
市
　
古
川
佳
子

事
務
局
だ
よ
り
で
吉
川
勇

一
さ
ん
の
ご
病
気
を

知
り
ま
し
た
。
養
生
専

一
に
な
さ

つ
て
故
人
に
な

ら
れ
た
方

々
の
分
も
活
動
し
て
い
た
だ
か
ね
ば
な

り
ま
せ
ん
。
「沖
縄
密
約
」裁
判
の
現
況
が
分
か
り
、

そ
れ
を
気
に
か
け
て
い
た
友
人
に
知
ら
せ
ま
し
た
。

大
阪
の

「靖
国
合
祀
イ
ヤ
で
す
訴
訟
」
は
控
訴
審

に
入
り
ま
し
た
。
不
条
理
は
イ
ヤ
と
。

☆
政
権
交
代
フ
ィ
ー
バ
ー
、
不
安
が

東
京
都
小
金
井
市
　
諸
橋
泰
樹

世
の
中
、
政
権
交
代
フ
ィ
ー
バ
ー
で
す
が
、
不

安
が
つ
の
り
ま
す
。
ひ
と
つ
は
民
主
党
の
ブ
レ
。

ふ
た
つ
め
に
は
改
憲
党
で
あ
る
こ
と
。
み
っ
つ
に

社
民
党
が
こ
れ
で
つ
ぶ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
と
い

う
お
そ
れ
。
よ
っ
つ
目
に
自
民
の
極
右
化
に
よ
る

民
衆
の
取
り
込
み
、
右
派
の
総
結
集
で
す
。

★
九
条
は
日
本
の
宝東
京
都
多
摩
市
　
中
島
マ
リ
子

日
本
の
宝
、
平
和
憲
法

「九
条
」
を
守
り
ま
し
ょ

★
仲
間
を
ふ
や
そ
う
―
東
京
都
新
宿
区
　
澤
田
爺
之
介

冗
談
じ
ゃ
な
く
私
の
知
人
、
友
人
の
貧
窮
の
度

は
ま
す
ま
す
深
ま
り
、
怒
り
は
高
ま
れ
ど
フ
ッ
ト

ワ
ー
ク
は
鈍
り
が
ち
。

そ
の
分
仲
間
を
増
や
そ
う
１
と
思
い
ま
す
。

★
い
つ
も
楽
し
み
に
大
阪
府
泉
南
郡
　
佐
野
　
稔

い
つ
も
楽
し
み
に
拝
読
し
て
い
ま
す
。
時
宜
に

適
し
た
テ
ー
マ
に
し
ぼ
ら
れ
た
編
集
に
な
つ
て
い

る
よ
う
で
大
い
に
教
え
ら
れ
ま
す
。
ご
健
間
を
祈

り
上
げ
ま
す
。

★
し
っ
か
り
見
守
ろ
う

茨
城
県
水
戸
市
　
阿
部
い
づ
み

民
主
党
政
権
は
確
か
に
自
公
政
権
が
や
ら
な

か

っ
た
よ
う
な
事
を
や
っ
て
い
る
が
、
悪
い
意
味

で
三
遷
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
の
で
、
他
の
党

が
し

っ
か
り
見
守

っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
う
。

☆
白
川
発
言

へ
の
疑
問
京
都
府
京
都
市
　
　
石
田
　
隆

前
略
　
会
報
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
編
集
ご

苦
労
さ
ま
で
す
。
１
１
６
号
９
ペ
ー
ジ
の
白
川
氏

の
発
言
で

「北
朝
鮮
制
裁
論
と
い
う
点
で
は
民
主

党
も
共
産
党
も
同
じ
で
す
。
」
と
切
り
捨
て
て
い

る
の
は
各
党
の
政
策
を
詳
細
に
み
て
い
く
点
で
配

慮
を
か
い
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

★
石
田
隆
さ
ん
へ
の
返
信

白
川
員
澄

石
田
隆
様

ご
意
見
拝
見
し
ま
し
た
。
座
談
会
で
の
私
の
発

言
は

「
北
朝
鮮
制
裁
論
と

い
う
点
で
は
民
主
党
も

共
産
党
も
同
じ
で
す
」
と

い
う
も
の
で
す
。
こ
れ

は
北
朝
鮮
の
核
実
験
や
ミ
サ
イ
ル
発
射
に
対
す
る

国
会
で
の
決
議

「政
府
に
制
裁
の
強
化
を
求
め
る
」

が
満
場

一
致
で
採
択
さ
れ
、
誰
も
棄
権
し
な
か

っ

た
こ
と
を
指
し
ま
す
。
議
論
で
は
「北
朝
鮮
の
核
・

ミ
サ
イ
ル
の
脅
威
に
日
本
が
曝
さ
れ
て
い
る
」
と

い
う
図
式
を
前
提
に
し
て
い
る
こ
と
が
共
通
し
て

い
る
こ
と
の
問
題
を
指
摘
し
た
も
の
で
す
。

白

「読
者
の
お
た
よ
り
」
の
多
く
は
、
会
費
納
入
の
際
の

白

郵
便
振
替
票
に
書
か
れ
て
い
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
使
わ
せ
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
掲
載
に
つ
い
て
匿
名
を
ご
希
望
の

ｏ
方
は
、
そ
の
旨
明
記
し
て
い
た
だ
け
る
と
幸
い
で
す
。　
　
一
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事
務
局
だ
よ
り

第

９
期
意
見
広
告
運
動
が
ス

■
来
年
の
５
月
３
日
憲
法
記
念
日
に
、
全
国
紙

・

ロ
ー
カ
ル
紙
な
ど
に

「憲
法
９
条
。２５
条
の
実
現
」

を
求
め
る
第
９
期
意
見
広
告
の
運
動
が
ス
タ
ー
ト

し
、
４
ベ
ー
ジ
の
カ
ラ
ー
チ
ラ
シ
が
３
万
７
千

も
全
国
の
さ
ま
ざ
ま
な
団
体
や
個
人
に
発
送
さ
れ

ま
し
た
。
す
で
に
３
０
０
万
円
以
上
も
の
賛
同
金

が

「意
見
広
告
運
動
」
に
届
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

チ
ラ
シ
は
こ
れ
か
ら
も
多
く
の
方
が
た
に
お
送
り

し
ま
す
。
事
務
局
宛
に
ご
連
絡
を
下
さ
れ
ば
、
す

ぐ
に
必
要
枚
数
を
お
送
り
し
ま
す
。
な
お
、
こ
の

チ
ラ
シ
の
内
容
は
、
意
見
広
告
運
動
の
以
下
の

サ
イ
ト
か
ら
大
画
面
で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

Ｆ
辞
０
中＼
＼
電
電
電
・許
①
ｏ
汗
Ｏ
Ｆ
汗
〇
汗
Ｆ
」●
＼

■

一
方
、
大
阪
の

「と
め
よ
う
改
憲
―
大
阪
意
見

広
告
運
動
」
（沖
浦
和
光
さ
ん
、
新
屋
英
子
さ
ん
、

本
多
立
太
郎
さ
ん
ら
１１
人
の
呼
び
か
け
）
も
、
同

じ
明
年
憲
法
記
念
日
に
毎
日
新
聞
大
阪
本
社
版
に

掲
載
し
よ
う
と
い
う
意
見
広
告
運
動
の
呼
び
か
け

が
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
運
動
は
私
た
ち
３０
の

会
の
友
誼
運
動
で
す
。
、
関
西
の
方
が
た
は
、
こ

ち
ら
の
運
動
に
も
ぜ
ひ
ご
賛
同
く
だ
さ
る
よ
う

お
願

い
い
た
し
ま
す
。
振
替
用
紙

の
入

っ
た
チ

ラ
シ
が
出
来
て
い
ま
す
。
連
絡
先
は
〒
５
３
０
１

ビ
ル
本
館
５
０
１
　
中
北
龍
太
郎
法
律
事
務
所
内

電
話
　
０
６
‐
６
３
６
４
３
０
１
２
３
　
Ｆ
Ａ
Ｘ

０
６
‐
６
３
６
４
‐
５
２
４
７
で
す
。

■
１０
月
３‐
日
、
東
京

・
浅
草
で

「
第
４
回
浅
草

ウ
ォ
ー
ク
２
０
０
９
」
の
集
会
と
デ
モ
が
あ
り
ま

し
た
。
こ
れ
は
、
多
様
な
戦
争
被
害
者
や
市
民
が

連
帯
し
、
政
府
に
差
別
な
き
国
家
補
償
の

「
し
く

み
」
を
作
ら
せ
よ
う
と
い
う
運
動
で
す
。
こ
れ
に

は
市
民
の
意
見
３０
の
会

・
東
京
か
ら
も
多
数
の
メ

ン
バ
ー
が
参
加
し
ま
し
た
。
お
天
気
も
良
く
、
沿

道
か
ら
は
多
数
の
声
援
も
送
ら
れ
、
参
加
者
た
ち

は
、
と

て
も

い
い

気
分

の
デ

モ
だ

っ

た

そ
う

で
す

（
写

真

は
吉

川
邦
良

さ

ん
）
。
そ
れ
以
外
も

最
近

の
デ

モ
の
雰

囲
気

は
よ
く
な

っ

て

い
る
と

の
こ
と

で
、
事

務

局

か
ら

の
デ
モ
参

加
も
多

く
な

っ
て
い
ま
す
。

■
前
号
で
、
本
会

の
会
員
が
２
千
名

を
超
え
た
は
ず
だ

と
書

い
た
の
で
す

が
、
１０
月
末
で
ま

だ
７
人
が
足
り
ま

せ
ん
。
９
～
１０
月

に
８
人
の
方
が
参

加
く
だ
さ

っ
た
の

で

す

が
、

退

会

や
、
会
費

（
ニ
ュ
ー
ス
代
）
の
入
金
が
２
年
分

以
上
も
な

い
の
で
や
む
を
え
ず
会
員
か
ら
は
ず

し
た
方
な
ど
が
１２
名
に
な

っ
た
た
め
、
こ
こ
で

拡
大
が
足
踏
み
し
て
い
ま
す
。
会
費
が
不
足
に

な

っ
て
い
て
も
、
２
年
間
は
、
『市
民
の
意
見
』

を
お
送
り
し
て
い
ま
す
。
「
会
費
が
切
れ
て
い
た

る
方
が
何
人
も
い
ま
す
の
で
、
お
待
ち
し
て
い
る

の
で
す
。
で
も
、
２
年
間
は
少
し
長
す
ぎ
ま
す

ね
。
そ
れ
で
は
送
料
も
増
え
て
し
ま
い
ま
す
。
会

費
不
足
で
も
送
り
続
け
る
期
間
は
、
１
年
間
に
し

よ
う
か
、
と

い
う
意
見
が
事
務
局
に
は
出
て
い

ま
す
。
検
討
し
ま
す
。
封
筒

の
宛
名

の
シ
ー
ル

に
は
、
会
費

の
期
限
の
年
月
が
必
ず
記
さ
れ
て

い
ま
す
し
。
不
足
の
お
知
ら
せ
も
入
れ
て
い
ま

す
。
そ
こ
を
ご
注
意
さ
れ
、
会
費
の
切
れ
る
前
に

お
送
り
く
だ
さ
る
よ
う
、
お
願
い
す
る
次
第
で
す
。

■
窓
の
外
は
す

っ
か
り
茶
色
の
葉
に
な

っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。
ぜ
ひ
風
邪
を
お
召
し
に
な
ら
な
い
よ

つヽ
に
。
　

（よ
し
か
わ
。ゆ
う
い
ち
、事
務
局
、編
集
委
員
）

伊無顕
強

―          祖 u rArt,筆 tj頭 を
a010年 る内9奏 申 )― trttrぉ,t

, 車 率 規 晦 … 転 車

     者 議 草 嘩 線 空 章 ―

36市民の意見 N0117 2009/12/1



【東京】42月 5日 (土)シンポジウム「アイヌ民族政策の確立をめざして」

13:00(12:30開 場)●会場:専修大学神日校舎 1号館3階 302教 室(地

下鉄神保B」駅徒歩3分 )0講 師 !常本照樹 (北大大学院教授)、澤井ア

ク (北海道アイヌ協会理事 ・国際部会長)● 資料代 :500円 ●主催 :

NPO現 代の理論 ・社会フォーラム 電 話 :033262-8505 FAX t03-

3264-2483

【東京112月 5日 (土)ビ デオと講演 「終焉に向かう原子力 (第9回 )」

10!000会 場 :大日区立消費者生活センター2階 大集会室 (」R蒲 日

駅東□徒歩5分 )0講 師:ノト出裕章 (京都大学原子炉実験所)● 資料代:

1000円 ●主催 :「終焉に向かう原子力」実行委員会 電 話 ・FAX:

03-3739-1368

【大阪】12月 6日 (日)集 会 「12・6空爆・空襲を問う」43:30●会場:

弁天町市民学習センター (」R・地下鉄弁天町A出 ロオ
ーク2番街7F)

●講師 :木戸衛― (大阪大学大学院准教授)0主 催 :市民の意見30。

関[□ 尾∃話 !0729-98-1113

【東京】12月9日 (水)～ 12月20日 (日)演劇「グレイクリスマス」
●会場 :俳優座劇場 (地下鉄六本木駅6番 出□前)● 作 :斎藤憐作

演出:高瀬久男●料金:一般 5250円 ●主催:グレイクリスマスの会 (劇

団俳優座内) 電 話 :03-3470-2888

【立川市】12月 12日 (土)講 座 「チェ・ゲバラを読む 第 3回  浮

上する民族 ・植民地問題とゲバラ」14i000会 場 iしびるたちかわ

(」R立川駅徒歩3分 )● 講師 :太日昌国●受講料 :1,000円0内 容 !

シビル市民講座全6□ 隔週土曜日●主催 !シビル運営委員会 電 話 :

042-524-9014 メ ール i civitachikawa③yahoo co ip

【東京】12月 12日 (土)集会 「砂川事件・伊達判決破棄に抗議し、日
米密約の全面公開を要求する」13:000会 場 :明治大学リバティー

タワー 41階 1114号 教室●我郡政明 (琉球大学教授)● 資料代 :500

円●主催 :伊連半」決を生かす会 電 話 :03-32625546

【東京】12月 12日 (土)エ コ・ウォーク 「ストツプ温暖化」8:00

●会場 !井の頭公園野外ステージ前●よびかけ人 :吉岡淳 (カフェス

□一)● 連絡先 :橋本久雅事務所 電 話 :042348-1127 メ
ール :

ANA15698④ nifty.com

【東京】12月 12日 (土)パレード「温暖化をとめるCOP15の 成功を!
MAKE the RULEグ ローバル・アクション」13:00● 集合 :

代々木公園●主催 t MAKE the R∪LEキ ャンペ
ーン実行委員

会  震∃話 :03-3263-9210

【東京】12月 13日 (日)映画と講演「旅順大虐殺から南京へ」
13115● 会場 t社会文化会館第 1会議室 (地下鉄永日B」

駅下車)0講 師 t大谷正 (専修大学教授)● 参加費 :1000

円●主催 1南京大虐殺 72カ 年一証言を聞く東京集会実行

委 員 会 FAX i 03-3651-3499 httpi//www打ca.apc org/
nmnankin/index―チ.html

【横須関】12月 13日 (日)集 会 ・パレ
ード「戦争の道具を

はき出そう」13i000会 場:ヴェルニー公園(京急汐入駅下車)
0主 催:いらない1原子力空母 電 話:080-5028-3357(山城)

【東京】12月 17日 (木)講 演と上映 「もんじゅ・プルサ
ー

マル な ぜ強行か?」●会場 :明治大学リバティ
ータワー地

下 1階 1001室 (」R御 茶ノ水徒歩5分)● 講師i広瀬隆 (作
家)● 資料代 !800円●主催 :核開発に反対する会ほか 電
話 i03-3238-9035 メーール i nonukes@tanpoposya.net

【東京】12月 23日 (水)集 会 「民主党政権下の象徴天皇制
一リベラリズムとナショナリズム」13:30 0会 場 :千駄ヶ

谷区民会館 (」R原 宿駅徒歩 5分 )0講 師 !太日昌国、浜邦

彦、天野恵― ● 主催 :反天皇制運動連絡会

(R

◎2010        ■ | ・   ‐

[活動期間]20091年 10月～2010年 6月 (予定)

[活動内莉 ●安保蔵題に関連する毅り組みの憶報交流
・

共有‐               ‐

●安保問題に関連する連絡会参加団体の取

り組みへの協力 参 加

●共同の取り組みの企画・実施

02010年 6月15日前後に大きな集会・デモ

○その他の共同の集会・デモ'声明等の取り組み

○反安保のアピール(共通スローガンや臨ゴ、

リーフレット作成、HP作 成等)

●日米安保をめぐる討議

○民主党政権やオバマの評価/密 約問題/

米軍再編/運 動の持ち方等

団体3000円

個人 1000円

田座番号 100120-7-377692

名義 !2010安 イ果連絡会

東京都千代田区三崎町3‐■18 近 江ビル4

F 市 民のひろば 気 付

醒/ 園 i 0 3 5 2 7 5 , 6 9 8 9

◎賛阿費

随総剣
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●
２
号
続
け
て
ニ
ュ
ー
ス
の
編
集
に
か
か
わ
る
こ

と
に
な
り
、
こ
の
ニ
ュ
ー
ス
を
作
る
こ
と
の
や
り

が
い
と
大
変
さ
を
実
感
し
て
い
ま
す
。

●
政
治
の
風
景
が
少
し
ず

つ
変
わ
ろ
う
と
し
て
い

ま
す
。
そ
れ
を
観
客
民
主
主
義
と
し
て
眺
め
る
の

も
、
ど
の
政
党
が
政
権
に
つ
い
て
も
同
じ
だ
と
見

る
態
度
を
と
る
こ
と
も
し
た
く
は
あ
り
ま
せ
ん
。

●
今
年
８
月
に
亡
く
な
ら
れ
た
金
大
中
元
韓
国
大

統
領
の
こ
と
ば
に

「行
動
す
る
良
心
た
れ
」
と
い

う

の
が
あ
り
ま
す
。
「
行
動
す
る
」
こ
と
の
大
切

さ
と
、
正
義
と
言
わ
ず
に

「良
心
」
と
い
う
控
え

め
な
こ
と
ば
で
、
「苦
し
み
困
難
に
頻
し
て
い
る

隣
人
」
の
た
め
に
生
き
る
こ
と
を
自
ら
の
生
涯
を

と
お
し
て
示
さ
れ
ま
し
た
。
ボ
チ
ボ
チ
近
づ
い
て

い
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
（吉
田
）

●

ニ
ュ
ー
ス
の
編
集
を
や
ら
な
い
か
と
誘
わ
れ
て

参
加
し
た
の
が
今
か
ら
十
五
、
エハ
年
前
の
こ
と
。
ま

・東京翻韓月”‐。
説神
の
９耐２。。

だ
ワ
ー
プ
ロ
が
最
新
兵
器
な
ん
て
い
っ
て
い
た
こ

ろ
で
、
編
集
長
の
指
令
の
も
と
、
打
ち
出
し
た
原

稿
を
文
字
通
リ
ミ
カ
ン
箱
の
上
で
切
り
張
り
を
し
、

徹
夜
で
二
十
何
ペ
ー
ジ
か
の
版
下
を
作
成
し
て
い

た
の
で
し
た
。
久
々
の
編
集
作
業
で
当
時
に
く
ら

べ
て
格
段
に
技
術
は
進
歩
し
、
便
利
で
は
あ
る
の

で
す
が
、
は
た
し
て
こ
の
世
の
中
は
ど
う
進
歩
し

て
き
た
の
か
と
考
え
て
い
る
次
第
で
す
。
　

（甫
）

●
編
集
委
員
　
天
野
恵

一
、
阿
部
め
ぐ
み
、
有
馬

保
彦
、
岡
安
英
治
、
佐
橋
弥
生
、
杉
内
蘭
子
、
高

橋
武
智
、
高
岡
甫
雅

（本
号
担
当
）、
西
田
和
子
、

野
澤
信

一
、
古
澤
宣
慶
、
道
場
親
信
、
本
野
義
雄
、

諸
橋
泰
樹
、
吉
川
勇

一
、
吉
田
和
雄

（本
号
担
当
）

●
計
報
　
会
員
の
ご
逝
去
の
報
を
ご
遺
族
か
ら
い

た
だ
き
ま
し
た
。

出
牛
徹
郎
さ
ん

（群
馬
県
前
橋
市
）

松
野
博
樹
さ
ん

（茨
城
県
日
立
市
）

根
本
三
夫
さ
ん

（千
葉
県
柏
市
）

上
野
フ
ミ
さ
ん

（東
京
都
府
中
市
）

謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
こ
の
と
こ
ろ
デ
モ
に
参
加
す
る
機
会
が
何
度
か

あ
り
ま
し
た
。
そ
の
中
で

「
１１
・
８
沖
縄
県
民
大

会
運
帯
行
動

・
東
京
」
に
、
ま
だ
一度
も
デ
モ
に
参

加
し
た
こ
と
の
な
い
友
人
を
誘
っ
て
み
ま
し
た
。
平

和
運
動
な
ど
に
は
特
に
関
っ
て
い
な
い
の
で
す
が
多

少
の
関
心
は
持
っ
て
い
た
よ
う
で
、
街
を
歩
き
な
が

ら
一
緒
に
シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー
ル
の
声
を
あ
げ
て
い
ま

し
た
。
初
め
て
の
デ
モ
体
験
は

「チ
ョ
ッ
と
恥
ず
か

し
か
っ
た
。」
そ
う
で
す
。

さ
て
、
今
期
会
計
は
残
念
な
が
ら
赤
字
で
し
た
。

前
期
ま
で
は
新
規
加
入
の
会
員
が
た
く
さ
ん
あ
っ
た

の
で
す
が
、
今
期
は
そ
れ
が
ひ
と
段
落
し
た
た
め
で

す
。
引
き
続
き
継
続
し
て
く
だ
さ
る
会
員
の
方
々

の
お
か
げ
で
、
財
政
面
で
の
会
の
運
営
に
は
今
の
と

こ
ろ
何
の
問
題
も
あ
り
ま
せ
ん
の
で
ご
安
心
く
だ
さ

い
。
当
会
は
、
日
頃
か
ら
皆
様
よ
り
い
た
だ
い
た
会

費
を
少
し
で
も
無
駄
な
く
有
効
に
使
う
よ
う
努
力

し
て
い
ま
す
。
国
も
民
主
党
政
権
に
変
わ
り
、
や
っ

と
無
駄
な
事
業
の
削
減
に
動
き
だ
し
た
よ
う
で
す

が
、
し
っ
か
り
と
監
視
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
（上
回
）

1 .収 入
一般会費 229,500

協力会費 100,000

敬老会費 242000

障害者会費 2000

(会費小計 ) 573.500

カンパ 102.030

ニュース販売 400

バッジ
｀
等販売

集会入場料 5,500

受取利息 (・い 508

預り金 ( Ⅲ2 ) 89,970

立替金精算 (43) 126271

収入計 898,179

2. 支 出

ビロ痛J費 (t4) 260,400

発送費 (Ⅲ5) 162,725

通信費 22,271

事務用品費

消耗品費【
Ⅲ
6) 127.688

編集費 ('7) 16.000

会場費 3.950

交通費 72.860

事務所費 110,000

光熱費 7,811

手数料 60,605

諸会費 (・8) 3000

雑費 881

立替金ば助 126,091

預 り金精算 ('10) 133,470

支出計 1,107,752

3.収 支     【   b

前期からの繰越 7.984.250

次期への繰越 7.7741677

4.残 高の内訳

会基本会計 4,831,941

条約基金 176,715

F/1基 金 2,665,820

預り金 100,201

計        7.″ 4677

注 (米1)ゆ うちょ銀行普通預金利患。
(*2)意 見広告賛同金預り¥6?,500、

会費過入金¥22,470(*3)意 見広告
家賃、光熱費他 ¥126,271。 (*4)
ニュース116号印刷費。 (*5)ニ ュー

ス116号発送費。 (*6)30の 会名入
り封筒作成費¥97,961、 振替用紙印
刷費 ¥28,639他。 ぐ 7)読 者懇談会
議師謝ネし¥5,000、ニュース原稿作成
料¥11,000。 (*8)新 安保実賛同金
(*10)意 見広告事務所家賃1011

月分、光熱費等。 (ネ10)意 見広告
賛同金精算 ¥111,000、 会費過入金
¥22,470返者益。
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